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別表１ 

 
 

管理権原者，部局長，防災管理者，統括管理者 一覧表 
 
 

 
管理権原者 

 

  
国立大学法人金沢大学長 

 
 

部 局 長 

 
 医薬保健研究域長 
 疾患モデル総合研究センター長 
 子どものこころの発達研究センター長 
 先進予防医学研究センター長 
 

 
 防火・防災管理者 

 

 
 医薬保健系事務部長 

 
統括管理者 

 

 
 医薬保健系事務部総務課長 

 
 



別表２

用途 医学類Ａ・Ｂ棟（大学） 鉄筋コンクリート造 地上 ６　階 地下 階 延べ面積 7,376㎡

1
会議室（使用中）の天井の一部が落下。蛍光灯も落下しガラス
片が飛散して危険な状態

Ａ棟
大会議室 １箇所 →

ガラス片等の散乱物による負傷者を出さ
ない。

A
安全防護班２名
避難誘導班１名

2 窓ガラスの一部が落下し，建物周囲にガラス破片が散乱 建物周囲 １箇所 →
ガラス片等の散乱物による負傷者を出さ
ない。

B 安全防護班４名

3

1
エレベーター最寄階到着後に停止。使用不可。閉じ込め事故が
１件計４名発生した。

１階ｴﾚ
ﾍﾞｰﾀ

１箇所 → 閉じ込め者を全員救出する。 A
安全防護班２名
避難誘導班１名

2
空調・換気設備の配管が折損する。停電も重なり使用不能にな
る。

全館 １箇所 →
冬場のためエアコンの復旧をできるだけ
早く行う。

B 安全防護班４名

1 居室扉の変形により，２名の閉じ込め者が発生した。
４階

実験室
１箇所 → 閉じ込め者を全員救出する。 A

安全防護班２名
避難誘導班２名

2 避難者が避難口に殺到して、避難が円滑に進まない。
4階屋外
階段

１箇所 → 将棋倒しによる負傷者を出さない。 B
避難誘導班２名
応急救護班２名

1 防火扉の変形により閉鎖障害が発生する。
３階屋内
階段 １箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 B 安全防護班２名

2 煙感知器配線の断線により防火扉が作動しない。
３階屋内
階段 １箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 B 安全防護班２名

1 書棚が転倒する。
1階

総務課
１箇所 → 転倒落下物による負傷者を出さない。 B 安全防護班２名

2
スチール棚が転倒し，破損したガラス器具等で室内が散乱す
る。

３階
実験室

１箇所 → 転倒落下物による負傷者を出さない。 B 安全防護班２名

3 廊下に設置された棚（ロッカー等）が転倒し。避難路を塞いだ。
４階廊
下

１箇所 →
転倒落下物による負傷者を出さない。
閉じ込め者を救出する。

Ａ 安全防護班２名

1 断水により、飲料水やトイレの使用ができない。 全館 → 飲料水やトイレの水を確保する。 Ａ 安全防護班２名

2 受変電設備が機能停止し、停電となる。 全館 → 照明を確保する。 Ａ 安全防護班２名

3
電話が不通となり、外部との連絡が途絶える。
内線電話が使用できない。

全館 → 通信連絡を取れる環境を確保する。 B 通報連絡班２名

4 消防への救助要請ができない。 全館 → 消防隊に救助要請を行う。 B 通報連絡班２名

5 道路の亀裂により交通網が遮断され、帰宅困難者が発生した。 県道 →
帰宅困難者の生活上最低限必要な衣食
住の環境を確保する。

C 避難誘導班２名

1 実験室のガス器具の火が燃え上がり、周囲に拡大した。
４階

実験室
１箇所 →

火災による負傷者を発生させない。火災
を拡大させない。

A 初期消火班２名

2
薬品棚の転倒により引火性の高い薬品が漏出したが，出火に
は至らなかった。

３階
実験室

１箇所 →
飛散した薬品の除去作業を行い，火災を
発生させない。

A 初期消火班３名

3 駐車場の車両同士の衝突により出火した。
Ｂ棟前
駐車場

１箇所 →
火災による負傷者を発生させない。火災
を拡大させない。

A 初期消火班４名

4 重要書類等の盗難が発生する。
１階

総務課
１箇所 → 建物内の秩序を維持する。 B 安全防護班２名

1 避難者が転倒し，頭から出血する。
４階
廊下

１箇所 →

2 避難経路に飛散したガラス破片により負傷する。
Ｂ棟正面
玄関

１箇所 →

3 職員，来訪者が恐怖感により動けなくなる。
B棟

風除室
１箇所 →

声をかけ安心させ，パニックを起こさせな
い。

B
応急救護班２名
通報連絡班1名

災害想定表
建 物 用 途 ・ 規 模 構造

被害数 → 防火防災安全上の目標設定

想 定 地 震 情 報 震度６強 発生日時 ２月３日（水曜日）　１１時４０分頃

活動優先
度

Ａ＞Ｂ＞Ｃ

必要
自衛消防組織応急的対策事項 予防的事項

対応行動の具体化
シ ナ リ オ 収容人員９５名（不特定者２０名、特定者７５名）　　天候（晴）　　外気温度（５℃）

被害種類と考慮すべき態様
（標準的な付与条件）

番号
災害想定

（被害の具体的事象）
被害
場所

建
物
等
の
基
本
的
被
害

震耐震設計基準に適合の場
合、建築構造の大きな被害は考
慮する必要はない。

避難路の安全を確認し，在室者の退室を誘導す
る。ガラス破片を片付ける。

天井・器具・機器の固定，振止めの設置。

学生，教職員及び来訪者を周囲へ近づけない。
ガラス破片を片付ける。

立入り禁止措置範囲の事前把握。

建
築
設
備
等
の
被
害

「官庁施設の総合耐震計画基
準」等に基づき機能維持が図ら
れる場合を除き、何らかの機能
停止を想定する。

非常用インターホンにより負傷有無の確認と状
況説明を行う。
消防隊・エレベーター会社への連絡。

エレベーター会社と復旧・救出フローの確認。
（誰がどのように行うか）

設備業者への手配と修理を行う。
ストーブ等の代替設備を配置する。

設計・施工業者に配管の耐震性を確認。
ストーブ等の代替設備を準備する。

避
難
施
設
等
の
被
害

震耐震設計基準に適合の場
合、避難施設の大きな被害は考
慮する必要はない。

（主要な避難通路のうち一以上
が使用に障害が発生することを
想定する。）

閉じ込め者の身元や安否の確認を行う。
閉じ込め者に声を掛け，安心感を与える。

身元の確認や安否の確認方法を確立。

避難誘導員による誘導。
パニック防止のため，館内放送により安心情報
等の提供を行う。

パニック防止の放送内容（様々な想定による放
送文例を作成）の確認と，放送設備の信頼性の
確保。

消
防
用
設
備
等
の
被
害

（天井等との接触や変異が大き
いことからＳＰヘッドや自火報感
知器等については破損するもの
と想定する。）

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 複数の避難経路を確保しておく。

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 手動による閉鎖方法を確認しておく。

最寄りの消防署まで連絡員を派遣する。 最寄りの消防署の位置を確認しておく。

収
容
物
等
の
被
害

（オフィス家具類、一般家電製品
の転倒落下防止対策に関する
指針等に基づいた固定措置が
施されていない収容物の転倒落
下を想定する。）

書棚の転倒による負傷者がいないか確認。
上下部を固定するなど，転倒防止措置を徹底す
る。

棚の転倒による負傷者がいないか確認。
教室員の避難後は施錠し，立入禁止とする。

足下の固定を行うなど，転倒防止措置を徹底す
る。

負傷者がいないか確認。
避難路を確保する。

廊下の物品を撤去する。
足下の固定を行うなど，転倒防止措置を徹底す
る。

建物内への出入りを制限する。
防犯担当者の選任や役割を明確化しておく。
重要書類の保管場所に留意する。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害

ライフラインは使用できない。代
替え措置（非常電源、貯水槽、
無線通信手段）がなされている
場合、その影響を軽減する。

業者に依頼し修理を行う。
貯水槽から水をとりトイレの水に利用する。

非常用飲料水の事前準備。周辺の公衆便所の
確認と仮設便所の事前調達。

懐中電灯などの携帯用照明器具を使用する。
設備の耐震補強。懐中電灯など携帯用照明器
具の準備。

病院防災センターに連絡員を派遣して，情報を
得る。

衛星携帯電話の設置状況の確認。
トランシーバー等，確実な通信・連絡手段の検
討。

A
応急救護班２名
避難誘導範２名

火
災
の
発
生

火気使用場所、危険物貯蔵場
所等について、その安全対策の
程度に応じて一定の割合で火
災が発生する。

阪神淡路での火災
電気関係（85）ガス関係（13）
火種関係（12）石油関係（6）
その他（18）不明（146）

初期消火を行い、鎮火させる。
使用しているガス栓を閉止，電気のスイッチを切
る。
周囲の可燃物を取り除く。

火気を近づけない。
化学反応によるガスの発生を考慮する。

薬品庫の転倒・落下防止の措置を強化する。
化学薬品に応じた消火器の設置状況を把握して
おく。

初期消火を行い、鎮火させる。
消火設備の設置場所，メンテナンスの状況を確
認する。

災　　　　　害　　　　　想　　　　　定　　　　　表

人
的
被
害

在館者数とその安全対策の程
度に応じて、一定割合で人的被
害が生じる。

避難経路の1つ以上は使用に障
害を想定。

人の多い所に優先的に誘導する。
パニック防止のため，館内放送により安心情報
等の提供を行う。

障害者や外国人も含め、要援護者の課題と対応
策を定めておく。

１．速やかに応急救護所に搬送する。
２．搬送が難しい場合，負傷者が発生した階に
応急救護場所を確保し手当を行う。
３．避難経路の安全性を確保する。

１．エレベーターが使用できないとの想定によ
り、搬送経路及び方法を確認しておく。
２．あらかじめ各階の救護場所を定めておき、応
急備品を設置しておく。

応急手当を行う。
引き続きの被害者を出さない。

寝泊まりするスペースの確保。仮設便所の設
置。非常食、水の配給を行う。

帰宅支援マップの作成・配布。
収用人数に応じた収用場所を設定しておく。



別表２

用途 医学類Ｅ・Ｆ・教育棟，コリドー（大学） 鉄筋コンクリート造 地上 ６　階 地下 １階 延べ面積 16,153㎡

1
天井の一部が落下。蛍光灯も落下しガラス片が飛散し危険な状
態

F棟エント
ランス

１箇所 →
ガラス片等の散乱物による負傷者を出さ
ない。

A 安全防護班２名

2 窓ガラスの一部が落下し，建物周囲にガラス破片が散乱
コリドー
周辺

１箇所 →
ガラス片等の散乱物による負傷者を出さ
ない。

B 安全防護班２名

1
エレベーター最寄階到着後に停止。使用不可。閉じ込め事故が
２件計３名発生した。

１階ｴﾚ
ﾍﾞｰﾀ

２箇所 → 閉じ込め者を全員救出する。 A
安全防護班２名
避難誘導班２名

2
空調・換気設備の配管が折損する。停電も重なり使用不能にな
る。

全館 １箇所 →
冬場のためエアコンの復旧をできるだけ
早く行う。ストーブの準備をする。

B 安全防護班４名

1 居室扉の変形により，３名の閉じ込め者が発生
Ｅ棟５階
研究室

１箇所 → 閉じ込め者を全員救出する。 Ａ
安全防護班２名
避難誘導班２名

2 避難者が避難口に殺到して、避難が円滑に進まない。
Ｆ棟４階
屋外階
段

１箇所 → 将棋倒しによる負傷者を出さない。 Ｂ
避難誘導班２名
応急救護班２名

1 防火シャッターの変形により閉鎖障害が発生する。
Ｅ棟３階
屋内階段

１箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 Ｂ 安全防護班２名

2 煙感知器配線の断線により防火戸が作動しない。
Ｅ棟３階
屋内階段

１箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 Ｂ 安全防護班２名

3
消火設備への給水配管が破断し，消火栓への給水量が少なく
なる。

建物周
辺

１箇所 → 消火設備等の早期復旧を図る。 B 安全防護班２名

1 書類棚が転倒落下する。
Ｆ棟１階
学生課

１箇所 → 転倒落下物による負傷者を出さない。 Ｂ 安全防護班２名

2 陳列棚が転倒し，破片が散乱する。
教育棟
２階廊下

１箇所 → 散乱物による負傷者を出さない。 Ｂ 安全防護班２名

3 廊下に設置された棚（ロッカー等）が転倒し，避難路を塞いだ。
５階廊
下

１箇所 →
転倒落下物による負傷者を出さない。
閉じ込め者を救出する。

Ａ 安全防護班２名

1 断水により、飲料水やトイレの使用ができない。 全館 → 飲料水やトイレの水を確保する。 Ｂ 安全防護班２名

2 受変電設備が機能停止し、停電となる。 全館 → 照明を確保する。 Ａ 安全防護班２名

3
電話が不通となり、外部との連絡が途絶える。
内線電話が使用できない。

全館 → 通信連絡を取れる環境を確保する。 Ｂ 安全防護班２名

4 消防への救助要請ができない。 全館 → 消防隊に救助要請を行う。 Ｂ 通報連絡班２名

5 道路の亀裂により交通網が遮断され、帰宅困難者が発生した。 県道 →
帰宅困難者の生活上最低限必要な衣食
住の環境を確保する。

Ｃ 避難誘導班２名

1
実験中のドラフトチャンバーのダクトが外れ，漏洩したガスに引
火，火災が発生した。

Ｆ棟２階
実験室

１箇所 →
火災による負傷者を発生させない。火災
を拡大させない。

Ａ 初期消火班４名

2
薬品棚の転倒により引火性の高い薬品が流出したが，出火に
は至らなかった。

Ｅ棟３階
実験室

１箇所 →
飛散した薬品の処理を行い火災を発生さ
せない。

Ａ 初期消火班３名

3 駐車場の車両同士の衝突により出火した。
Ｆ棟前
駐車場

１箇所 →
火災による負傷者を発生させない。火災
を拡大させない。

Ａ 初期消火班４名

4 重要書類等の盗難が発生する。
Ｆ棟１階
学生課

１箇所 → 建物内の秩序を維持する。 Ｂ 初期消火班２名

1
薬品庫の転倒により複数の薬品が流出。化学反応により発生し
たと思われるガスを吸引し，職員が不調を訴える。

Ｆ棟２階
実験室

１箇所 →
応急手当を行う。
引き続きの被害者を出さない。

Ａ 応急救護班２名

2 屋外に出たところガラスの飛散により負傷する。
Ｆ棟正面
玄関

１箇所 → 応急手当を行う。 Ａ 応急救護班２名

3 職員，来訪者が恐怖感により動けなくなる。
教育棟
２階廊下

１箇所 →
声をかけ安心させパニックを起こさせな
い。

Ｂ 応急救護班２名

災害想定表
建 物 用 途 ・ 規 模 構造

被害数 → 防火防災安全上の目標設定

想 定 地 震 情 報 震度６強 発生日時 ２月３日（水曜日）　１１時４０分

活動優先度
Ａ＞Ｂ＞Ｃ

必要
自衛消防組織応急的対策事項 予防的事項

対応行動の具体化
シ ナ リ オ 収容人員３５０名（不特定者４０名、特定者３１０名）　　天候（晴）　　外気温度（５℃）

被害種類と考慮すべき態様
（標準的な付与条件）

番号
災害想定

（被害の具体的事象）
被害
場所

建
物
等
の
基
本
的
被
害

震耐震設計基準に適合の場
合、建築構造の大きな被害は考
慮する必要はない。

学生，教職員及び来訪者を近づけない。ガラス
破片を片付ける。

天井・器具・機器の固定，振止めの設置。

学生，教職員及び来訪者を建物周囲へ近づけな
い。ｶﾞﾗｽ破片を片付ける。

立入り禁止措置範囲の事前把握。庇の設置検
討。

建
築
設
備
等
の
被
害

「官庁施設の総合耐震計画基
準」等に基づき機能維持が図ら
れる場合を除き、何らかの機能
停止を想定する。

非常用インターホンにより負傷有無の確認と状
況説明を行う。
消防隊・エレベーター会社への連絡。

エレベーター会社と復旧・救出フローの確認。
（誰がどのように行うか）

設備業者への手配と修理を行う。
設計・施工業者に配管の耐震性を確認。
ストーブ等の代替設備を準備する。

避
難
施
設
等
の
被
害

震耐震設計基準に適合の場
合、避難施設の大きな被害は考
慮する必要はない。

（主要な避難通路のうち一以上
が使用に障害が発生することを
想定する。）

閉じ込め者の身元や安否の確認を行う。
閉じ込め者に声を掛け，安心感を与える。

身元の確認や安否の確認方法を確立。

避難誘導員による誘導。
パニック防止のため，館内放送により安心情報
等の提供を行う。

パニック防止の放送内容（様々な想定による放
送文例を作成）の確認と，放送設備の信頼性の
確保。

消
防
用
設
備
等
の
被
害

（天井等との接触や変異が大き
いことからＳＰヘッドや自火報感
知器等については破損するもの
と想定する。）

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 複数の避難経路を確保する。

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 手動による閉鎖方法を確認しておく。

設備業者への手配と修理を行う。
消火作業にあたっては最寄の貯水槽，消火器等
を活用する。

設計・施工業者に配管の耐震性を確認。
防火水槽，移動式消火器などのバックアップ機
能について検討する。

最寄りの消防署の位置を確認しておく。

収
容
物
等
の
被
害

（オフィス家具類、一般家電製品
の転倒落下防止対策に関する
指針等に基づいた固定措置が
施されていない収容物の転倒落
下を想定する。）

転倒落下物による負傷者がいないか確認。
上下部を固定するなど，転倒防止措置を徹底す
る。

学生，教職員及び来訪者を近づけない。ガラス
破片を片付ける。

転倒防止措置の強化。飛散防止フィルムを貼
る。

負傷者がいないか確認。
廊下の物品を撤去する。
足下の固定を行うなど，転倒防止措置を徹底す
る。

防犯担当者の選任や役割を明確化しておく。
重要書類の保管場所に留意する。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害

ライフラインは使用できない。代
替え措置（非常電源、貯水槽、
無線通信手段）がなされている
場合、その影響を軽減する。

業者に依頼し修理を行う。
貯水槽から水を取りトイレの水に利用する。

非常用飲料水の事前準備。周辺の公衆便所の
確認と仮設便所の事前調達。

懐中電灯などの携帯用照明器具を使用する。
設備の耐震補強。懐中電灯などの携帯用照明
器具の準備。

病院防災センターに連絡員を派遣して、情報を
得る。

衛星携帯電話の設置状況の確認。
トランシーバー等，確実な通信・連絡手段の検
討。

最寄りの消防署まで連絡員を派遣する。

障害者や外国人も含め、要援護者の課題と対応
策を定めておく。

火
災
の
発
生

火気使用場所、危険物貯蔵場
所等について、その安全対策の
程度に応じて一定の割合で火
災が発生する。

阪神淡路での火災
電気関係（85）ガス関係（13）
火種関係（12）石油関係（6）
その他（18）不明（146）

初期消火を行い、鎮火させる。
使用しているガス栓を閉止，電気のスイッチを切
る。
周囲の可燃物を取り除く。

火気を近づけない。 転倒,，転落防止の措置を講ずる。

初期消火を行い、鎮火させる。
消火設備の設置場所，メンテナンスの状況を確
認する。

建物内への出入りを制限する。

災　　　　　害　　　　　想　　　　　定　　　　　表

寝泊まりするスペースの確保。仮設便所の設
置。非常食、水の配給を行う。

帰宅支援マップの配布。
収用人数に応じた収用場所を設定しておく。

人
的
被
害

在館者数とその安全対策の程
度に応じて、一定割合で人的被
害が生じる。

避難経路の1つ以上は使用に障
害を想定。

負傷者を新鮮な空気のある場所へ移動し，化合
物に応じた応急処置を取る。
火気に注意し，立入禁止措置を講ずる。

劇毒物等の保管状況の確認。
薬品庫の転倒防止措置の徹底。

被災者の発生場所に応じて応急救護所を設置
し，応急手当を行う。

エレベーターが使用できないとの想定も加え，あ
らかじめ各階の救護場所を定めておき、応急備
品を設置しておく。

人の多い所に優先的に誘導する。
パニック防止のため，館内放送により安心情報
等の提供を行う。



別表２

用途 医学類D棟 鉄筋コンクリート造 地上 ６　階 地下 -　階 延べ面積 4044㎡

1
天井の一部が落下。蛍光灯も落下しガラス片が飛散し危険な状
態

1階 １箇所 → 散乱物による負傷者を出さない。 ａ 安全防護班４名

2 窓ガラス・外壁の一部が落下し，建物周囲にガラス破片が散乱 建物周辺 １箇所 → 散乱物による負傷者を出さない。 ｂ 安全防護班４名

3

1

エレベーター最寄階到着後に停止。使用不可。閉じ込め事故が
１件計４名発生した。

１階ｴﾚ
ﾍﾞｰﾀ

１箇所 → 閉じ込め者を全員救出する。 ａ
安全防護班２名
避難誘導班２名

2 給排水設備・衛生設備・空調設備・消火設備等の被害の有無。 建物周辺 １箇所 →
季節を考慮した空調設備の早期復旧を図
り一時的代替え設備の活用をする。

設計・施工業者に配管
の耐震性を確認。

ｂ 安全防護班3名

3 →

1 避難経路にガラスが飛散する。 １箇所 → ガラスの飛散による負傷者を出さない。 ａ 安全防護班2名

2 避難者が避難口に殺到して、避難が円滑に進まない。
３階屋外
階段

１箇所 → 将棋倒しによる負傷者を出さない。 ｂ
避難誘導班２名
応急救護班２名

1 防火シャッターの変形により閉鎖障害が発生する。
３階屋内
階段

１箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 ｂ 安全防護班２名

2 煙感知器配線の断線により防火戸が作動しない。
３階屋内
階段

１箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 ｂ 安全防護班２名

3 不活性ガスボンベが転倒する。 ３階 １箇所 →
ボンベ転倒による負傷者の防止や不活性
ガスの放出を防ぐ。

ｃ 安全防護班2名

1 居室のテレビ、棚等が転倒落下する。
１階

事務室
１箇所 → 転倒落下による負傷者を出さない。 ｃ 安全防護班２名

2 書棚が転倒し書物が散乱する。
１階

事務室
１箇所 → 転倒落下による負傷者を出さない。 ａ 安全防護班２名

3 パーテーションが転倒し室内が散乱する。 3階 １箇所 → 転倒落下による負傷者を出さない。 ｂ 安全防護班２名

4

1 断水により、飲料水やトイレの使用ができない。 全館 → 飲料水やトイレの水を確保する。 ｂ 安全防護班２名

2 受変電設備が機能停止し、停電となる。 全館 → 照明を確保する。 ａ 安全防護班２名

3 電話が不通となり、内線電話が使用できない。 全館 → 通信連絡を取れる環境を確保する。 ｂ 安全防護班２名

4 消防への救助要請ができない。 全館 → 消防隊に救助要請を行う。 ｂ 通報連絡班２名

5 道路の亀裂により交通網が遮断され、帰宅困難者が発生した。 県道 →
帰宅困難者の生活上最低限必要な衣食
住の環境を確保する。

ｃ 避難誘導班２名

1
湯沸し室において，ガスレンジの火が燃え上がり、周囲に拡大し
た。

１階 １箇所 →
火災による負傷者を発生させない。火災を
拡大させない。

ａ 初期消火班２名

2 駐車場の車両どおしの衝突により出火した。
周辺駐
車場

１箇所 →
火災による負傷者を発生させない。火災を
拡大させない。

ａ 初期消火班４名

3 重要書類等の盗難が発生する。
１階

事務室
１箇所 → 建物内の秩序を維持する。 ｂ 初期消火班２名

4

5

1 転倒し頭から出血する。
３階

１箇所 → 応急手当を行う。 ａ 応急救護班２名

2 屋外に出たところガラスの飛散により負傷する。 正面玄関 １箇所 → 応急手当を行う。 ａ 応急救護班２名

3 職員，来訪者が恐怖感により動けなくなる。 ２階 １箇所 →
声をかけ安心させパニックを起こさせな
い。

ｂ 応急救護班２名

被害種類と考慮すべき態様
（標準的な付与条件）

番号
災害想定

（被害の具体的事象）
被害
場所

２月３日（水曜日）　１１時４０分

災　　　　　害　　　　　想　　　　　定　　　　　表

シ ナ リ オ 収容人員80名（不特定者10名、特定者70名）　　天候（晴）　　外気温度（５　℃）

災害想定表
建 物 用 途 ・ 規 模 構造
想 定 地 震 情 報 震度６強 発生日時

活動優先度
Ａ＞Ｂ＞Ｃ

必要
自衛消防組織応急的対策事項 予防的事項

被害数 → 防火防災安全上の目標設定
対応行動の具体化

建
物
等
の
基
本
的
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
建築構造の大きな被害は考慮す
る必要はない。

学生，教職員及び来訪者を近づけない。ガラス破
片を片付ける。

天井・器具・機器の固定，振止めの設置

学生，教職員及び来訪者を建物周囲へ近づけな
い。ｶﾞﾗｽ破片を片付ける。

立入り禁止措置範囲の事前把握。庇の設置検
討。

建
築
設
備
等
の
被
害

「官庁施設の総合耐震計画基
準」等に基づき機能維持が図ら
れる場合を除き、何らかの機能
停止を想定する。

非常用インターホンにより負傷有無の確認と状況
説明を行う。
消防隊・エレベーター会社への連絡。

エレベーター会社と復旧・救出フローの確認。（誰
がどのように行うか）

設備業者への手配と修理を行う。

避
難
施
設
等
の
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
避難施設の大きな被害は考慮す
る必要はない。

（主要な避難通路のうち一以上
が使用に障害が発生することを
想定する。）

学生，教職員及び来訪者を近づけない。ガラス破
片を片付ける。

ガラスに飛散防止フイルムを貼る。

パニック防止の非常放送を実施する。
パニック防止の放送内容の確認と放送設備の信
頼性の確保。

消
防
用
設
備
等
の
被
害

（天井等との接触や変異が大き
いことからＳＰヘッドや自火報感
知器等については破損するもの
と想定する。）

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 他の避難経路を確保する。

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 手動による閉鎖方法を確認しておく。

ボンベ室を立入禁止区域とする。

（オフィス家具類、一般家電製品
の転倒落下防止対策に関する
指針等に基づいた固定措置が
施されていない収容物の転倒落
下を想定する。）

安否確認の際に居室の状況を把握する。
転倒落下により負傷者が発生しない位置に配置
する。

書棚の下敷きとなった者の確認。 上下部を固定する。

足下の固定を行う。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害

ライフラインは使用できない。代
替え措置（非常電源、貯水槽、
無線通信手段）がなされている
場合、その影響を軽減する。

受水槽から水をとりトイレの水に利用する。業者
に依頼し修理を行う。

非常用飲料水の事前準備。周辺の公衆便所の
確認と仮設便所の事前調達。

懐中電灯やろうそくを使用する。

不活性ガスボンベの転倒防止措置を強化する。

病院の防災センターに連絡員を派遣して、情報を
得る。

衛星携帯電話を事前に設置しておく。

最寄りの消防署まで連絡員を派遣する。

収
容
物
等
の
被
害

寝泊まりするスペースの確保。仮設便所の設置。
非常食、水の配給を行う。

在室者がいないか確認後、施錠し立入禁止とす
る。

初期消火を行い、鎮火させる。 使用しているガス栓を閉止する。

初期消火を行い、鎮火させる。 泡消火設備のメンテナンスの状況を確認する。

設備の耐震補強。懐中電灯の準備。

建物内への出入りを制限する。

人
的
被
害

在館者数とその安全対策の程度
に応じて、一定割合で人的被害
が生じる。

避難経路の1つ以上は使用に障
害を想定。

負傷者が発生した階に応急救護所を確保し手当
を行う。

エレベーターが使用できないとの想定により、あ
らかじめ各階の救護場所を定めておき、応急備
品を設置しておく。

１階に応急救護所を設置し応急手当を行う。

最寄りの消防署の位置を確認しておく。

帰宅支援マップの配布。

火
災
の
発
生

火気使用場所、危険物貯蔵場所
等について、その安全対策の程
度に応じて一定の割合で火災が
発生する。

阪神淡路での火災
電気関係（85）ガス関係（13）
火種関係（12）石油関係（6）
その他（18）不明（146）

一時救護場所を定めておき、応急備品を設置し
ておく。

人の多い所に優先的に誘導する。
障害者や外国人も含め、要援護者の課題と対応
策を定めておく。

防犯担当者の選任や役割を明確化しておく。



別表２

用途 実験動物研究施設 鉄筋コンクリート造 地上 ５　階 地下 １　階 延べ面積 4,238㎡

1
天井の一部が落下。蛍光灯も落下しガラス片が飛散し危険な状
態

1階 １箇所 → 散乱物による負傷者を出さない。 ａ 安全防護班４名

2 窓ガラス・外壁の一部が落下し，建物周囲にガラス破片が散乱 建物周辺 １箇所 → 散乱物による負傷者を出さない。 ｂ 安全防護班４名

3

1 給排水設備・衛生設備・空調設備・消火設備等の被害の有無。 建物周辺 １箇所 →
季節を考慮した空調設備の早期復旧を図
り一時的代替え設備の活用をする。

ｂ 安全防護班3名

2
蒸気配管断裂により各所より蒸気噴出，ケージ洗浄中の職員が
熱傷受傷

　地階 １箇所 → 二次災害防止と受傷者の救護 ｂ
安全防護班3名
動物施設職員

3 ボイラー冷温水機の移動による送油管破損による重油漏洩 地階 １箇所 → 二次災害（火災）防止 ｂ
安全防護班3名
動物施設職員

4 冷温水配管の破断による冷温水漏洩 1階PS １箇所 → 二次災害防止と受傷者の救護 ｂ
安全防護班3名
動物施設職員

5 酸素、笑気ボンベの転倒、配管破損によるガスの放出 地階 １箇所 → 二次災害（火災）防止 ｂ
安全防護班3名
動物施設職員

6
天井空調機（ＦＣユニット）等の脱落、ダクトの変形破損、給排気
口の破損

3階 １箇所 → 動物の健康状態の維持 ｂ
安全防護班3名
動物施設職員

1 避難経路にガラスが飛散する。 １箇所 → ガラスの飛散による負傷者を出さない。 ａ 安全防護班2名

2 避難者が避難口に殺到して、避難が円滑に進まない。
３階屋外
階段

１箇所 → 将棋倒しによる負傷者を出さない。 ｂ
避難誘導班２名
応急救護班２名

1 防火シャッターの変形により閉鎖障害が発生する。
３階屋内
階段 １箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 ｂ 安全防護班２名

2 煙感知器配線の断線により防火戸が作動しない。
３階屋内
階段 １箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 ｂ 安全防護班２名

3 不活性ガスボンベが転倒する。 ３階 １箇所 →
ボンベ転倒による負傷者の防止や不活性
ガスの放出を防ぐ。

ｃ 安全防護班2名

1 居室のテレビ、棚等が転倒落下する。
１階

事務室
１箇所 → 転倒落下による負傷者を出さない。 ｃ 安全防護班２名

2 書棚が転倒し書物が散乱する。
１階

事務室
１箇所 → 転倒落下による負傷者を出さない。 ａ 安全防護班２名

3 パーテーションが転倒し室内が散乱する。 １階 １箇所 → 転倒落下による負傷者を出さない。 ｂ 安全防護班２名

4
マウス・ラットの飼育架台が転倒，ケージが散乱し収容動物が室
内に逸走

3階 １箇所 → 室外への逸走を防ぐ a
安全防護班２名
動物施設職員

5 イヌ・ブタ・サルが破損した檻から逸走 2階 １箇所 →
室外への逸走の防止および逸走動物によ
る人への危害防止

b
安全防護班２名
動物施設職員

6 ウサギ・モルモットが脱落・破損したケージから逸走 4階 １箇所 → 室外への逸走を防ぐ b
安全防護班２名
動物施設職員

1 断水により、飲料水やトイレの使用ができない。 全館 →
飲料水やトイレの水を確保する。
動物生存に必要な最低限の給水を確保す
る。

ｂ 安全防護班２名

2 受変電設備が機能停止し、停電となる。 全館 → 照明を確保する。 ａ 安全防護班２名

3
停電により空調機が停止し，断水により非常用発電機（水冷エン
ジン）も使用できない

全館 →
（夏季）暑気による死亡の防止
（冬季）室温低下による死亡の防止

ｂ 動物施設職員

4 飼料入荷の目処が立たない。 全館 →
入荷の目処が立つまでできる限りの延命
を図る

ｂ 動物施設職員

5 電話が不通となり、内線電話が使用できない。 全館 → 通信連絡を取れる環境を確保する。 ｂ 安全防護班２名

6 消防への救助要請ができない。 全館 → 消防隊に救助要請を行う。 ｂ 通報連絡班２名

7 道路の亀裂により交通網が遮断され、帰宅困難者が発生した。 県道 →
帰宅困難者の生活上最低限必要な衣食
住の環境を確保する。

ｃ 避難誘導班２名

1
湯沸し室において，ガスレンジの火が燃え上がり、周囲に拡大し
た。

２階 １箇所 →
火災による負傷者を発生させない。火災を
拡大させない。

ａ 初期消火班２名

2 重要書類等の盗難が発生する。
１階

事務室
１箇所 → 建物内の秩序を維持する。 ｂ 初期消火班２名

3

4

1 転倒し頭から出血する。
３階

１箇所 → 応急手当を行う。 ａ 応急救護班２名

2 屋外に出たところガラスの飛散により負傷する。 正面玄関 １箇所 → 応急手当を行う。 ａ 応急救護班２名

3 職員，来訪者が恐怖感により動けなくなる。 ２階 １箇所 →
声をかけ安心させパニックを起こさせな
い。

ｂ 応急救護班２名

4 作業者/利用者が転倒した飼育ラックの下敷きになる。 ３階 １箇所 →
動物の逸走に注意しつつ要救護者を飼育
室より救出する。

ｂ 応急救護班２名

被害種類と考慮すべき態様
（標準的な付与条件）

番号
災害想定

（被害の具体的事象）
被害
場所

２月３日（水曜日）　１１時４０分

災　　　　　害　　　　　想　　　　　定　　　　　表

シ ナ リ オ 収容人員80名（不特定者50名、特定者30名）　　天候（晴）　　外気温度（５℃）

災害想定表
建 物 用 途 ・ 規 模 構造
想 定 地 震 情 報 震度６強 発生日時

活動優先度
Ａ＞Ｂ＞Ｃ

必要
自衛消防組織応急的対策事項 予防的事項

被害数 → 防火防災安全上の目標設定
対応行動の具体化

建物
等の
基本
的被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
建築構造の大きな被害は考慮す
る必要はない。

学生，教職員及び来訪者を近づけない。ガラス破
片を片付ける。

天井・器具・機器の固定，振止めの設置

学生，教職員及び来訪者を建物周囲へ近づけな
い。ｶﾞﾗｽ破片を片付ける。

立入り禁止措置範囲の事前把握。庇の設置検
討。

建
築
設
備
等
の
被
害

「官庁施設の総合耐震計画基
準」等に基づき機能維持が図ら
れる場合を除き、何らかの機能
停止を想定する。

設備業者への手配と修理を行う。

可能であれば元蒸気バルブを閉鎖し，二次災害
に注意の上，受傷者を救護して救護所へ搬送す
る

元バルブ閉鎖／燃料回収・拭き取り

元バルブ閉鎖/換気

動物室環境（温湿度）への影響度を判断し，必要
に応じて動物を移動

避
難
施
設
等
の
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
避難施設の大きな被害は考慮す
る必要はない。

（主要な避難通路のうち一以上
が使用に障害が発生することを
想定する。）

学生，教職員及び来訪者を近づけない。ガラス破
片を片付ける。

ガラスに飛散防止フイルムを貼る。

パニック防止の案内を実施する。 パニック防止の内容の確認

消
防
用
設
備
等
の
被
害

（天井等との接触や変異が大き
いことからＳＰヘッドや自火報感
知器等については破損するもの
と想定する。）

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 他の避難経路を確保する。

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 手動による閉鎖方法を確認しておく。

ボンベ室を立入禁止区域とする。 不活性ガスボンベの転倒防止措置を強化する。

収
容
物
等
の
被
害

（オフィス家具類、一般家電製品
の転倒落下防止対策に関する
指針等に基づいた固定措置が
施されていない収容物の転倒落
下を想定する。）

安否確認の際に居室の状況を把握する。
転倒落下により負傷者が発生しない位置に配置
する。

書棚の下敷きとなった者の確認。 上下部を固定する。

在室者がいないか確認後、施錠し立入禁止とす
る。

足下の固定を行う。

捕獲してケージに収容する

ライフラインは使用できない。代
替え措置（非常電源、貯水槽、
無線通信手段）がなされている
場合、その影響を軽減する。

非常用発電機を停止，飼育装置やトイレ等の自
動洗浄ラインの給水を停止して屋上高架水槽の
水を飲用水として確保する。

非常用飲料水の事前準備。周辺の公衆便所の
確認と仮設便所の事前調達。高架水槽からの受
水用バケツを備える。

懐中電灯やろうそくを使用する。 設備の耐震補強。懐中電灯の準備。

動物室温や外気温を確認し，夏季は必要に応じ
てドアを開けるなど換気を行う/冬季は床敷きを
追加・増量する。

制限給餌に切り替えるとともに給餌量を減らして
在庫の使用期間を延長する。

常に在庫量を確認しておく

帰宅支援マップの配布。

火
災
の
発
生

火気使用場所、危険物貯蔵場所
等について、その安全対策の程
度に応じて一定の割合で火災が
発生する。
阪神淡路での火災
電気関係（85）ガス関係（13）
火種関係（12）石油関係（6）
その他（18）不明（146）

初期消火を行い、鎮火させる。 使用しているガス栓を閉止する。

建物内への出入りを制限する。 防犯担当者の選任や役割を明確化しておく。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害

人
的
被
害

在館者数とその安全対策の程度
に応じて、一定割合で人的被害
が生じる。

避難経路の1つ以上は使用に障
害を想定。

負傷者が発生した階に応急救護所を確保し手当
を行う。

エレベーターが使用できないとの想定により、あ
らかじめ各階の救護場所を定めておき、応急備
品を設置しておく。

１階に応急救護所を設置し応急手当を行う。
一時救護場所を定めておき、応急備品を設置し
ておく。

受傷の有無の確認と応急処置をする。

人の多い所に優先的に誘導する。
障害者や外国人も含め、要援護者の課題と対応
策を定めておく。

ネズミ返しの破損の有無を確認し，室外への逸走
に注意して入室し，逸走した動物を捕獲してケー
ジに収容し，逸走した旨のタグを貼付する

状況を把握し，不用意に開扉しないように扉に表
示する

捕獲器具を常備し，設置場所を室外に掲示

病院の防災センターに連絡員を派遣して、情報を
得る。

衛星携帯電話を事前に設置しておく。

最寄りの消防署まで連絡員を派遣する。 最寄りの消防署の位置を確認しておく。

寝泊まりするスペースの確保。仮設便所の設置。
非常食、水の配給を行う。

転倒防止器具，脱落防止バーの設置の予算化

設計・施工業者に配管の耐震性を確認。

元バルブ閉鎖



別表２

用途 アイソトープ総合研究施設 鉄筋コンクリート造 地上 ６　階 地下 １　階 延べ面積 2,640㎡

1
天井の一部が落下。蛍光灯も落下しガラス片が飛散し危険な状
態

1階 １箇所 → 散乱物による負傷者を出さない。 ａ 安全防護班４名

2 窓ガラス・外壁の一部が落下し，建物周囲にガラス破片が散乱 建物周辺 １箇所 → 散乱物による負傷者を出さない。 ｂ 安全防護班４名

3

1

エレベーター最寄階到着後に停止。使用不可。閉じ込め事故が
１件計４名発生した。

１階ｴﾚ
ﾍﾞｰﾀ

１箇所 → 閉じ込め者を全員救出する。 ａ
安全防護班２名
避難誘導班２名

2 給排水設備・衛生設備・空調設備・消火設備等の被害の有無。 建物周辺 １箇所 →
季節を考慮した空調設備の早期復旧を図
り一時的代替え設備の活用をする。

設計・施工業者に配管
の耐震性を確認。

ｂ 安全防護班3名

3
ボイラーからの燃料漏れの有無。燃料の漏洩からの火災の発生
の有無。？

１階 １箇所 → 二次災害（火災）の発生防止。 ａ 安全防護班４名

1 避難経路にガラスが飛散する。 １箇所 → ガラスの飛散による負傷者を出さない。 ａ 安全防護班2名

2 避難者が避難口に殺到して、避難が円滑に進まない。
３階屋外
階段

１箇所 → 将棋倒しによる負傷者を出さない。 ｂ
避難誘導班２名
応急救護班２名

1 防火シャッターの変形により閉鎖障害が発生する。
３階屋内
階段

１箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 ｂ 安全防護班２名

2 煙感知器配線の断線により防火戸が作動しない。
３階屋内
階段

１箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 ｂ 安全防護班２名

3 不活性ガスボンベが転倒する。 ３階 １箇所 →
ボンベ転倒による負傷者の防止や不活性
ガスの放出を防ぐ。

ｃ 安全防護班2名

1 居室のテレビ、棚等が転倒落下する。
１階

事務室
１箇所 → 転倒落下による負傷者を出さない。 ｃ 安全防護班２名

2 書棚が転倒し書物が散乱する。
１階

事務室
１箇所 → 転倒落下による負傷者を出さない。 ａ 安全防護班２名

3 パーテーションが転倒し室内が散乱する。 3階 １箇所 → 転倒落下による負傷者を出さない。 ｂ 安全防護班２名

4

1 断水により、飲料水やトイレの使用ができない。 全館 → 飲料水やトイレの水を確保する。 ｂ 安全防護班２名

2 受変電設備が機能停止し、停電となる。 全館 → 照明を確保する。 ａ 安全防護班２名

3 電話が不通となり、内線電話が使用できない。 全館 → 通信連絡を取れる環境を確保する。 ｂ 安全防護班２名

4 消防への救助要請ができない。 全館 → 消防隊に救助要請を行う。 ｂ 通報連絡班２名

5 道路の亀裂により交通網が遮断され、帰宅困難者が発生した。 県道 →
帰宅困難者の生活上最低限必要な衣食
住の環境を確保する。

ｃ 避難誘導班２名

1
トレーサー実験室において、ガスバーナーの火が周囲の可燃物
や薬品に燃え移った。

２－５階 →
火災による負傷者を発生させない。火災を
拡大させない。

ａ
初期消火班２名
RI施設職員

2 薬品類が転倒し、薬品に火が付き、燃え広がった。 ２－５階 →
火災による負傷者を発生させない。火災を
拡大させない。

ａ
初期消火班４名
RI施設職員

3 薬品類が転倒し、漏洩したものの出火には至らなかった。 ２－５階 →
漏洩した薬品類の処理を行い火災を発生
させない。

ａ
初期消火班２名
RI施設職員

4
有機廃液燃焼装置のガス栓が破損したが火災には至らなかっ
た。

１階 →
施設の大元のガス栓を閉めて、火災を発
生させない。

ａ
初期消火班２名
RI施設職員

1
貯蔵庫・トレーサー実験室の放射性物質容器が転倒し、放射性
物質が床に散らばった。

２－５階 → 汚染を拡大させない。　被曝させない。 ａ RI施設職員

2
保管廃棄室のドラム缶が転倒したが、放射性廃棄物は散らばら
なかった。

１階 → 転倒落下による負傷者を出さない。 ａ RI施設職員

1 転倒し頭から出血する。
３階

１箇所 → 応急手当を行う。 ａ 応急救護班２名

2 屋外に出たところガラスの飛散により負傷する。 正面玄関 １箇所 → 応急手当を行う。 ａ 応急救護班２名

3 職員，来訪者が恐怖感により動けなくなる。 ２階 １箇所 →
声をかけ安心させパニックを起こさせな
い。

ｂ 応急救護班２名

一時救護場所を定めておき、応急備品を設置し
ておく。

人の多い所に優先的に誘導する。
障害者や外国人も含め、要援護者の課題と対応
策を定めておく。

ＲＩ
汚
染
と
被
曝

放射性物質の使用場所・貯蔵場
所・保管廃棄場所棟について、
放射性物質の漏洩による構造物
の汚染及び人の被曝を想定す

る。
作業者がいないか確認後、施錠し立入禁止とす
る。

放射性廃棄物用ドラム缶を積み重ねないように
する。

人
的
被
害

在館者数とその安全対策の程度
に応じて、一定割合で人的被害
が生じる。

避難経路の1つ以上は使用に障
害を想定。

負傷者が発生した階に応急救護所を確保し手当
を行う。

エレベーターが使用できないとの想定により、あ
らかじめ各階の救護場所を定めておき、応急備
品を設置しておく。

１階に応急救護所を設置し応急手当を行う。

最寄りの消防署の位置を確認しておく。

寝泊まりするスペースの確保。仮設便所の設置。
非常食、水の配給を行う。

帰宅支援マップの配布。

転倒防止の措置を講ずる。

火気を近づけない。
施設の大元のガス栓の場所を把握し、閉め方を
習熟しておく。

主任者の指示のもと速やかに汚染拡大防止策、
立入禁止の措置及び除染措置を講ずる。

放射性物質容器の転倒防止の措置を講ずる。

火
災
の
発
生

火気使用場所、危険物貯蔵場所
等について、その安全対策の程
度に応じて一定の割合で火災が
発生する。

阪神淡路での火災
電気関係（85）ガス関係（13）
火種関係（12）石油関係（6）
その他（18）不明（146）

初期消火を行い、鎮火させる。 使用しているガス栓を閉止する。

初期消火を行い、鎮火させる。
薬品類の転倒防止の措置を講じ、可燃性及び混
ざると火が発生する薬品類を近づけない配置に
する

火気を近づけない。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害

ライフラインは使用できない。代
替え措置（非常電源、貯水槽、
無線通信手段）がなされている
場合、その影響を軽減する。

受水槽から水をとりトイレの水に利用する。業者
に依頼し修理を行う。

非常用飲料水の事前準備。周辺の公衆便所の
確認と仮設便所の事前調達。

懐中電灯やろうそくを使用する。 設備の耐震補強。懐中電灯の準備。

病院の防災センターに連絡員を派遣して、情報を
得る。

衛星携帯電話を事前に設置しておく。

最寄りの消防署まで連絡員を派遣する。

収
容
物
等
の
被
害

（オフィス家具類、一般家電製品
の転倒落下防止対策に関する
指針等に基づいた固定措置が
施されていない収容物の転倒落
下を想定する。）

安否確認の際に居室の状況を把握する。
転倒落下により負傷者が発生しない位置に配置
する。

書棚の下敷きとなった者の確認。 上下部を固定する。

在室者がいないか確認後、施錠し立入禁止とす
る。

足下の固定を行う。

消
防
用
設
備
等
の
被
害

（天井等との接触や変異が大き
いことからＳＰヘッドや自火報感
知器等については破損するもの
と想定する。）

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 他の避難経路を確保する。

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 手動による閉鎖方法を確認しておく。

ボンベ室を立入禁止区域とする。 不活性ガスボンベの転倒防止措置を強化する。

可燃物や不要物を放置しない。防火区画の機能
確認。

避
難
施
設
等
の
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
避難施設の大きな被害は考慮す
る必要はない。

（主要な避難通路のうち一以上
が使用に障害が発生することを
想定する。）

学生，教職員及び来訪者を近づけない。ガラス破
片を片付ける。

ガラスに飛散防止フイルムを貼る。

パニック防止の非常放送を実施する。
パニック防止の放送内容の確認と放送設備の信
頼性の確保。

活動優先度
Ａ＞Ｂ＞Ｃ

必要
自衛消防組織応急的対策事項 予防的事項

建
築
設
備
等
の
被
害

「官庁施設の総合耐震計画基
準」等に基づき機能維持が図ら
れる場合を除き、何らかの機能
停止を想定する。

非常用インターホンにより負傷有無の確認と状況
説明を行う。
消防隊・エレベーター会社への連絡。

エレベーター会社と復旧・救出フローの確認。（誰
がどのように行うか）

設備業者への手配と修理を行う。

燃料の回収作業を行う。

建
物
等
の
基
本
的
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
建築構造の大きな被害は考慮す
る必要はない。

学生，教職員及び来訪者を近づけない。ガラス破
片を片付ける。

天井・器具・機器の固定，振止めの設置

学生，教職員及び来訪者を建物周囲へ近づけな
い。ｶﾞﾗｽ破片を片付ける。

立入り禁止措置範囲の事前把握。庇の設置検
討。

シ ナ リ オ 収容人員40名（不特定者10名、特定者30名）　　天候（晴）　　外気温度（５℃）
被害種類と考慮すべき態様

（標準的な付与条件）
番号

災害想定
（被害の具体的事象）

被害
場所

被害数 → 防火防災安全上の目標設定
対応行動の具体化

２月３日（水曜日）　１１時４０分

災　　　　　害　　　　　想　　　　　定　　　　　表
災害想定表

建 物 用 途 ・ 規 模 構造
想 定 地 震 情 報 震度６強 発生日時



別表２

用途 研究基盤支援施設 鉄筋コンクリート造 地上 ５　階 地下 -　階 延べ面積 1497㎡

1
天井の一部が落下。蛍光灯も落下しガラス片が飛散し危険な状
態

1階 １箇所 → 散乱物による負傷者を出さない。 ａ 安全防護班４名

2 窓ガラス・外壁の一部が落下し，建物周囲にガラス破片が散乱 建物周辺 １箇所 → 散乱物による負傷者を出さない。 ｂ 安全防護班４名

3

1 給排水設備・衛生設備・空調設備・消火設備等の被害の有無。 建物周辺 １箇所 →
季節を考慮した空調設備の早期復旧を図
り一時的代替え設備の活用をする。

設計・施工業者に配管
の耐震性を確認。

ｂ 安全防護班3名

2

3

1 避難経路にガラスが飛散する。 １箇所 → ガラスの飛散による負傷者を出さない。 ａ 安全防護班2名

2 避難者が避難口に殺到して、避難が円滑に進まない。
３階屋外
階段

１箇所 → 将棋倒しによる負傷者を出さない。 ｂ
避難誘導班２名
応急救護班２名

1 防火シャッターの変形により閉鎖障害が発生する。
３階屋内
階段

１箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 ｂ 安全防護班２名

2 煙感知器配線の断線により防火戸が作動しない。
３階屋内
階段

１箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 ｂ 安全防護班２名

3 不活性ガスボンベが転倒する。 ３階 １箇所 →
ボンベ転倒による負傷者の防止や不活性
ガスの放出を防ぐ。

ｃ 安全防護班2名

1 居室のテレビ、棚等が転倒落下する。
２階

事務室
１箇所 → 転倒落下による負傷者を出さない。 ｃ 安全防護班２名

2 書棚が転倒し書物が散乱する。
２階

事務室
１箇所 → 転倒落下による負傷者を出さない。 ａ 安全防護班２名

3 パーテーションが転倒し室内が散乱する。 ２階 １箇所 → 転倒落下による負傷者を出さない。 ｂ 安全防護班２名

4

1 断水により、飲料水やトイレの使用ができない。 全館 → 飲料水やトイレの水を確保する。 ｂ 安全防護班２名

2 受変電設備が機能停止し、停電となる。 全館 → 照明を確保する。 ａ 安全防護班２名

3 電話が不通となり、内線電話が使用できない。 全館 → 通信連絡を取れる環境を確保する。 ｂ 安全防護班２名

4 消防への救助要請ができない。 全館 → 消防隊に救助要請を行う。 ｂ 通報連絡班２名

5 道路の亀裂により交通網が遮断され、帰宅困難者が発生した。 県道 →
帰宅困難者の生活上最低限必要な衣食
住の環境を確保する。

ｃ 避難誘導班２名

1
湯沸し室において，ガスレンジの火が燃え上がり、周囲に拡大し
た。

２階 １箇所 →
火災による負傷者を発生させない。火災を
拡大させない。

ａ 初期消火班２名

2 重要書類等の盗難が発生する。
１階

事務室
１箇所 → 建物内の秩序を維持する。 ｂ 初期消火班２名

3

4

5

1 転倒し頭から出血する。
３階

１箇所 → 応急手当を行う。 ａ 応急救護班２名

2 屋外に出たところガラスの飛散により負傷する。 正面玄関 １箇所 → 応急手当を行う。 ａ 応急救護班２名

3 職員，来訪者が恐怖感により動けなくなる。 ２階 １箇所 →
声をかけ安心させパニックを起こさせな
い。

ｂ 応急救護班２名

人
的
被
害

在館者数とその安全対策の程度
に応じて、一定割合で人的被害
が生じる。

避難経路の1つ以上は使用に障
害を想定。

負傷者が発生した階に応急救護所を確保し手当
を行う。

エレベーターが使用できないとの想定により、あ
らかじめ各階の救護場所を定めておき、応急備
品を設置しておく。

１階に応急救護所を設置し応急手当を行う。
一時救護場所を定めておき、応急備品を設置し
ておく。

人の多い所に優先的に誘導する。
障害者や外国人も含め、要援護者の課題と対応
策を定めておく。

寝泊まりするスペースの確保。仮設便所の設置。
非常食、水の配給を行う。

帰宅支援マップの配布。

火
災
の
発
生

火気使用場所、危険物貯蔵場所
等について、その安全対策の程
度に応じて一定の割合で火災が
発生する。

阪神淡路での火災
電気関係（85）ガス関係（13）
火種関係（12）石油関係（6）
その他（18）不明（146）

初期消火を行い、鎮火させる。 使用しているガス栓を閉止する。

建物内への出入りを制限する。 防犯担当者の選任や役割を明確化しておく。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害

ライフラインは使用できない。代
替え措置（非常電源、貯水槽、
無線通信手段）がなされている
場合、その影響を軽減する。

受水槽から水をとりトイレの水に利用する。業者
に依頼し修理を行う。

非常用飲料水の事前準備。周辺の公衆便所の
確認と仮設便所の事前調達。

懐中電灯やろうそくを使用する。 設備の耐震補強。懐中電灯の準備。

病院の防災センターに連絡員を派遣して、情報を
得る。

衛星携帯電話を事前に設置しておく。

最寄りの消防署まで連絡員を派遣する。 最寄りの消防署の位置を確認しておく。

収
容
物
等
の
被
害

（オフィス家具類、一般家電製品
の転倒落下防止対策に関する
指針等に基づいた固定措置が
施されていない収容物の転倒落
下を想定する。）

安否確認の際に居室の状況を把握する。
転倒落下により負傷者が発生しない位置に配置
する。

書棚の下敷きとなった者の確認。 上下部を固定する。

在室者がいないか確認後、施錠し立入禁止とす
る。

足下の固定を行う。

消
防
用
設
備
等
の
被
害

（天井等との接触や変異が大き
いことからＳＰヘッドや自火報感
知器等については破損するもの
と想定する。）

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 他の避難経路を確保する。

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 手動による閉鎖方法を確認しておく。

ボンベ室を立入禁止区域とする。 不活性ガスボンベの転倒防止措置を強化する。

避
難
施
設
等
の
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
避難施設の大きな被害は考慮す
る必要はない。

（主要な避難通路のうち一以上
が使用に障害が発生することを
想定する。）

学生，教職員及び来訪者を近づけない。ガラス破
片を片付ける。

ガラスに飛散防止フイルムを貼る。

パニック防止の案内を実施する。 パニック防止の内容の確認

活動優先度
Ａ＞Ｂ＞Ｃ

必要
自衛消防組織応急的対策事項 予防的事項

天井・器具・機器の固定，振止めの設置

立入り禁止措置範囲の事前把握。庇の設置検
討。

建
築
設
備
等
の
被
害

「官庁施設の総合耐震計画基
準」等に基づき機能維持が図ら
れる場合を除き、何らかの機能
停止を想定する。

設備業者への手配と修理を行う。

建
物
等
の
基
本
的
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
建築構造の大きな被害は考慮す
る必要はない。

学生，教職員及び来訪者を近づけない。ガラス破
片を片付ける。

学生，教職員及び来訪者を建物周囲へ近づけな
い。ｶﾞﾗｽ破片を片付ける。

シ ナ リ オ 収容人員30名（不特定者10名、特定者20名）　　天候（晴）　　外気温度（５℃）
被害種類と考慮すべき態様

（標準的な付与条件）
番号

災害想定
（被害の具体的事象）

被害
場所

被害数 → 防火防災安全上の目標設定
対応行動の具体化

２月３日（水曜日）　１１時４０分

災　　　　　害　　　　　想　　　　　定　　　　　表
災害想定表

建 物 用 途 ・ 規 模 構造
想 定 地 震 情 報 震度６強 発生日時



別表２

用途 保健学類１号館 鉄筋コンクリート造 地上 ６　階 地下 階 延べ面積 7，049㎡

1 天井の一部が落下。蛍光灯も落下しガラス片が飛散し危険な状態 玄関ホール １箇所 → ガラス片等の散乱物による負傷者を出さない。 A 安全防護班２名

2 窓ガラスの一部が落下し，建物周囲にガラス破片が散乱 建物周辺 １箇所 → ガラス片等の散乱物による負傷者を出さない。 B 安全防護班２名

1
エレベーター最寄階到着後に停止。使用不可。閉じ込め事故が１件
計３名発生した。

３階
ｴﾚﾍﾞｰﾀ

１箇所 → 閉じ込め者を全員救出する。 A
安全防護班２名
避難誘導班２名

2 空調・換気設備の配管が折損する。停電も重なり使用不能になる。 全館 →
冬場のためエアコンの復旧をできるだけ早く行
う。ストーブの準備をする。

B 安全防護班４名

3 ボイラーからの燃料漏れが見受けられるが，火災発生まで至らない。
１階

機械室
１箇所 → 二次災害（火災）の発生防止。 Ａ 安全防護班４名

1 居室扉の変形により，３名の閉じ込め者が発生
４階

教員室
１箇所 → 閉じ込め者を全員救出する。 Ａ

安全防護班２名
避難誘導班２名

2 避難者が避難口に殺到して、避難が円滑に進まない。
２階

西側階段
１箇所 → 将棋倒しによる負傷者を出さない。 Ｂ

避難誘導班２名
応急救護班２名

1 防火シャッターの変形により閉鎖障害が発生する。
６階

西側階段
１箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 Ｂ 安全防護班２名

2 煙感知器配線の断線により防火戸が作動しない。
３階

東側階段
１箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 Ｂ 安全防護班２名

3 消火設備への給水配管が破断し，消火栓への給水量が少なくなる。 建物周辺 １箇所 → 消火設備等の早期復旧を図る。 B 安全防護班２名

1 書類棚が転倒落下する。
１階

事務室
１箇所 → 転倒落下物による負傷者を出さない。 Ｂ 安全防護班２名

2 スチール棚が転倒し，破損したガラス器具等で室内が散乱する。
６階

実験室
１箇所 → 転倒落下物による負傷者を出さない。 B 安全防護班２名

3 廊下に設置された棚（ロッカー等）が転倒し，避難路を塞いだ。
５階
廊下

１箇所 →
転倒落下物による負傷者を出さない。
閉じ込め者を救出する。

Ａ 安全防護班２名

1 断水により、飲料水やトイレの使用ができない。 全館 → 飲料水やトイレの水を確保する。 Ｂ 安全防護班２名

2 受変電設備が機能停止し、停電となる。 全館 → 照明を確保する。 Ａ 安全防護班２名

3
電話が不通となり、外部との連絡が途絶える。
内線電話が使用できない。

全館 → 通信連絡を取れる環境を確保する。 Ｂ 安全防護班２名

4 消防への救助要請ができない。 全館 → 消防隊に救助要請を行う。 Ｂ 通報連絡班２名

5 道路の亀裂により交通網が遮断され、帰宅困難者が発生した。 県道 →
帰宅困難者の生活上最低限必要な衣食住の環
境を確保する。

Ｃ 避難誘導班２名

1 実験室のガス器具の火が燃え上がり、周囲に拡大した。
６階

実習室
１箇所 →

火災による負傷者を発生させない。火災を拡大
させない。

A 初期消火班２名

2
薬品棚の転倒により引火性の高い薬品が流出したが，出火には至ら
なかった。

５階
実習室

１箇所 →
飛散した薬品の処理を行い火災を発生させな
い。

Ａ 初期消火班３名

3 駐車場の車両同士の衝突により出火した。 駐車場 １箇所 →
火災による負傷者を発生させない。火災を拡大
させない。

Ａ 初期消火班４名

4 重要書類等の盗難が発生する。
１階

事務室
１箇所 → 建物内の秩序を維持する。 Ｂ 初期消火班２名

1
薬品庫の転倒により複数の薬品が流出。化学反応により発生したと
思われるガスを吸引し，職員が不調を訴える。

５階
実習室

１箇所 →
応急手当を行う。
引き続きの被害者を出さない。

Ａ 応急救護班２名

2 屋外に出たところガラスの飛散により負傷する。 正面玄関 １箇所 → 応急手当を行う。 Ａ 応急救護班２名

3 職員，学生，来訪者が恐怖感により動けなくなる。
１階
廊下

１箇所 → 声をかけ安心させパニックを起こさせない。 Ｂ 応急救護班２名

人
的
被
害

在館者数とその安全対策の程度
に応じて、一定割合で人的被害
が生じる。

避難経路の1つ以上は使用に障
害を想定。

収
容
物
等
の
被
害

（オフィス家具類、一般家電製品
の転倒落下防止対策に関する
指針等に基づいた固定措置が
施されていない収容物の転倒落
下を想定する。）

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害

ライフラインは使用できない。代
替え措置（非常電源、貯水槽、
無線通信手段）がなされている
場合、その影響を軽減する。

建
物
等
の
基
本
的
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
建築構造の大きな被害は考慮す
る必要はない。

「官庁施設の総合耐震計画基
準」等に基づき機能維持が図ら
れる場合を除き、何らかの機能
停止を想定する。

火気使用場所、危険物貯蔵場所
等について、その安全対策の程
度に応じて一定の割合で火災が
発生する。

阪神淡路での火災
電気関係（85）ガス関係（13）
火種関係（12）石油関係（6）
その他（18）不明（146）

学生，教職員及び来訪者を近づけない。ガラス破片を
片付ける。

天井・器具・機器の固定。

建
築
設
備
等
の
被
害

立入り禁止措置範囲の事前把握。庇の設置検討。

非常用インターホンにより負傷有無の確認と状況説明
を行う。消防隊・エレベーター会社への連絡。

エレベーター会社と復旧・救出フローの確認。（誰がど
のように行うか）

設備業者への手配と修理を行う。
設計・施工業者に配管の耐震性を確認。
ストーブ等の代替設備を準備する。

火
災
の
発
生

避
難
施
設
等
の
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
避難施設の大きな被害は考慮す
る必要はない。

（主要な避難通路のうち一以上
が使用に障害が発生することを
想定する。）

消
防
用
設
備
等
の
被
害

（天井等との接触や変異が大き
いことからＳＰヘッドや自火報感
知器等については破損するもの
と想定する。）

燃料の回収作業を行う。

被害数

シ ナ リ オ
被害種類と考慮すべき態様

（標準的な付与条件）
災害想定

（被害の具体的事象）
番号

被害
場所

学生，教職員及び来訪者を建物周囲へ近づけない。
ｶﾞﾗｽ破片を片付ける。

建 物 用 途 ・ 規 模
想 定 地 震 情 報

構造
２月３日（水曜日）　１１時４０分頃震度６強 発生日時

災　　　　　害　　　　　想　　　　　定　　　　　表
災害想定表

収容人員２００名（不特定者２０名、特定者１８０名）　　天候（晴）　　外気温度（５℃）
必要

自衛消防組織
活動優先度
Ａ＞Ｂ＞Ｃ

対応行動の具体化
応急的対策事項 予防的事項

防火防災安全上の目標設定→

業者に依頼し修理を行う。
貯水槽から水を取りトイレの水に利用する。

非常用飲料水の事前準備。周辺の公衆便所の確認と
仮設便所の事前調達。

可燃物や不要物を放置しない。防火区画の機能確
認。

負傷者がいないか確認。
廊下の物品を撤去する。
足下の固定を行うなど，転倒防止措置を徹底する。

棚の転倒による負傷者がいないか確認。
教室員の避難後は施錠し，立入禁止とする。

閉じ込め者の身元や安否の確認を行う。
閉じ込め者に声を掛け，安心感を与える。

転倒落下物による負傷者がいないか確認。 上下部を固定するなど，転倒防止措置を徹底する。

衛星携帯電話の設置状況の確認。
トランシーバー等，確実な通信・連絡手段の検討。

身元の確認や安否の確認方法を確立。

懐中電灯などの携帯用照明器具を使用する。
設備の耐震補強。懐中電灯などの携帯用照明器具の
準備。

避難誘導員による誘導。パニック防止のため，館内放
送により安心情報等の提供を行う。

設計・施工業者に配管の耐震性を確認。防火水槽，移
動式消火器などのバックアップ機能について検討す
る。

パニック防止の放送内容（様々な想定による放送文例
を作成）の確認と，放送設備の信頼性の確保。

足下の固定を行うなど，転倒防止措置を徹底する。

病院防災センターに連絡員を派遣して、情報を得る。

最寄りの消防署まで連絡員を派遣する。 最寄りの消防署の位置を確認しておく。

火気を近づけない。 転倒,，転落防止の措置を講ずる。

初期消火を行い、鎮火させる。
使用しているガス栓を閉止，電気のスイッチを切る。
周囲の可燃物を取り除く。

エレベーターが使用できないとの想定も加え，あらかじめ各
階の救護場所を定めておき、応急備品を設置しておく。

負傷者を新鮮な空気のある場所へ移動し，化合物に応じた
応急処置を取る。火気に注意し，立入禁止措置を講ずる。

劇毒物等の保管状況の確認。
薬品庫の転倒防止措置の徹底。

建物内への出入りを制限する。
防犯担当者の選任や役割を明確化しておく。
重要書類の保管場所に留意する。

寝泊まりするスペースの確保。仮設便所の設置。非常
食、水の配給を行う。

帰宅支援マップの配布。
収用人数に応じた収用場所を設定しておく。

複数の避難経路を確保する。

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 手動による閉鎖方法を確認しておく。

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。

設備業者への手配と修理を行う。消火作業にあたって
は最寄の貯水槽，消火器等を活用する。

障害者や外国人も含め、要援護者の課題と対応策を
定めておく。

人の多い所に優先的に誘導する。パニック防止のた
め，館内放送により安心情報等の提供を行う。

初期消火を行い、鎮火させる。
消火設備の設置場所，メンテナンスの状況を確認す
る。

被災者の発生場所に応じて応急救護所を設置し，応
急手当を行う。



別表２

用途 保健学類２号館 鉄筋コンクリート造 地上 ５階 地下 階 延べ面積 2,923㎡

1 天井の一部が落下。蛍光灯も落下しガラス片が飛散し危険な状態 玄関ホール １箇所 → ガラス片等の散乱物による負傷者を出さない。 A 安全防護班２名

2 窓ガラスの一部が落下し，建物周囲にガラス破片が散乱 建物周辺 １箇所 → ガラス片等の散乱物による負傷者を出さない。 B 安全防護班２名

1
エレベーター最寄階到着後に停止。使用不可。閉じ込め事故が１件
計３名発生した。

２階
ｴﾚﾍﾞｰﾀ

１箇所 → 閉じ込め者を全員救出する。 A
安全防護班２名
避難誘導班２名

2 空調・換気設備の配管が折損する。停電も重なり使用不能になる。 全館 →
冬場のためエアコンの復旧をできるだけ早く行
う。ストーブの準備をする。

B 安全防護班４名

1 居室扉の変形により，３名の閉じ込め者が発生
３階

教員室
１箇所 → 閉じ込め者を全員救出する。 Ａ

安全防護班２名
避難誘導班２名

2 避難者が避難口に殺到して、避難が円滑に進まない。
３階
階段

１箇所 → 将棋倒しによる負傷者を出さない。 Ｂ
避難誘導班２名
応急救護班２名

1 防火シャッターの変形により閉鎖障害が発生する。
４階
階段

１箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 Ｂ 安全防護班２名

2 煙感知器配線の断線により防火戸が作動しない。
３階
階段

１箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 Ｂ 安全防護班２名

3 消火設備への給水配管が破断し，消火栓への給水量が少なくなる。 建物周辺 １箇所 → 消火設備等の早期復旧を図る。 B 安全防護班２名

1 書類棚が転倒落下する。
３階

事務室
１箇所 → 転倒落下物による負傷者を出さない。 Ｂ 安全防護班２名

2 スチール棚が転倒し，破損したガラス器具等で室内が散乱する。
４階

教員室
１箇所 → 転倒落下物による負傷者を出さない。 B 安全防護班２名

3 廊下に設置された棚（ロッカー等）が転倒し，避難路を塞いだ。
３階
廊下

１箇所 →
転倒落下物による負傷者を出さない。
閉じ込め者を救出する。

Ａ 安全防護班２名

1 断水により、飲料水やトイレの使用ができない。 全館 → 飲料水やトイレの水を確保する。 Ｂ 安全防護班２名

2 受変電設備が機能停止し、停電となる。 全館 → 照明を確保する。 Ａ 安全防護班２名

3
電話が不通となり、外部との連絡が途絶える。
内線電話が使用できない。

全館 → 通信連絡を取れる環境を確保する。 Ｂ 安全防護班２名

1 実験室のガス器具の火が燃え上がり、周囲に拡大した。
２階

実習室
１箇所 →

火災による負傷者を発生させない。火災を拡大
させない。

A 初期消火班２名

2
薬品棚の転倒により引火性の高い薬品が流出したが，出火には至ら
なかった。

３階
実習室

１箇所 →
飛散した薬品の処理を行い火災を発生させな
い。

Ａ 初期消火班３名

1 避難者が転倒し，頭から出血する。
４階
廊下

１箇所 →
応急手当を行う。
引き続きの被害者を出さない。

A
応急救護班２名
避難誘導範２名

2 屋外に出たところガラスの飛散により負傷する。 正面玄関 １箇所 → 応急手当を行う。 Ａ 応急救護班２名

3 職員，学生，来訪者が恐怖感により動けなくなる。
１階
廊下

１箇所 → 声をかけ安心させパニックを起こさせない。 Ｂ 応急救護班２名

人
的
被
害

在館者数とその安全対策の程度
に応じて、一定割合で人的被害
が生じる。

避難経路の1つ以上は使用に障
害を想定。

災　　　　　害　　　　　想　　　　　定　　　　　表

収
容
物
等
の
被
害

（オフィス家具類、一般家電製品
の転倒落下防止対策に関する
指針等に基づいた固定措置が
施されていない収容物の転倒落
下を想定する。）

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害

ライフラインは使用できない。代
替え措置（非常電源、貯水槽、
無線通信手段）がなされている
場合、その影響を軽減する。

火
災
の
発
生

火気使用場所、危険物貯蔵場所
等について、その安全対策の程
度に応じて一定の割合で火災が
発生する。

阪神淡路での火災
電気関係（85）ガス関係（13）
火種関係（12）石油関係（6）
その他（18）不明（146）

建
築
設
備
等
の
被
害

「官庁施設の総合耐震計画基
準」等に基づき機能維持が図ら
れる場合を除き、何らかの機能
停止を想定する。

避
難
施
設
等
の
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
避難施設の大きな被害は考慮す
る必要はない。

（主要な避難通路のうち一以上
が使用に障害が発生することを
想定する。）

消
防
用
設
備
等
の
被
害

（天井等との接触や変異が大き
いことからＳＰヘッドや自火報感
知器等については破損するもの
と想定する。）

建
物
等
の
基
本
的
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
建築構造の大きな被害は考慮す
る必要はない。

人の多い所に優先的に誘導する。パニック防止のた
め，館内放送により安心情報等の提供を行う。

障害者や外国人も含め、要援護者の課題と対応策を
定めておく。

１．速やかに応急救護所に搬送する。
２．搬送が難しい場合，負傷者が発生した階に応急救
護場所を確保し手当を行う。
３．避難経路の安全性を確保する。

１．エレベーターが使用できないとの想定により、搬送
経路及び方法を確認しておく。
２．あらかじめ各階の救護場所を定めておき、応急備
品を設置しておく。

被災者の発生場所に応じて応急救護所を設置し，応
急手当を行う。

エレベーターが使用できないとの想定も加え，あらかじ
め各階の救護場所を定めておき、応急備品を設置し
ておく。

初期消火を行い、鎮火させる。
使用しているガス栓を閉止，電気のスイッチを切る。
周囲の可燃物を取り除く。

学生，教職員及び来訪者を近づけない。ガラス破片を
片付ける。

天井・器具・機器の固定。

学生，教職員及び来訪者を建物周囲へ近づけない。
ｶﾞﾗｽ破片を片付ける。

立入り禁止措置範囲の事前把握。庇の設置検討。

病院防災センターに連絡員を派遣して、情報を得る。
衛星携帯電話の設置状況の確認。
トランシーバー等，確実な通信・連絡手段の検討。

転倒落下物による負傷者がいないか確認。 上下部を固定するなど，転倒防止措置を徹底する。

火気を近づけない。 転倒,，転落防止の措置を講ずる。

負傷者がいないか確認。
廊下の物品を撤去する。
足下の固定を行うなど，転倒防止措置を徹底する。

業者に依頼し修理を行う。
貯水槽から水を取りトイレの水に利用する。

非常用飲料水の事前準備。周辺の公衆便所の確認と
仮設便所の事前調達。

懐中電灯などの携帯用照明器具を使用する。
設備の耐震補強。懐中電灯などの携帯用照明器具の
準備。

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 複数の避難経路を確保する。

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 手動による閉鎖方法を確認しておく。

設備業者への手配と修理を行う。消火作業にあたって
は最寄の貯水槽，消火器等を活用する。

設計・施工業者に配管の耐震性を確認。防火水槽，移
動式消火器などのバックアップ機能について検討す
る。

設備業者への手配と修理を行う。
設計・施工業者に配管の耐震性を確認。
ストーブ等の代替設備を準備する。

棚の転倒による負傷者がいないか確認。
教室員の避難後は施錠し，立入禁止とする。

足下の固定を行うなど，転倒防止措置を徹底する。

閉じ込め者の身元や安否の確認を行う。
閉じ込め者に声を掛け，安心感を与える。

身元の確認や安否の確認方法を確立。

避難誘導員による誘導。パニック防止のため，館内放
送により安心情報等の提供を行う。

パニック防止の放送内容（様々な想定による放送文例
を作成）の確認と，放送設備の信頼性の確保。

活動優先度
Ａ＞Ｂ＞Ｃ

必要
自衛消防組織応急的対策事項 予防的事項

非常用インターホンにより負傷有無の確認と状況説明
を行う。消防隊・エレベーター会社への連絡。

エレベーター会社と復旧・救出フローの確認。（誰がど
のように行うか）

シ ナ リ オ 収容人員５０名（不特定者５名、特定者４５名）　　天候（晴）　　外気温度（５℃）
被害種類と考慮すべき態様

（標準的な付与条件）
番号

災害想定
（被害の具体的事象）

被害
場所

被害数 → 防火防災安全上の目標設定
対応行動の具体化

２月３日（水曜日）　１１時４０分頃

災害想定表
建 物 用 途 ・ 規 模 構造
想 定 地 震 情 報 震度６強 発生日時



別表２

用途 保健学類３，４号館 鉄筋コンクリート造 地上 ４　階 地下 階 延べ面積 7，868㎡

1 天井の一部が落下。蛍光灯も落下しガラス片が飛散し危険な状態
３号館

玄関ホール
１箇所 → ガラス片等の散乱物による負傷者を出さない。 A 安全防護班２名

2 窓ガラスの一部が落下し，建物周囲にガラス破片が散乱
３～５号館
玄関ホール

１箇所 → ガラス片等の散乱物による負傷者を出さない。 B 安全防護班２名

1
エレベーター最寄階到着後に停止。使用不可。閉じ込め事故が１件
計３名発生した。

４号館
３階ｴﾚﾍﾞｰﾀ

１箇所 → 閉じ込め者を全員救出する。 A
安全防護班２名
避難誘導班２名

2 空調・換気設備の配管が折損する。停電も重なり使用不能になる。 全館 →
冬場のためエアコンの復旧をできるだけ早く行
う。ストーブの準備をする。

B 安全防護班４名

1 居室扉の変形により，３名の閉じ込め者が発生
４号館２階
教員室

１箇所 → 閉じ込め者を全員救出する。 Ａ
安全防護班２名
避難誘導班２名

2 避難者が避難口に殺到して、避難が円滑に進まない。
４号館

北側階段
１箇所 → 将棋倒しによる負傷者を出さない。 Ｂ

避難誘導班２名
応急救護班２名

1 防火シャッターの変形により閉鎖障害が発生する。
３号館３階
屋内階段

１箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 Ｂ 安全防護班２名

2 煙感知器配線の断線により防火戸が作動しない。
４号館４階
屋内階段

１箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 Ｂ 安全防護班２名

3 消火設備への給水配管が破断し，消火栓への給水量が少なくなる。 建物周辺 １箇所 → 消火設備等の早期復旧を図る。 B 安全防護班２名

1 書類棚が転倒落下する。
４号館４階
集会室

１箇所 → 転倒落下物による負傷者を出さない。 Ｂ 安全防護班２名

2 スチール棚が転倒し，破損したガラス器具等で室内が散乱する。
４号館３階
教員室

１箇所 → 転倒落下物による負傷者を出さない。 B 安全防護班２名

1 断水により、飲料水やトイレの使用ができない。 全館 → 飲料水やトイレの水を確保する。 Ｂ 安全防護班２名

2 受変電設備が機能停止し、停電となる。 全館 → 照明を確保する。 Ａ 安全防護班２名

3
電話が不通となり、外部との連絡が途絶える。
内線電話が使用できない。

全館 → 通信連絡を取れる環境を確保する。 Ｂ 安全防護班２名

1 実験室のガス器具の火が燃え上がり、周囲に拡大した。
４号館４階
実験室

１箇所 →
火災による負傷者を発生させない。火災を拡大
させない。

A 初期消火班２名 4402

2
薬品棚の転倒により引火性の高い薬品が流出したが，出火には至ら
なかった。

３号館２階
実験・実習室

１箇所 →
飛散した薬品の処理を行い火災を発生させな
い。

Ａ 初期消火班３名 3213

1
薬品庫の転倒により複数の薬品が流出。化学反応により発生したと
思われるガスを吸引し，職員が不調を訴える。

４号館４階
実験室

１箇所 →
応急手当を行う。
引き続きの被害者を出さない。

Ａ 応急救護班２名 4406

2 屋外に出たところガラスの飛散により負傷する。
３号館

正面玄関
１箇所 → 応急手当を行う。 Ａ 応急救護班２名

3 職員，学生，来訪者が恐怖感により動けなくなる。
教育棟
２階廊下

１箇所 → 声をかけ安心させパニックを起こさせない。 Ｂ 応急救護班２名

人
的
被
害

在館者数とその安全対策の程度
に応じて、一定割合で人的被害
が生じる。

避難経路の1つ以上は使用に障
害を想定。

災　　　　　害　　　　　想　　　　　定　　　　　表

収
容
物
等
の
被
害

（オフィス家具類、一般家電製品
の転倒落下防止対策に関する
指針等に基づいた固定措置が
施されていない収容物の転倒落
下を想定する。）

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害

ライフラインは使用できない。代
替え措置（非常電源、貯水槽、
無線通信手段）がなされている
場合、その影響を軽減する。

火
災
の
発
生

火気使用場所、危険物貯蔵場所
等について、その安全対策の程
度に応じて一定の割合で火災が
発生する。

阪神淡路での火災
電気関係（85）ガス関係（13）
火種関係（12）石油関係（6）
その他（18）不明（146）

建
築
設
備
等
の
被
害

「官庁施設の総合耐震計画基
準」等に基づき機能維持が図ら
れる場合を除き、何らかの機能
停止を想定する。

避
難
施
設
等
の
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
避難施設の大きな被害は考慮す
る必要はない。

（主要な避難通路のうち一以上
が使用に障害が発生することを
想定する。）

消
防
用
設
備
等
の
被
害

（天井等との接触や変異が大き
いことからＳＰヘッドや自火報感
知器等については破損するもの
と想定する。）

建
物
等
の
基
本
的
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
建築構造の大きな被害は考慮す
る必要はない。

人の多い所に優先的に誘導する。パニック防止のた
め，館内放送により安心情報等の提供を行う。

障害者や外国人も含め、要援護者の課題と対応策を
定めておく。

負傷者を新鮮な空気のある場所へ移動し，化合物に
応じた応急処置を取る。火気に注意し，立入禁止措置
を講ずる。

劇毒物等の保管状況の確認。
薬品庫の転倒防止措置の徹底。

被災者の発生場所に応じて応急救護所を設置し，応
急手当を行う。

エレベーターが使用できないとの想定も加え，あらかじ
め各階の救護場所を定めておき、応急備品を設置し
ておく。

初期消火を行い、鎮火させる。
使用しているガス栓を閉止，電気のスイッチを切る。
周囲の可燃物を取り除く。

学生，教職員及び来訪者を近づけない。ガラス破片を
片付ける。

天井・器具・機器の固定。

学生，教職員及び来訪者を建物周囲へ近づけない。
ｶﾞﾗｽ破片を片付ける。

立入り禁止措置範囲の事前把握。庇の設置検討。

病院防災センターに連絡員を派遣して、情報を得る。
衛星携帯電話の設置状況の確認。
トランシーバー等，確実な通信・連絡手段の検討。

転倒落下物による負傷者がいないか確認。 上下部を固定するなど，転倒防止措置を徹底する。

火気を近づけない。 転倒,，転落防止の措置を講ずる。

業者に依頼し修理を行う。
貯水槽から水を取りトイレの水に利用する。

非常用飲料水の事前準備。周辺の公衆便所の確認と
仮設便所の事前調達。

懐中電灯などの携帯用照明器具を使用する。
設備の耐震補強。懐中電灯などの携帯用照明器具の
準備。

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 複数の避難経路を確保する。

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 手動による閉鎖方法を確認しておく。

設備業者への手配と修理を行う。消火作業にあたって
は最寄の貯水槽，消火器等を活用する。

設計・施工業者に配管の耐震性を確認。防火水槽，移
動式消火器などのバックアップ機能について検討す
る。

設備業者への手配と修理を行う。
設計・施工業者に配管の耐震性を確認。
ストーブ等の代替設備を準備する。

棚の転倒による負傷者がいないか確認。
教室員の避難後は施錠し，立入禁止とする。

足下の固定を行うなど，転倒防止措置を徹底する。

閉じ込め者の身元や安否の確認を行う。
閉じ込め者に声を掛け，安心感を与える。

身元の確認や安否の確認方法を確立。

避難誘導員による誘導。パニック防止のため，館内放
送により安心情報等の提供を行う。

パニック防止の放送内容（様々な想定による放送文例
を作成）の確認と，放送設備の信頼性の確保。

活動優先度
Ａ＞Ｂ＞Ｃ

必要
自衛消防組織応急的対策事項 予防的事項

非常用インターホンにより負傷有無の確認と状況説明
を行う。消防隊・エレベーター会社への連絡。

エレベーター会社と復旧・救出フローの確認。（誰がど
のように行うか）

シ ナ リ オ 収容人員２００名（不特定者２０名、特定者１８０名）　　天候（晴）　　外気温度（５℃）
被害種類と考慮すべき態様

（標準的な付与条件）
番号

災害想定
（被害の具体的事象）

被害
場所

被害数 → 防火防災安全上の目標設定
対応行動の具体化

２月３日（水曜日）　１１時４０分頃

災害想定表
建 物 用 途 ・ 規 模 構造
想 定 地 震 情 報 震度６強 発生日時



別表２

用途 保健学類５号館 鉄筋コンクリート造 地上 ６　階 地下 階 延べ面積 2,873㎡

1 天井の一部が落下。蛍光灯も落下しガラス片が飛散し危険な状態
１階

ラウンジ
１箇所 → ガラス片等の散乱物による負傷者を出さない。 A 安全防護班２名

1 空調・換気設備の配管が折損する。停電も重なり使用不能になる。 全館 →
冬場のためエアコンの復旧をできるだけ早く行
う。ストーブの準備をする。

B 安全防護班４名

1 居室扉の変形により，３名の閉じ込め者が発生
２階

院生研究室
１箇所 → 閉じ込め者を全員救出する。 Ａ

安全防護班２名
避難誘導班２名

2 避難者が避難口に殺到して、避難が円滑に進まない。
２階
階段

１箇所 → 将棋倒しによる負傷者を出さない。 Ｂ
避難誘導班２名
応急救護班２名

1 防火シャッターの変形により閉鎖障害が発生する。
３階
階段

１箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 Ｂ 安全防護班２名

2 煙感知器配線の断線により防火戸が作動しない。
２階
階段

１箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 Ｂ 安全防護班２名

3 消火設備への給水配管が破断し，消火栓への給水量が少なくなる。 建物周辺 １箇所 → 消火設備等の早期復旧を図る。 B 安全防護班２名

1 書類棚が転倒落下する。
２階

研究室
１箇所 → 転倒落下物による負傷者を出さない。 Ｂ 安全防護班２名

1 断水により、飲料水やトイレの使用ができない。 全館 → 飲料水やトイレの水を確保する。 Ｂ 安全防護班２名

2 受変電設備が機能停止し、停電となる。 全館 → 照明を確保する。 Ａ 安全防護班２名

3
電話が不通となり、外部との連絡が途絶える。
内線電話が使用できない。

全館 → 通信連絡を取れる環境を確保する。 Ｂ 安全防護班２名

1
薬品棚の転倒により引火性の高い薬品が流出したが，出火には至ら
なかった。

３階
院生実験室

１箇所 →
飛散した薬品の処理を行い火災を発生させな
い。

Ａ 初期消火班３名

1 屋外に出たところガラスの飛散により負傷する。
４号館側
通用口

１箇所 → 応急手当を行う。 Ａ 応急救護班２名

2 職員，学生，来訪者が恐怖感により動けなくなる。
２階
廊下

１箇所 → 声をかけ安心させパニックを起こさせない。 Ｂ 応急救護班２名

人
的
被
害

在館者数とその安全対策の程度
に応じて、一定割合で人的被害
が生じる。

避難経路の1つ以上は使用に障
害を想定。

災　　　　　害　　　　　想　　　　　定　　　　　表

収
容
物
等
の
被
害

（オフィス家具類、一般家電製品
の転倒落下防止対策に関する
指針等に基づいた固定措置が
施されていない収容物の転倒落
下を想定する。）

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害

ライフラインは使用できない。代
替え措置（非常電源、貯水槽、
無線通信手段）がなされている
場合、その影響を軽減する。

火
災
の
発
生

火気使用場所、危険物貯蔵場所
等について、その安全対策の程
度に応じて一定の割合で火災が
発生する。

阪神淡路での火災
電気関係（85）ガス関係（13）
火種関係（12）石油関係（6）
その他（18）不明（146）

建
築
設
備
等
の
被
害

「官庁施設の総合耐震計画基
準」等に基づき機能維持が図ら
れる場合を除き、何らかの機能
停止を想定する。

避
難
施
設
等
の
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
避難施設の大きな被害は考慮す
る必要はない。

（主要な避難通路のうち一以上
が使用に障害が発生することを
想定する。）

消
防
用
設
備
等
の
被
害

（天井等との接触や変異が大き
いことからＳＰヘッドや自火報感
知器等については破損するもの
と想定する。）

建
物
等
の
基
本
的
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
建築構造の大きな被害は考慮す
る必要はない。

学生，教職員及び来訪者を近づけない。ガラス破片を
片付ける。

天井・器具・機器の固定。

人の多い所に優先的に誘導する。パニック防止のた
め，館内放送により安心情報等の提供を行う。

障害者や外国人も含め、要援護者の課題と対応策を
定めておく。

火気を近づけない。 転倒,，転落防止の措置を講ずる。

業者に依頼し修理を行う。
貯水槽から水を取りトイレの水に利用する。

非常用飲料水の事前準備。周辺の公衆便所の確認と
仮設便所の事前調達。

懐中電灯などの携帯用照明器具を使用する。
設備の耐震補強。懐中電灯などの携帯用照明器具の
準備。

病院防災センターに連絡員を派遣して、情報を得る。
衛星携帯電話の設置状況の確認。
トランシーバー等，確実な通信・連絡手段の検討。

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 手動による閉鎖方法を確認しておく。

設備業者への手配と修理を行う。消火作業にあたって
は最寄の貯水槽，消火器等を活用する。

設計・施工業者に配管の耐震性を確認。防火水槽，移
動式消火器などのバックアップ機能について検討す
る。

転倒落下物による負傷者がいないか確認。 上下部を固定するなど，転倒防止措置を徹底する。

閉じ込め者の身元や安否の確認を行う。
閉じ込め者に声を掛け，安心感を与える。

身元の確認や安否の確認方法を確立。

避難誘導員による誘導。パニック防止のため，館内放
送により安心情報等の提供を行う。

パニック防止の放送内容（様々な想定による放送文例
を作成）の確認と，放送設備の信頼性の確保。

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 複数の避難経路を確保する。

設備業者への手配と修理を行う。
設計・施工業者に配管の耐震性を確認。
ストーブ等の代替設備を準備する。

予防的事項

シ ナ リ オ 収容人員３０名（不特定者５名、特定者２５名）　　天候（晴）　　外気温度（５℃）
被害種類と考慮すべき態様

（標準的な付与条件）
番号

災害想定
（被害の具体的事象）

被害
場所

災害想定表
建 物 用 途 ・ 規 模 構造
想 定 地 震 情 報 震度６強 発生日時 ２月３日（水曜日）　１１時４０分頃

被災者の発生場所に応じて応急救護所を設置し，応
急手当を行う。

あらかじめ各階の救護場所を定めておき、応急備品を
設置しておく。

被害数 → 防火防災安全上の目標設定
対応行動の具体化 活動優先度

Ａ＞Ｂ＞Ｃ
必要

自衛消防組織応急的対策事項



別表２

用途 小立野体育館 鉄筋コンクリート造 地上 １　階 地下 階 延べ面積 1,445㎡

1 天井の一部が落下。蛍光灯も落下しガラス片が飛散し危険な状態 １階 １箇所 → 散乱物による負傷者を出さない。 A 安全防護班４名

2 窓ガラスの一部が落下し，建物周囲にガラス破片が散乱 建物周辺 １箇所 → 散乱物による負傷者を出さない。 B 安全防護班４名

1 給排水設備・消火設備等の被害 １階 １箇所 →
消火設備等の早期復旧を図り一時的代替え設
備の活用をする。

B 安全防護班４名

1 避難者が避難口に殺到して、避難が円滑に進まない。 玄関 １箇所 → 将棋倒しによる負傷者を出さない。 B
避難誘導班２名
応急救護班２名

1 煙感知器配線の断線により防火戸が作動しない。 １階 １箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 B 安全防護班２名

1 ロッカーが転倒し室内が散乱する。 更衣室 １箇所 → 転倒落下による負傷者を出さない。 C 安全防護班２名

1 断水により、飲料水やトイレの使用ができない。 全館 → 飲料水やトイレの水を確保する。 B 安全防護班２名

2 受変電設備が機能停止し、停電となる。 全館 → 照明を確保する。 A 安全防護班２名

1 転倒し頭から出血する。 玄関 １箇所 → 応急手当を行う。 A 応急救護班２名

2 屋外に出たところガラスの飛散により負傷する。 玄関 １箇所 → 応急手当を行う。 A 応急救護班２名

3 学生が恐怖感により動けなくなる。 玄関 １箇所 → 声をかけ安心させパニックを起こさせない。 B 応急救護班２名

災害想定表
建 物 用 途 ・ 規 模 構造
想 定 地 震 情 報 震度６強 発生日時 ２月３日（水曜日）　１１時４０分頃

災　　　　　害　　　　　想　　　　　定　　　　　表

シ ナ リ オ 収容人員２０名（不特定者０名、特定者２０名）　　天候（晴）　　外気温度（５℃）
被害種類と考慮すべき態様

（標準的な付与条件）
番号

災害想定
（被害の具体的事象）

被害
場所

被害数 → 防火防災安全上の目標設定
対応行動の具体化 活動優先度

Ａ＞Ｂ＞Ｃ
必要

自衛消防組織応急的対策事項 予防的事項
建
物
等
の
基
本
的
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
建築構造の大きな被害は考慮す
る必要はない。

学生，教職員及び来訪者を近づけない。ガラス破片を
片付ける。

天井・器具・機器の固定，振止めの

学生，教職員及び来訪者を建物周囲へ近づけない。
ｶﾞﾗｽ破片を片付ける。

立入り禁止措置範囲の事前把握。庇の設置検討。

建
築
設
備
等
の
被
害

「官庁施設の総合耐震計画基
準」等に基づき機能維持が図ら
れる場合を除き、何らかの機能
停止を想定する。

設備業者への手配と修理を行う。 設計・施工業者に配管の耐震性を確認。

避
難
施
設
等
の
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
避難施設の大きな被害は考慮す
る必要はない。

（主要な避難通路のうち一以上
が使用に障害が発生することを
想定する。）

パニック防止の非常放送を実施する。
パニック防止の放送内容の確認と放送設備の信頼性
の確保。

消
防
用
設
備
等
の
被
害

（天井等との接触や変異が大き
いことからＳＰヘッドや自火報感
知器等については破損するもの
と想定する。）

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 手動による閉鎖方法を確認しておく。

収
容
物
等
の
被
害

（オフィス家具類、一般家電製品
の転倒落下防止対策に関する
指針等に基づいた固定措置が
施されていない収容物の転倒落
下を想定する。）

在室者がいないか確認後、施錠し立入禁止とする。 足下の固定を行う。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害

ライフラインは使用できない。代
替え措置（非常電源、貯水槽、
無線通信手段）がなされている
場合、その影響を軽減する。

受水槽から水をとりトイレの水に利用する。業者に依
頼し修理を行う。

非常用飲料水の事前準備。周辺の公衆便所の確認と
仮設便所の事前調達。

懐中電灯やろうそくを使用する。 設備の耐震補強。懐中電灯の準備。

火
災
の
発
生

火気使用場所、危険物貯蔵場所
等について、その安全対策の程
度に応じて一定の割合で火災が
発生する。

阪神淡路での火災
電気関係（85）ガス関係（13）
火種関係（12）石油関係（6）
その他（18）不明（146）

人
的
被
害

在館者数とその安全対策の程度
に応じて、一定割合で人的被害
が生じる。

避難経路の1つ以上は使用に障
害を想定。

負傷者が発生した階に応急救護所を確保し手当を行
う。

あらかじめ救護場所を定めておき、応急備品を設置し
ておく。

１階に応急救護所を設置し応急手当を行う。
一時救護場所を定めておき、応急備品を設置してお
く。

人の多い所に優先的に誘導する。
障害者や外国人も含め、要援護者の課題と対応策を
定めておく。



別表２

用途 福利施設棟 鉄筋コンクリート造 地上 ２　階 地下 階 延べ面積 1,074㎡

1 天井の一部が落下。蛍光灯も落下しガラス片が飛散し危険な状態
１階
食堂

１箇所 → 散乱物による負傷者を出さない。 A 安全防護班４名

2 窓ガラスの一部が落下し，建物周囲にガラス破片が散乱
建物
周辺

１箇所 → 散乱物による負傷者を出さない。 B 安全防護班４名

→ B 安全防護班４名

1 空調・換気設備の配管が折損する。停電も重なり使用不能になる。 全館 →
冬場のためエアコンの復旧をできるだけ早く行
う。ストーブの準備をする。

B 安全防護班４名

1 避難者が避難口に殺到して、避難が円滑に進まない。
２階

非常口
１箇所 → 将棋倒しによる負傷者を出さない。 B

避難誘導班２名
応急救護班２名

1 防火シャッターの変形により閉鎖障害が発生する。
２階
階段

１箇所 → 煙による窒息被害を防止する。 B 安全防護班２名

1 食堂の棚等が転倒落下する。
１階
食堂

２箇所 → 転倒落下による負傷者を出さない。 A 安全防護班２名

2 棚が転倒し書物が散乱する。
２階
売店

１箇所 → 転倒落下による負傷者を出さない。 A 安全防護班２名

1 断水により、飲料水やトイレの使用ができない。 全館 → 飲料水やトイレの水を確保する。 B 安全防護班２名

2
電話が不通となり、外部との連絡が途絶える。
内線電話が使用できない。

全館 → 通信連絡を取れる環境を確保する。 Ｂ 安全防護班２名

1 食堂において，天ぷら鍋に火が入り、周囲に拡大した。
１階
食堂

→
火災による負傷者を発生させない。火災を拡大
させない。

A 初期消火班２名

1 転倒し頭から出血する。
１階
食堂

１箇所 → 応急手当を行う。 A 応急救護班２名

2 屋外に出たところガラスの飛散により負傷する。
１階

正面玄関
１箇所 → 応急手当を行う。 A 応急救護班２名

3 職員，学生，来訪者が恐怖感により動けなくなる。
１階食堂
２階売店

１箇所 → 声をかけ安心させパニックを起こさせない。 B 応急救護班２名

建
物
等
の
基
本
的
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
建築構造の大きな被害は考慮す
る必要はない。

学生，教職員及び外部者を近づけない。ガラス破片を
片付ける。

天井・器具・機器の固定，振止めの

外部者を建物周囲へ近づけない。ｶﾞﾗｽ破片を片付け
る。

立入り禁止措置範囲の事前把握。庇の設置検討。

災害想定表
建 物 用 途 ・ 規 模 構造
想 定 地 震 情 報 震度６強 発生日時 ２月３日（水曜日）　１１時４０分頃

災　　　　　害　　　　　想　　　　　定　　　　　表

シ ナ リ オ 収容人員１０名（不特定者０名、特定者１０名）　　天候（晴）　　外気温度（５℃）
被害種類と考慮すべき態様

（標準的な付与条件）
番号

災害想定
（被害の具体的事象）

被害
場所

被害数 → 防火防災安全上の目標設定
対応行動の具体化 活動優先度

Ａ＞Ｂ＞Ｃ
必要

自衛消防組織応急的対策事項 予防的事項

病院防災センターに連絡員を派遣して、情報を得る。

建
築
設
備
等
の
被
害

「官庁施設の総合耐震計画基
準」等に基づき機能維持が図ら
れる場合を除き、何らかの機能
停止を想定する。

設備業者への手配と修理を行う。
設計・施工業者に配管の耐震性を確認。
ストーブ等の代替設備を準備する。

避
難
施
設
等
の
被
害

震耐震設計基準に適合の場合、
避難施設の大きな被害は考慮す
る必要はない。

（主要な避難通路のうち一以上
が使用に障害が発生することを
想定する。）

パニック防止の非常放送を実施する。
パニック防止の放送内容の確認と放送設備の信頼性
の確保。

消
防
用
設
備
等
の
被
害

（天井等との接触や変異が大き
いことからＳＰヘッドや自火報感
知器等については破損するもの
と想定する。）

誘導員の配置により、立入禁止措置を講ずる。 他の避難経路を確保する。

収
容
物
等
の
被
害

（オフィス家具類、一般家電製品
の転倒落下防止対策に関する
指針等に基づいた固定措置が
施されていない収容物の転倒落
下を想定する。）

安否確認の際に居室の状況を把握する。 転倒落下により負傷者が発生しない位置に配置する。

棚の下敷きとなった者の確認。 上下部を固定する。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害

ライフラインは使用できない。代
替え措置（非常電源、貯水槽、
無線通信手段）がなされている
場合、その影響を軽減する。

受水槽から水をとりトイレの水に利用する。業者に依
頼し修理を行う。

非常用飲料水の事前準備。周辺の公衆便所の確認と
仮設便所の事前調達。

衛星携帯電話の設置状況の確認。
トランシーバー等，確実な通信・連絡手段の検討。

火
災
の
発
生

火気使用場所、危険物貯蔵場所
等について、その安全対策の程
度に応じて一定の割合で火災が
発生する。

阪神淡路での火災
電気関係（85）ガス関係（13）
火種関係（12）石油関係（6）
その他（18）不明（146）

初期消火を行い、鎮火させる。 使用しているガス栓を閉止する。

人
的
被
害

在館者数とその安全対策の程度
に応じて、一定割合で人的被害
が生じる。

避難経路の1つ以上は使用に障
害を想定。

負傷者が発生した階に応急救護所を確保し手当を行
う。

あらかじめ各階の救護場所を定めておき、応急備品を
設置しておく。

１階に応急救護所を設置し応急手当を行う。
一時救護場所を定めておき、応急備品を設置してお
く。

人の多い所に優先的に誘導する。
障害者や外国人も含め、要援護者の課題と対応策を
定めておく。



防災管理委員会の構成一覧 

宝町・鶴間地区 防災管理委員会委員名簿 

区  分 職   名 備   考 

委 員 長 医薬保健学域・研究域長  

副委員長 医薬保健系事務部長 防災管理者，防災担当責任者 

委  員 医薬保健学総合研究科長  

委  員 先進予防医学研究科長  

委  員 医学系長・医学類長  

委  員 保健学系長・保健学類長  

委  員 疾患モデル総合研究センター長 （部局長） 

委  員 先進予防医学研究センター長 （部局長） 

委  員 子どものこころの発達研究センター長 （部局長） 

委  員 医薬保健系事務部総務課長 統括管理者，宝町・鶴間地区自衛消防隊長 

委  員 医薬保健系事務部会計課長 宝町・鶴間地区自衛消防隊班長 

委  員 医薬保健系事務部学生課長 宝町・鶴間地区自衛消防隊班長 

委  員 医薬保健系事務部総務課副課長 宝町・鶴間地区自衛消防隊副隊長，班長 

委  員 医薬保健系事務部会計課副課長 宝町・鶴間地区自衛消防隊班長 

委  員 医薬保健系事務部学生課副課長 宝町・鶴間地区自衛消防隊班長 

  

 

 

別表３ 



＜別表４＞
棟名 階 室　　　　　名 面積 防火担当者 火　元　責　任　者 備　　考

A棟 1F 総務課（総務係） 208 総務課長 総務係長
A棟 1F 総務課（人事係） 総務課長 人事係長
A棟 1F 印刷室 14 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 1F 倉庫 19 総務課長 総務係長
A棟 1F 事務部長室 34 総務課長 総務係長
A棟 1F 学類長室 33 総務課長 総務係長
A棟 1F 医学系長室 35 総務課長 総務係長
A棟 1F 女子更衣室 30 総務課長 総務係長
A棟 1F 男子更衣室 32 総務課長 総務係長
A棟 1F 会議準備室 22 総務課長 総務係長
A棟 1F 大会議室 200 総務課長 総務係長
A棟 1F 廊下 94 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 1F 階段 27 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 1F エレベーター 4 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 1F 便所 19 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 1F リフレッシュコーナー・ゴミ置場 25 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 2F 通路 36 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 2F 第４研究室 103 医学系長 使用教員
A棟 2F 第3研究室 36 医学系長 使用教員
A棟 2F 第2研究室 33 医学系長 使用教員
A棟 2F 第1研究室 98 医学系長 使用教員
A棟 2F 教授室 24 医学系長 使用教員
A棟 2F 事務・准教授・講師室 23 医学系長 使用教員
A棟 2F 神経内科診療討議室 45 医学系長 使用教員
A棟 2F 第5研究室 22 医学系長 使用教員
A棟 2F 廊下 108 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 2F 階段 27 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 2F エレベーター 4 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 2F 便所 19 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 2F リフレッシュコーナー・ゴミ置場 21 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 3F 冷凍室 36 医学系長 使用教員
A棟 3F 実験室 103 医学系長 使用教員
A棟 3F 内科系診療討議室 69 医学系長 使用教員
A棟 3F コラボ研究室 98 医学系長 使用教員
A棟 3F 応接室 23 医学系長 使用教員
A棟 3F 教授室 24 医学系長 使用教員
A棟 3F 事務室・准教授・講師・医局長室 45 医学系長 使用教員
A棟 3F 休憩・コピー室 23 医学系長 使用教員
A棟 3F 廊下 108 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 3F 階段 27 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 3F エレベーター 4 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 3F 便所 19 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 3F リフレッシュコーナー・ゴミ置場 23 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 4Ｆ 第1実験室 36 医学系長 使用教員
A棟 4Ｆ 第2実験室 34 医学系長 使用教員
A棟 4Ｆ 第3実験室 34 医学系長 使用教員
A棟 4Ｆ 第4実験室 36 医学系長 使用教員
A棟 4Ｆ 教授室 36 医学系長 使用教員
A棟 4Ｆ 准教授・講師室 32 医学系長 使用教員
A棟 4Ｆ a41コラボ研究室 66 医学系長 使用教員
A棟 4Ｆ a42コラボ研究室 32 医学系長 使用教員
A棟 4Ｆ 医員室 47 医学系長 使用教員
A棟 4Ｆ 皮膚科診療討議室 45 医学系長 使用教員
A棟 4Ｆ 事務室 22 医学系長 使用教員
A棟 4Ｆ 廊下 108 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 4Ｆ 階段 27 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 4Ｆ エレベーター 4 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 4Ｆ 便所 19 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 4Ｆ リフレッシュコーナー・ゴミ置場 23 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 5F 医員室 36 医学系長 使用教員
A棟 5F 実験室 68 医学系長 使用教員
A棟 5F 内科系診療討議室 36 医学系長 使用教員
A棟 5F OA室 24 医学系長 使用教員
A棟 5F 准教授・講師室 23 医学系長 使用教員
A棟 5F 事務室・図書室 23 医学系長 使用教員
A棟 5F 教授室 22 医学系長 使用教員
A棟 5F 教授室 36 医学系長 使用教員
A棟 5F 研究室 34 医学系長 使用教員
A棟 5F 実験室 98 医学系長 使用教員
A棟 5F 准教授室 23 医学系長 使用教員
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棟名 階 室　　　　　名 面積 防火担当者 火　元　責　任　者 備　　考
A棟 5F 廊下 108 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 5F 階段 27 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 5F エレベーター 4 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 5F 便所 19 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 5F リフレッシュコーナー・ゴミ置場 23 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 6F 外科系診療討議室 36 医学系長 使用教員
A棟 6F OA室 34 医学系長 使用教員
A棟 6F 第２実験室 34 医学系長 使用教員
A棟 6F 第１実験室 36 医学系長 使用教員
A棟 6F 事務・医員・講師室 47 医学系長 使用教員
A棟 6F 准教授室 23 医学系長 使用教員
A棟 6F 教授室 22 医学系長 使用教員
A棟 6F P2研究室 36 医学系長 使用教員
A棟 6F 研究室2 32 医学系長 使用教員
A棟 6F 研究室1 36 医学系長 使用教員
A棟 6F 助教・教員室／事務室 30 医学系長 使用教員
A棟 6F 准教授室 32 医学系長 使用教員
A棟 6F 教授室 23 医学系長 使用教員
A棟 6F 廊下 108 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 6F 階段 27 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 6F エレベーター 7 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 6F 便所 19 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 6F リフレッシュコーナー・ゴミ置場 23 総務課長 総務係長 （共通）
A棟 RF ポンプ室 9 総務課長 総務係長
A棟 RF 盤室 26 総務課長 総務係長
A棟 RF 階段 32 総務課長 総務係長

B棟 1F 小会議室（1）（2） 57 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 1F SPC清掃用具庫 4 総務課長 総務係長
B棟 1F 階段 22 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 1F SPC管理室 26 総務課長 総務係長 防災センター
B棟 1F 書類倉庫 25 総務課長 総務係長
B棟 1F 会計課 172 総務課長 経理係長
B棟 1F がんプロ事務局 48 総務課長 医学学務係長 がんプロ
B棟 1F 電気室 97 総務課長 総務係長
B棟 1F 応接室 57 総務課長 総務係長
B棟 1F サーバ室 50 総務課長 経理係長
B棟 1F 研究域長（学域長）室 49 総務課長 総務係長
B棟 1F 書類倉庫 28 総務課長 総務係長
B棟 1F 玄関ホール 22 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 1F 階段 22 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 1F 便所 26 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 1F リフレッシュコーナー・ゴミ置場 25 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 1F 階段・廊下 171 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 2F ｂ21　コラボ実験室 57 医学系長 使用教員
B棟 2F 階段 22 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 2F ｂ22　コラボ実験室 75 総務課長 経理係長
B棟 2F ｂ23　コラボ実験室1 25 総務課長 経理係長
B棟 2F ｂ23　コラボ実験室2 25 総務課長 経理係長
B棟 2F ｂ23　コラボ実験室3 49 総務課長 経理係長
B棟 2F ｂ24　コラボ実験室1 48 総務課長 経理係長
B棟 2F ｂ24　コラボ実験室2 57 総務課長 経理係長
B棟 2F ｂ21　コラボ研究室 57 医学系長 使用教員
B棟 2F 共通機器室 48 医学系長 使用教員
B棟 2F ｂ22　コラボ研究室 74 総務課長 経理係長
B棟 2F ｂ23　コラボ研究室 49 総務課長 経理係長
B棟 2F ｂ24　コラボ研究室 42 総務課長 経理係長
B棟 2F 階段 22 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 2F 便所 26 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 2F 廊下・階段 210 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 2F リフレッシュコーナー・ゴミ箱 25 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 3F ｂ31　コラボ実験室 57 医学系長 使用教員
B棟 3F 階段 22 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 3F ｂ32　コラボ実験室 99 医学系長 使用教員
B棟 3F ｂ33　コラボ実験室1 25 医学系長 使用教員
B棟 3F ｂ33　コラボ実験室2 49 医学系長 使用教員
B棟 3F ｂ33　コラボ実験室3 48 医学系長 使用教員
B棟 3F ｂ31　コラボ研究室 57 医学系長 使用教員
B棟 3F 共通機器室 48 医学系長 使用教員
B棟 3F ｂ32　コラボ研究室 74 医学系長 使用教員
B棟 3F ｂ33　コラボ研究室 49 医学系長 使用教員
B棟 3F ｂ34　コラボ実験室・研究室 135 医学系長 使用教員
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棟名 階 室　　　　　名 面積 防火担当者 火　元　責　任　者 備　　考
B棟 3F 階段 22 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 3F 便所 26 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 3F リフレッシュコーナー・ゴミ置場 25 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 3F 廊下・階段 172 総務課長 総務係長
B棟 4F ｂ41　コラボ実験室 57 医学系長 使用教員
B棟 4F 階段 22 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 4F ｂ42　コラボ実験室 99 医学系長 使用教員
B棟 4F ｂ43　コラボ実験室1 25 医学系長 使用教員
B棟 4F ｂ43　コラボ実験室2 49 医学系長 使用教員
B棟 4F ｂ43　コラボ実験室3 48 医学系長 使用教員
B棟 4F ｂ41　コラボ研究室 56 医学系長 使用教員
B棟 4F 共通機器室 49 総務課長 経理係長
B棟 4F ｂ42　コラボ研究室 74 医学系長 使用教員
B棟 4F ｂ43　コラボ研究室 49 医学系長 使用教員
B棟 4F ｂ44　コラボ実験室・研究室 135 医学系長 使用教員
B棟 4F 階段 22 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 4F 便所 26 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 4F リフレッシュコーナー・ゴミ置場 25 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 4F 廊下・階段 174 総務課長 総務係長 （共通）
B棟 RF 階段 32 総務課長 総務係長
B棟 RF 排風機室 16 総務課長 総務係長

E棟 BF 電気室1 86 総務課長 経理係長 （共通）
E棟 BF 倉庫1（分子神経科学・統合生理学） 24 医学系長 使用教員
E棟 BF 倉庫2（脳情報分子学） 24 医学系長 使用教員
E棟 BF 倉庫3（血管分子生物学） 24 医学系長 使用教員
E棟 BF 毒劇物保管庫 48 総務課長 経理係長 経理係
E棟 BF 廃液タンク室 48 総務課長 経理係長 経理係
E棟 BF 倉庫4（分子情報薬理学） 24 医学系長 使用教員
E棟 BF 倉庫5（脳細胞遺伝子学） 24 医学系長 使用教員
E棟 BF 倉庫6（血管分子生理学） 24 医学系長 使用教員
E棟 BF 倉庫7（神経分子標的学） 24 医学系長 使用教員
E棟 BF 倉庫8（神経分布路形態・形成学） 24 医学系長 使用教員
E棟 BF 倉庫9（形態機能病理学） 24 医学系長 使用教員
E棟 BF 将来増築スペース 74 総務課長 経理係長
E棟 BF 倉庫10 20 総務課長 経理係長
E棟 BF 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 BF 倉庫11 29 総務課長 経理係長
E棟 BF 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 BF エレベーター 7 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 BF SPC清掃用具庫 18 総務課長 総務係長
E棟 BF 倉庫12 6 総務課長 経理係長
E棟 BF ワーキングルーム 48 総務課長 総務係長
E棟 BF 書庫1（分子細胞病理学） 24 医学系長 使用教員
E棟 BF 書庫2 72 総務課長 経理係長
E棟 BF 倉庫13（分子遺伝学） 24 医学系長 使用教員
E棟 BF 実験廃液保管庫 48 総務課長 経理係長 経理係
E棟 BF 倉庫14（組織発達構築学） 24 医学系長 使用教員
E棟 BF 将来増築スペース 24 総務課長 経理係長
E棟 BF 将来増築スペース 24 総務課長 経理係長
E棟 BF 将来増築スペース 24 総務課長 経理係長
E棟 BF 廊下 193 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 1F 便所 48 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 1F B12　実験室 72 医学系長 使用教員
E棟 1F B13　第4研究室 24 医学系長 使用教員
E棟 1F B12　セミナー室 24 医学系長 使用教員
E棟 1F e11コラボ研究室 24 医学系長 使用教員
E棟 1F 低温室 24 医学系長 使用教員
E棟 1F e12　コラボ研究室 24 医学系長 使用教員
E棟 1F A31　第1実験室 48 医学系長 使用教員
E棟 1F A31　第2実験室 74 医学系長 使用教員
E棟 1F 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 1F 機械室 26 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 1F 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 1F エレベーター 7 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 1F 給湯室 6 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 1F B12　第1研究室 24 医学系長 使用教員
E棟 1F B12　第2研究室 24 医学系長 使用教員
E棟 1F B12　第3研究室 24 医学系長 使用教員
E棟 1F B12　教授室 24 医学系長 使用教員
E棟 1F e13　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
E棟 1F e14　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
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E棟 1F A31　准教授室 24 医学系長 使用教員
E棟 1F A31　研究室 48 医学系長 使用教員
E棟 1F A31　教授室 24 医学系長 使用教員
E棟 1F 廊下 185 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 2F 便所 48 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 2F B11　実験室 72 医学系長 使用教員
E棟 2F B11　クリーンルーム 24 医学系長 使用教員
E棟 2F B11　セミナー室 24 医学系長 使用教員
E棟 2F e21　コラボ研究室 24 医学系長 使用教員
E棟 2F 低温室 24 医学系長 使用教員
E棟 2F e22　コラボ研究室 24 医学系長 使用教員
E棟 2F A21　第１実験室 48 医学系長 使用教員
E棟 2F A21　第2研究室 37 医学系長 使用教員
E棟 2F A21　第2研究室 26 医学系長 使用教員
E棟 2F 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 2F リフレッシュコーナー 13 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 2F 倉庫 13 総務課長 経理係長 （共通）
E棟 2F 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 2F エレベーター 7 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 2F 給湯室 6 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 2F B11　准教授室 24 医学系長 使用教員
E棟 2F B11　研究室・事務室 72 医学系長 使用教員
E棟 2F B11　教授室 24 医学系長 使用教員
E棟 2F e23　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
E棟 2F e24　コラボ研究室（図書室・セミナー室） 48 医学系長 使用教員
E棟 2F A21　第３研究室 24 医学系長 使用教員
E棟 2F A21　教授室 24 医学系長 使用教員
E棟 2F A21　事務室・受付 48 医学系長 使用教員
E棟 2F A21　第１研究室 24 医学系長 使用教員
E棟 2F 廊下 186 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ３F C41　教授室 25 医学系長 使用教員
E棟 ３F 便所 24 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ３F C41　第１実験室 96 医学系長 使用教員
E棟 ３F e31　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
E棟 ３F 低温室 24 医学系長 使用教員
E棟 ３F e32　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
E棟 ３F Ａ13　第２実験室 24 医学系長 使用教員
E棟 ３F Ａ13　第１実験室 74 医学系長 使用教員
E棟 ３F 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ３F リフレッシュコーナー 27 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ３F 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ３F エレベーター 7 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ３F 給湯室 6 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ３F Ｃ41　図書館 24 医学系長 使用教員
E棟 ３F Ｃ41　第１研究室 48 医学系長 使用教員
E棟 ３F Ｃ41　第２研究室 24 医学系長 使用教員
E棟 ３F e33　コラボ研究室（第３研究室） 24 医学系長 使用教員
E棟 ３F e33　コラボ研究室（第4研究室）　 24 医学系長 使用教員
E棟 ３F e34　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
E棟 ３F Ａ13　第４実験室 24 医学系長 使用教員
E棟 ３F Ａ13　第３実験室 22 医学系長 使用教員
E棟 ３F Ａ13　研究室 50 医学系長 使用教員
E棟 ３F 廊下 162 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ４F Ｃ12研究室 26 医学系長 使用教員
E棟 ４F 便所 24 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ４F Ｃ12　実験室 96 医学系長 使用教員
E棟 ４F e41　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
E棟 ４F 低温室 24 医学系長 使用教員
E棟 ４F e42　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
E棟 ４F Ａ22　第２実験室 24 医学系長 使用教員
E棟 ４F Ａ22　第１実験室 74 医学系長 使用教員
E棟 ４F 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ４F リフレッシュコーナー 28 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ４F 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ４F エレベーター 7 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ４F 給湯室 6 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ４F Ｃ12　准教授・助教室 50 医学系長 使用教員
E棟 ４F Ｃ12　セミナー室 22 医学系長 使用教員
E棟 ４F Ｃ12　教授室 24 医学系長 使用教員
E棟 ４F e43　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
E棟 ４F e44　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
E棟 ４F Ａ22　セミナー室 24 医学系長 使用教員
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棟名 階 室　　　　　名 面積 防火担当者 火　元　責　任　者 備　　考
E棟 ４F Ａ22　研究室 48 医学系長 使用教員
E棟 ４F Ａ22　教授室 24 医学系長 使用教員
E棟 ４F Ａ22　准教授室・助教室 24 医学系長 使用教員
E棟 ４F 廊下 163 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ５F Ｃ11　教授室 25 医学系長 使用教員
E棟 ５F 便所 24 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ５F Ｃ11　実験室 70 医学系長 使用教員
E棟 ５F Ｃ11　クリーンルーム 26 医学系長 使用教員
E棟 ５F e51　コラボ研究室 28 医学系長 使用教員
E棟 ５F 低温室 24 医学系長 使用教員
E棟 ５F e52　コラボ研究室-1 24 医学系長 使用教員
E棟 ５F e52　コラボ研究室-2 24 医学系長 使用教員
E棟 ５F Ａ14　第２実験室 24 医学系長 使用教員
E棟 ５F Ａ14　第１実験室 74 医学系長 使用教員
E棟 ５F リフレッシュコーナー 27 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ５F エレベーター 7 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ５F 給湯室 6 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ５F Ｃ11　研究室 72 医学系長 使用教員
E棟 ５F Ｃ11　准教授室 24 医学系長 使用教員
E棟 ５F e53　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
E棟 ５F e54　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
E棟 ５F Ａ14　准教授室 24 医学系長 使用教員
E棟 ５F Ａ14　研究室・事務室 72 医学系長 使用教員
E棟 ５F Ａ14　教授室 24 医学系長 使用教員
E棟 ５F 廊下 163 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 6F Ａ12　動物飼育室 26 医学系長 使用教員
E棟 6F 便所 24 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 6F Ａ12　実験室 96 医学系長 使用教員
E棟 6F e61　コラボ研究室-1 24 医学系長 使用教員
E棟 6F e61　コラボ研究室-2 24 医学系長 使用教員
E棟 6F 低温室 24 医学系長 使用教員
E棟 6F e62　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
E棟 6F Ａ11　第１実験室 24 医学系長 使用教員
E棟 6F Ａ11　第２実験室 48 医学系長 使用教員
E棟 6F Ａ11　第３実験室 26 医学系長 使用教員
E棟 6F 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 6F リフレッシュコーナー 27 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 6F エレベーター 7 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 6F 給湯室 6 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 6F Ａ12　院生室 24 医学系長 使用教員
E棟 6F Ａ12　図書室 23 医学系長 使用教員
E棟 6F Ａ12　准教授・講師室 25 医学系長 使用教員
E棟 6F Ａ12　教授室 23 医学系長 使用教員
E棟 6F e63　コラボ研究室-1 25 医学系長 使用教員
E棟 6F e63　コラボ研究室-2 24 医学系長 使用教員
E棟 6F e64　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
E棟 6F Ａ11　教授室 24 医学系長 使用教員
E棟 6F Ａ11　准教授・講師室 24 医学系長 使用教員
E棟 6F Ａ11　准教授室 24 医学系長 使用教員
E棟 6F Ａ11　事務室・大学院生室 48 医学系長 使用教員
E棟 6F 廊下 162 総務課長 総務係長 （共通）
E棟 ＲF 階段 20 総務課長 総務係長
E棟 ＲF 排風室 9 総務課長 総務係長
E棟 ＲF 排風室 9 総務課長 総務係長
E棟 ＲF 階段 21 総務課長 総務係長
E棟 ＲF 盤室 14 総務課長 総務係長
E棟 PHF EV機械室 27 総務課長 総務係長
E棟 PHF 階段室 24 総務課長 総務係長

F棟 BF 倉庫３（運動生体管理学） 22 医学系長 使用教員
F棟 BF エレベーター 6 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 BF 便所 44 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 BF 給湯室 6 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 BF 談話室・休憩室 49 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 BF SPC倉庫 24 総務課長 総務係長
F棟 BF 廃液タンク室 48 総務課長 総務係長
F棟 BF 将来増築スペース 48 総務課長 経理係長
F棟 BF 将来増築スペース 24 総務課長 経理係長
F棟 BF 将来増築スペース 24 総務課長 経理係長
F棟 BF 将来増築スペース 73 総務課長 経理係長
F棟 BF 電機室２ 26 総務課長 経理係長
F棟 BF SPC清掃用具庫 20 総務課長 総務係長

医学類Ｆ棟
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F棟 BF 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 BF しらゆり会事務室 26 総務課長 総務係長 しらゆり会
F棟 BF 組合事務室 24 総務課長 総務係長 四分会
F棟 BF 倉庫４（寄生虫感染症制御学） 24 医学系長 使用教員
F棟 BF 倉庫５（再生分子医学） 24 医学系長 使用教員
F棟 BF 倉庫６（環境生態分子応答学） 24 医学系長 使用教員
F棟 BF 倉庫７（細菌感染症制御学） 24 医学系長 使用教員
F棟 BF 倉庫８（ウイルス感染症制御学） 24 医学系長 使用教員
F棟 BF 将来増築スペース 72 総務課長 経理係長
F棟 BF 将来増築スペース 24 総務課長 経理係長
F棟 BF 将来増築スペース 50 総務課長 経理係長
F棟 BF 倉庫９ 20 総務課長 経理係長
F棟 BF 階段 20 総務課長 総務係長
F棟 BF 廊下 90 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 1F リフレッシュコーナー 22 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 1F エレベーター 6 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 1F 便所 44 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 1F 給湯室 6 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 1F 保健管理センター宝町分室 50 総務課長 医学学務係長
F棟 1F 多目的室1 24 総務課長 医学学務係長
F棟 1F 多目的室2 24 総務課長 医学学務係長
F棟 1F 多目的室3 24 総務課長 医学学務係長
F棟 1F 多目的室4 24 総務課長 医学学務係長
F棟 1F 多目的室5 24 総務課長 医学学務係長
F棟 1F 情報処理室1 72 総務課長 経理係長
F棟 1F 情報処理室2 24 総務課長 経理係長
F棟 1F 受付 26 総務課長 総務係長
F棟 1F 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 1F 学生課（医学学務係） 74 総務課長 医学学務係長
F棟 1F 印刷室 24 総務課長 医学学務係長
F棟 1F 多目的室6 24 総務課長 医学学務係長
F棟 1F 多目的室7 24 総務課長 医学学務係長
F棟 1F 多目的室8 24 総務課長 医学学務係長
F棟 1F パソコン実習室 147 総務課長 医学学務係長
F棟 1F 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 1F 廊下 180 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 2F 実習準備室5（衛生学，寄生虫学，ウイルス） 23 総務課長 医学学務係長 （共通）
F棟 2F エレベーター 6 総務課長 医学学務係長 （共通）
F棟 2F 便所 44 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 2F 給湯室 6 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 2F B31　第1実験室 72 医学系長 使用教員
F棟 2F B31　第2実験室 24 医学系長 使用教員
F棟 2F 低温室 24 医学系長 使用教員
F棟 2F 医薬学　第1研究室（細胞培養室） 48 医学系長 使用教員
F棟 2F 医薬学　第1研究室（前室） 24 医学系長 使用教員
F棟 2F 医薬学　第2研究室 48 医学系長 使用教員
F棟 2F 第1機器分析室 48 医学系長 使用教員
F棟 2F リフレッシュコーナー 26 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 2F 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 2F B31　第2研究室 24 医学系長 使用教員
F棟 2F B31　セミナー室・事務室 48 医学系長 使用教員
F棟 2F B31　教授室 24 医学系長 使用教員
F棟 2F B31　第1研究室 24 医学系長 使用教員
F棟 2F ｆ21　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
F棟 2F P2実験室 36 医学系長 使用教員
F棟 2F 第2機器分析室 61 医学系長 使用教員
F棟 2F 研究室 24 医学系長 使用教員
F棟 2F 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 2F 廊下 207 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 3F D13　第1研究室 24 医学系長 使用教員
F棟 3F 給湯室 5 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 3F エレベーター 6 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 3F 便所 26 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 3F D13　第1実験室 24 医学系長 使用教員
F棟 3F D13　第2実験室 72 医学系長 使用教員
F棟 3F D12　第2実験室 24 医学系長 使用教員
F棟 3F D12　第3実験室　 72 医学系長 使用教員
F棟 3F D23　実験室 96 医学系長 使用教員
F棟 3F D23　セミナー室 24 医学系長 使用教員
F棟 3F リフレッシュコーナー 27 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 3F 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 3F D13　第2研究室 26 医学系長 使用教員
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F棟 3F D13　セミナー室・事務室 48 医学系長 使用教員
F棟 3F D13　第3実験室 24 医学系長 使用教員
F棟 3F D12　第1実験室 24 医学系長 使用教員
F棟 3F D12　教授室 24 医学系長 使用教員
F棟 3F D12　セミナー室・事務室 24 医学系長 使用教員
F棟 3F D12　研究室 48 医学系長 使用教員
F棟 3F D23　准教授室・事務室 24 医学系長 使用教員
F棟 3F D23　教授室 24 医学系長 使用教員
F棟 3F D23　第２研究室 24 医学系長 使用教員
F棟 3F D23　第1研究室 26 医学系長 使用教員
F棟 3F 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 3F 廊下 159 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 4F D11　准教授室 24 医学系長 使用教員
F棟 4F 給湯室 6 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 4F エレベーター 6 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 4F 便所 25 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 4F D11　実験室 96 医学系長 使用教員
F棟 4F ｆ41　コラボ研究室 24 医学系長 使用教員
F棟 4F 低温室 24 医学系長 使用教員
F棟 4F ｆ42　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
F棟 4F ｆ43　コラボ研究室 24 医学系長 使用教員
F棟 4F D24　第3実験室 48 医学系長 使用教員
F棟 4F D24　第2実験室 24 医学系長 使用教員
F棟 4F D24　第1実験室 24 医学系長 使用教員
F棟 4F リフレッシュコーナー 27 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 4F 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 4F D11　教授室 26 医学系長 使用教員
F棟 4F D11　研究室・セミナー室・事務室 72 医学系長 使用教員
F棟 4F ｆ44　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
F棟 4F ｆ45　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
F棟 4F D24　教授室 24 医学系長 使用教員
F棟 4F D24　教員室 24 医学系長 使用教員
F棟 4F D24　事務室 24 医学系長 使用教員
F棟 4F D24　研究室 24 医学系長 使用教員
F棟 4F D24　准教授室 26 医学系長 使用教員
F棟 4F 階段 20 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 4F 廊下 159 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 5F D22　セミナー室 24 医学系長 使用教員
F棟 5F 給湯室 6 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 5F エレベーター 6 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 5F 便所 26 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 5F D22　第1実験室 24 医学系長 使用教員
F棟 5F D22　第2実験室 72 医学系長 使用教員
F棟 5F ｆ51　コラボ研究室 24 医学系長 使用教員
F棟 5F 低温室 24 医学系長 使用教員
F棟 5F ｆ52（1）コラボ研究室 24 医学系長 使用教員
F棟 5F ｆ52（2）コラボ研究室 24 医学系長 使用教員
F棟 5F ｆ53　コラボ研究室 24 医学系長 使用教員
F棟 5F D21　第2実験室 72 医学系長 使用教員
F棟 5F D21　第1実験室 24 医学系長 使用教員
F棟 5F リフレッシュコーナー 27 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 5F 階段 21 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 5F D22　研究室 50 医学系長 使用教員
F棟 5F D22　事務室 24 医学系長 使用教員
F棟 5F D22　教授室 24 医学系長 使用教員
F棟 5F ｆ54　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
F棟 5F ｆ55　コラボ研究室 48 医学系長 使用教員
F棟 5F D21　セミナー室・事務室／准教授室 72 医学系長 使用教員
F棟 5F D21　教授室 24 医学系長 使用教員
F棟 5F D21　第3実験室 25 医学系長 使用教員
F棟 5F 階段 21 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 5F 廊下 158 総務課長 総務係長 （共通）
F棟 BF 排風機室 27 総務課長 総務係長
F棟 BF 機械室 11 総務課長 総務係長
F棟 BF 階段 37 総務課長 総務係長 （共通）

教育棟 BF 女子ロッカー室 83 総務課長 医学学務係長
教育棟 BF 男子ロッカー室 160 総務課長 医学学務係長
教育棟 BF 大多目的室（1） 40 総務課長 医学学務係長
教育棟 BF 大多目的室（2） 40 総務課長 医学学務係長
教育棟 BF 大多目的室（3） 40 総務課長 医学学務係長
教育棟 BF 大多目的室（4） 40 総務課長 医学学務係長

医学類教育棟
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棟名 階 室　　　　　名 面積 防火担当者 火　元　責　任　者 備　　考
教育棟 BF 大多目的室（5） 40 総務課長 医学学務係長
教育棟 BF 大多目的室（6） 40 総務課長 医学学務係長
教育棟 BF 書類保管庫 121 総務課長 総務係長
教育棟 BF 階段 24 総務課長 総務係長 （共通）
教育棟 BF リフレッシュコーナー 72 総務課長 総務係長 （共通）
教育棟 BF 倉庫１（法・社会環境医学） 24 医学系長 使用教員
教育棟 BF 倉庫2（環境生態医学・公衆衛生学） 24 医学系長 使用教員
教育棟 BF 自家発電機（将来対応） 50 総務課長 経理係長
教育棟 BF SPC清掃員控室 20 総務課長 総務係長
教育棟 BF SPC備品庫 17 総務課長 医学学務係長
教育棟 BF 電気室２ 63 総務課長 経理係長
教育棟 BF 廊下 189 総務課長 総務係長 （共通）
教育棟 BF 通路 69 総務課長 総務係長 （共通）
教育棟 1F 準備室 20 総務課長 医学学務係長 （共通）
教育棟 1F 機器室 20 総務課長 医学学務係長
教育棟 1F 第１講義室 283 総務課長 医学学務係長
教育棟 1F 第２講義室 162 総務課長 医学学務係長
教育棟 1F 階段 24 総務課長 総務係長
教育棟 1F キャンパスプロムナード 807 総務課長 総務係長 （共通）
教育棟 2F 実習準備室1（分子遺伝学，血管分子生物学） 30 総務課長 医学学務係長 （共通）
教育棟 2F 実習準備室2（血管分子生理学，分子神経科学・統合生理学） 30 総務課長 医学学務係長 （共通）
教育棟 2F 第１実習室 180 総務課長 医学学務係長
教育棟 2F 第２実習室 220 総務課長 医学学務係長
教育棟 2F 実習準備室3（法・社会環境医学，環境生態医学・公衆衛生学） 30 総務課長 医学学務係長 （共通）
教育棟 2F 実習準備室４（分子情報薬理学，細菌感染症制御学） 30 総務課長 医学学務係長 （共通）
教育棟 2F 多目的室（9） 25 総務課長 医学学務係長
教育棟 2F 多目的室（10） 26 総務課長 医学学務係長
教育棟 2F 多目的室（11） 26 総務課長 医学学務係長
教育棟 2F 多目的室（12） 26 総務課長 医学学務係長
教育棟 2F 多目的室（13） 26 総務課長 医学学務係長
教育棟 2F 多目的室（14） 23 総務課長 医学学務係長
教育棟 2F 階段 24 総務課長 総務係長 （共通）
教育棟 2F キャンパスコリドー 371 総務課長 総務係長 （共通）
教育棟 RF 排風機室 11 総務課長 総務係長

2F コリドーⅡ 227 総務課長 総務係長 （共通）

G棟 1F 法医学解剖室 68 医学系長 使用教員
G棟 1F 法医準備室 22 医学系長 使用教員
G棟 1F 前室 13 医学系長 使用教員
G棟 1F ホール１ 11 総務課長 総務係長
G棟 1F 霊安室・遺族控室 23 総務課長 総務係長
G棟 1F 遺体冷蔵保存庫 12 医学系長 使用教員
G棟 1F 処置室 73 医学系長 使用教員
G棟 1F 設備室 15 総務課長 総務係長
G棟 1F 学生更衣室（男） 36 総務課長 医学学務係長
G棟 1F 学生更衣室（女） 15 総務課長 医学学務係長
G棟 1F 待機室 20 医学系長 使用教員
G棟 1F シャワー室 13 医学系長 使用教員
G棟 1F 廊下 61 総務課長 総務係長
G棟 1F 遺体保管室 118 医学系長 使用教員
G棟 1F エレベーター室 10 医学系長 使用教員
G棟 1F 棺保管室 26 医学系長 使用教員
G棟 1F 便所 22 総務課長 総務係長
G棟 1F 階段1・ホール２ 53 総務課長 総務係長
G棟 1F 階段2 20 総務課長 総務係長
G棟 1F 動物飼育室１（前室） 29 医学系長 使用教員
G棟 1F 動物飼育室２（前室） 27 医学系長 使用教員
G棟 1F 動物飼育室３（前室） 27 医学系長 使用教員
G棟 1F 動物飼育室４（前室） 26 医学系長 使用教員
G棟 1F 検収室 11 医学系長 使用教員
G棟 1F 管理室 18 医学系長 使用教員
G棟 1F 廊下 44 医学系長 使用教員
G棟 1F 廃棄物室 8 医学系長 使用教員
G棟 1F 電子顕微鏡室 22 医学系長 使用教員
G棟 1F ミクロトーム室 12 医学系長 使用教員
G棟 1F 前室 11 医学系長 使用教員
G棟 1F ストックルーム 11 医学系長 使用教員
G棟 1F 暗室1 6 医学系長 使用教員
G棟 1F 暗室2 10 医学系長 使用教員
G棟 1F 共通実験室 43 医学系長 使用教員
G棟 1F 倉庫 6 医学系長 使用教員

医学類コリドーⅡ

医学類Ｇ棟
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棟名 階 室　　　　　名 面積 防火担当者 火　元　責　任　者 備　　考
G棟 1F 標本庫１ 190 医学系長 使用教員
G棟 2F 第４講義室 207 総務課長 医学学務係長
G棟 2F 解剖実習室 312 総務課長 医学学務係長
G棟 2F エレベーター室 10 総務課長 総務係長
G棟 2F 準備室 20 総務課長 医学学務係長
G棟 2F 階段1・ホール2 39 総務課長 総務係長
G棟 2F 階段2 20 総務課長 総務係長
G棟 2F 男子便所 15 総務課長 総務係長
G棟 2F 女子便所 15 総務課長 総務係長
G棟 2F 第3講義室 219 総務課長 医学学務係長
G棟 2F 標本庫２ 26 総務課長 医学学務係長
G棟 2F 標本庫３ 163 総務課長 医学学務係長
G棟 2F サーバ室 17 総務課長 医学学務係長
G棟 RF 機械室 32 総務課長 総務係長

薬品庫 1F 第４薬品庫 34 総務課長 経理係長

解剖標本庫 1F 解剖標本庫 198 医学系長 使用教員

車庫・倉庫 1F 車庫 45 総務課長 総務係長
車庫・倉庫 1F 倉庫 104 総務課長 総務係長
車庫・倉庫 1F 更衣室 6 総務課長 総務係長
車庫・倉庫 1F 更衣室 5 総務課長 総務係長
車庫・倉庫 1F 便所 8 総務課長 総務係長
車庫・倉庫 1F 湯沸室 3 総務課長 総務係長
車庫・倉庫 1F 通路 8 総務課長 総務係長

病理標本庫 1F 病理標本庫 99 医学系長 使用教員
病理標本庫 2F 病理標本庫 99 医学系長 使用教員

医学図書館 1F 階段 22 総務課長 医学図書館係長
医学図書館 1F 便所 22 総務課長 医学図書館係長
医学図書館 1F カウンタースペース 64 総務課長 医学図書館係長
医学図書館 1F 事務室 37 総務課長 医学図書館係長
医学図書館 1F 事務室 18 総務課長 医学図書館係長
医学図書館 1F 製本室 32 総務課長 医学図書館係長
医学図書館 1F 閲覧室 128 総務課長 医学図書館係長
医学図書館 1F 書庫 264 総務課長 医学図書館係長
医学図書館 1F 廊下 59 総務課長 医学図書館係長
医学図書館 2F 階段 22 総務課長 医学図書館係長
医学図書館 2F 廊下 19 総務課長 医学図書館係長
医学図書館 2F 視聴覚室 22 総務課長 医学図書館係長
医学図書館 2F 合同名誉教授室兼小会議室 32 総務課長 医学図書館係長
医学図書館 2F 貴重図書閲覧室 32 総務課長 医学図書館係長
医学図書館 2F 閲覧室 188 総務課長 医学図書館係長
医学図書館 2F 二次資料閲覧室 45 総務課長 医学図書館係長
医学図書館 2F 機械検索室 22 総務課長 医学図書館係長
医学図書館 2F 書庫 264 総務課長 医学図書館係長

旧書庫 1F 書庫 140 総務課長 総務係長
旧書庫 2F 書庫 140 総務課長 総務係長
旧書庫 3F 書庫 140 総務課長 総務係長

十全講堂 BF 階段／電気室／機械室 110 総務課長 総務係長
十全講堂 1F ホワイエ 166 総務課長 総務係長
十全講堂 1F 便所 38 総務課長 総務係長
十全講堂 1F クローク室 14 総務課長 総務係長
十全講堂 1F 倉庫 9 総務課長 総務係長
十全講堂 1F 大ホール 589 総務課長 総務係長
十全講堂 2F ロビー 43 総務課長 総務係長
十全講堂 2F 便所 20 総務課長 総務係長
十全講堂 2F 大会議室 109 総務課長 総務係長
十全講堂 2F 湯沸室 4 総務課長 総務係長
十全講堂 2F 音響室１ 15 総務課長 総務係長
十全講堂 2F 音響室２ 8 総務課長 総務係長
十全講堂 2F 小会議室 46 総務課長 総務係長
十全講堂 2F 照明室1 12 総務課長 総務係長
十全講堂 2F 照明室2 12 総務課長 総務係長
十全講堂 2F 階段・廊下 57 総務課長 総務係長
十全講堂 RF 倉庫 11 総務課長 総務係長
十全講堂 RF ＤＳ 5 総務課長 総務係長

医学類旧書庫

医学類薬品庫

医学類解剖標本庫

医学類車庫・倉庫

医学類病理標本庫

医学図書館

十　全　講　堂
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棟名 階 室　　　　　名 面積 防火担当者 火　元　責　任　者 備　　考

医学部記念館 1F ホール 107 総務課長 総務係長
医学部記念館 1F 階段 8 総務課長 総務係長
医学部記念館 1F 玄関 12 総務課長 総務係長
医学部記念館 1F 洗面所 6 総務課長 総務係長
医学部記念館 1F 便所 17 総務課長 総務係長
医学部記念館 1F 倉庫 8 総務課長 総務係長
医学部記念館 1F 事務室 26 総務課長 総務係長
医学部記念館 1F 準備室 35 総務課長 総務係長
医学部記念館 1F 資料展示室 147 総務課長 総務係長
医学部記念館 1F 倉庫 18 総務課長 総務係長
医学部記念館 1F 機械室 21 総務課長 総務係長
医学部記念館 1F ダムウェーター 3 総務課長 総務係長
医学部記念館 1F 倉庫 13 総務課長 総務係長
医学部記念館 2F 階段 22 総務課長 総務係長
医学部記念館 2F 洗面所 8 総務課長 総務係長
医学部記念館 2F 便所 17 総務課長 総務係長
医学部記念館 2F ホール 193 総務課長 総務係長
医学部記念館 2F 倉庫 16 総務課長 総務係長
医学部記念館 2F ダムウェーター 3 総務課長 総務係長
医学部記念館 2F 倉庫 5 総務課長 総務係長
医学部記念館 2F 集会室 196 総務課長 総務係長

福利施設棟 1F ホール 108 総務課長 医学学務係長
福利施設棟 1F 便所 21 総務課長 医学学務係長
福利施設棟 1F 手洗 11 総務課長 医学学務係長
福利施設棟 1F シャワー室 2 総務課長 医学学務係長
福利施設棟 1F 廊下 11 総務課長 医学学務係長
福利施設棟 1F 更衣室 8 総務課長 医学学務係長
福利施設棟 1F 事務室 8 総務課長 医学学務係長
福利施設棟 1F 倉庫 9 総務課長 医学学務係長
福利施設棟 1F 食堂 288 総務課長 医学学務係長
福利施設棟 1F 厨房 108 総務課長 医学学務係長
福利施設棟 2F 階段 18 総務課長 医学学務係長
福利施設棟 2F 便所 9 総務課長 医学学務係長
福利施設棟 2F ホール 86 総務課長 医学学務係長
福利施設棟 2F 購買部 108 総務課長 医学学務係長
福利施設棟 2F 倉庫 6 総務課長 医学学務係長
福利施設棟 2F 厨房 18 総務課長 医学学務係長
福利施設棟 2F 喫茶スペース 82 総務課長 医学学務係長
福利施設棟 2F 談話スペース 84 総務課長 医学学務係長

弓 道 場 1F 弓道場 58 総務課長 医学学務係長

課外活動施設棟 1F 廊下 84 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 1F 倉庫 9 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 1F 音楽練習室 75 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 1F 集会室 55 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 1F 暗室 14 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 1F 器具室 18 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 1F 男子更衣 9 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 1F シャワー室 9 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 1F 機械室 5 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 1F 便所 9 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 1F 女子更衣 8 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 1F シャワー室 6 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 1F 共用室 36 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 2F 階段・廊下 71 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 2F 器具室 18 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 2F 共用室（2） 37 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 2F 和室練習室 37 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 2F 共用室（3） 37 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 2F 共用室（4） 36 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 2F 共用室（5） 36 総務課長 医学学務係長
課外活動施設棟 2F 共用室（6） 37 総務課長 医学学務係長

立体駐車場 1F 駐車場 3091 総務課長 駐車場管理室 (財団法人済美会）
立体駐車場 2F 駐車場 3091 総務課長 駐車場管理室 (財団法人済美会）
立体駐車場 RF 駐車場 3091 総務課長 駐車場管理室 (財団法人済美会）

立体駐車場

医学類課外活動施設棟

医　学　部　記　念　館

医学類福利施設棟

医学類弓道場
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＜別表４＞

場所 室名 面積 防火担当者 火元責任者 備考

1F サーバールーム 23 先進予防医学研究センター長使用教員
WPI顕微鏡室 39 先進予防医学研究センター長使用教員
コラボ2 16 先進予防医学研究センター長使用教員
コラボ1 23 先進予防医学研究センター長使用教員
教授室 23 先進予防医学研究センター長使用教員
次世代シーケンサルーム 107 先進予防医学研究センター長使用教員
バイオバンクルーム 53 先進予防医学研究センター長使用教員
準備室 10 先進予防医学研究センター長使用教員
会議室 21 先進予防医学研究センター長使用教員
研究交流ラウンジ 19 総務課長 総務係長
セルソータールーム 43 先進予防医学研究センター長使用教員
遺伝子解析室2 21 先進予防医学研究センター長使用教員
電気室 47 先進予防医学研究センター長使用教員
用具庫 8 総務課長 総務係長
便所 20 総務課長 総務係長
通路等，玄関,PS,EPS 157 総務課長 総務係長

２F オープンラボ201 74 医学系長 使用教員
オープンラボ202 41 医学系長 使用教員
オープンラボ203 41 医学系長 使用教員
オープンラボ204 99 医学系長 使用教員
解析室 23 医学系長 使用教員
教員室201 22 医学系長 使用教員
教員室202 22 医学系長 使用教員
教授室202 22 医学系長 使用教員
研究交流ラウンジ201 20 総務課長 総務係長
ロッカー室 22 総務課長 総務係長

　 教員室203 23 医学系長 使用教員
研究交流ラウンジ202 22 総務課長 総務係長
教員室204 22 医学系長 使用教員
教員室205 22 医学系長 使用教員
教授室203 23 医学系長 使用教員
男，女便所 42 総務課長 総務係長
通路等，階段,PS,EPS 120 総務課長 総務係長

3F オープンラボ301 74 医学系長 使用教員
オープンラボ302 41 医学系長 使用教員
セミナー室 41 医学系長 使用教員
院生室 74 医学系長 使用教員
セミナールーム 23 医学系長 使用教員
職員室2 22 医学系長 使用教員
秘書室 22 医学系長 使用教員
教授室 22 医学系長 使用教員
研究交流ラウンジ301 20 総務課長 総務係長
ロッカー室 22 総務課長 総務係長

　 e-ラーニング室 67 医学系長 使用教員
教員室301 22 医学系長 使用教員
教員室302 23 医学系長 使用教員
男・女便所 42 総務課長 総務係長
通路等，階段,PS,EPS 145 総務課長 総務係長
　 　 　 　

４F DNA・動物実験室 85 子どものこころの発達研究セ使用教員
マウス実験室 13 子どものこころの発達研究セ使用教員
小動物実験室 9 子どものこころの発達研究セ使用教員

医学類D棟

火　　元　　責　　任　　者　　名　　簿　
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＜別表４＞
火　　元　　責　　任　　者　　名　　簿　

研究室405 8 子どものこころの発達研究セ使用教員
顕微鏡実験室 13 子どものこころの発達研究セ使用教員
暗室実験室 4 子どものこころの発達研究セ使用教員
防音実験室 24 子どものこころの発達研究セ使用教員
連合大学院会議室 48 子どものこころの発達研究セ使用教員
連合事務室 88 子どものこころの発達研究セ使用教員
センター事務室 45 子どものこころの発達研究セ使用教員
教員室401 13 子どものこころの発達研究セ使用教員
教員室402 11 子どものこころの発達研究セ使用教員
連合大学院生室 11 子どものこころの発達研究セ使用教員
物品庫 9 子どものこころの発達研究セ使用教員
リフレッシュルーム 22 総務課長 総務係長
冷凍庫 23 子どものこころの発達研究セ使用教員
研究室403 20 子どものこころの発達研究セ使用教員

　 研究室401 22 子どものこころの発達研究セ使用教員
研究室402 22 子どものこころの発達研究セ使用教員
男・女便所 42 総務課長 総務係長
通路等，階段,PS,EPS 128 総務課長 総務係長
　 　 　 　

５F 薬学系臨床薬物情報学実験室 74 医薬保健研究域長 総務係長
オープンラボ501 41 医学系長 使用教員
事務室 41 医学系長 使用教員
呼吸器内科医局 74 医学系長 使用教員
薬学系臨床薬物情報学研究室1 23 医薬保健研究域長 総務係長
薬学系臨床薬物情報学研究室2 22 医薬保健研究域長 総務係長
アイバンク 22 医薬保健研究域長 使用教員
研究室502 22 医学系長 使用教員
研究交流ラウンジ 20 総務課長 総務係長
ロッカー室 22 総務課長 総務係長
スキルラボ 45 医学系長 使用教員
スタッフルーム、セミナー室 89 医学系長 使用教員
男・女便所 42 総務課長 総務係長
通路等，階段,PS,EPS 123 総務課長 総務係長
　 　 　 　

６F オープンラボ601 74 医薬保健研究域長 使用教員
オープンラボ602 41 医薬保健研究域長 使用教員
オープンラボ603 17 医学系長 使用教員
オープンラボ604 23 医学系長 使用教員
オープンラボ605 229 医学系長 使用教員
研究室601 23 子どものこころの発達研究セ使用教員
研究室602 22 子どものこころの発達研究セ使用教員
研究室603 22 医学系長 使用教員
研究室604 22 医学系長 使用教員
研究交流ラウンジ 20 総務課長 総務係長
ロッカー室 22 総務課長 総務係長
男・女便所 43 総務課長 総務係長
通路等，階段,PS,EPS 102 総務課長 総務係長

　７F 倉庫701 10 総務課長 総務係長
倉庫702 10 総務課長 総務係長
水槽室 20 総務課長 総務係長
通路等，階段 40 総務課長 総務係長
EV機械室 34 総務課長 総務係長

2



＜別表４＞
火　　元　　責　　任　　者　　名　　簿　

1F 中動物室 25 疾患モデル総合研究センター使用教員
準備室-1 26 疾患モデル総合研究センター使用教員
前室-1 5 疾患モデル総合研究センター使用教員
前室-2 5 疾患モデル総合研究センター使用教員
感染実験室 21 疾患モデル総合研究センター使用教員
感染動物室-1 21 疾患モデル総合研究センター使用教員
前室-3 4 疾患モデル総合研究センター使用教員
準備室-2 17 疾患モデル総合研究センター使用教員
感染動物室-2 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
感染動物室-3 19 疾患モデル総合研究センター使用教員
器材倉庫 8 疾患モデル総合研究センター使用教員
洗浄室 34 疾患モデル総合研究センター使用教員
階段 23 総務課長 総務係長
廊下 58 総務課長 総務係長
玄関 9 総務課長 総務係長
WC 4 総務課長 総務係長
機械室 32 総務課長 総務係長
電気室 21 総務課長 総務係長
PS（×２） 3 総務課長 総務係長

2F 資料室・講義室 163 疾患モデル総合研究センター使用教員
P1実習室 26 疾患モデル総合研究センター使用教員
恒温室 22 疾患モデル総合研究センター使用教員
機器室B 4 疾患モデル総合研究センター使用教員
機器室A 42 疾患モデル総合研究センター使用教員
研究室 31 疾患モデル総合研究センター使用教員
教員研究室B 106 疾患モデル総合研究センター使用教員
教員研究室A 10 疾患モデル総合研究センター使用教員
教員研究室C 12 疾患モデル総合研究センター使用教員
管理室 2 疾患モデル総合研究センター使用教員
階段 14 総務課長 総務係長
廊下 18 総務課長 総務係長
女子便所 14 総務課長 総務係長
倉庫 5 総務課長 総務係長
手洗 28 総務課長 総務係長
物入 2 疾患モデル総合研究センター使用教員
PS（×３） 2 総務課長 総務係長

3F 実験準備洗浄室 60 疾患モデル総合研究センター使用教員
機器室C 14 疾患モデル総合研究センター使用教員
恒温室 5 疾患モデル総合研究センター使用教員
P1微生物実験室 42 疾患モデル総合研究センター使用教員
P1細胞培養室 20 疾患モデル総合研究センター使用教員
機器室B 19 疾患モデル総合研究センター使用教員
低温室 17 疾患モデル総合研究センター使用教員
機器室A 19 疾患モデル総合研究センター使用教員
P1実験室 37 疾患モデル総合研究センター使用教員
階段 23 総務課長 総務係長
廊下 44 総務課長 総務係長
WC 12 総務課長 総務係長
倉庫 4 総務課長 総務係長
物入 1 疾患モデル総合研究センター使用教員
PS（×３） 13 総務課長 総務係長

4F 教員室 14 疾患モデル総合研究センター使用教員
事務室 12 疾患モデル総合研究センター使用教員
倉庫 5 疾患モデル総合研究センター使用教員
暗室 10 疾患モデル総合研究センター使用教員
実験準備室 14 疾患モデル総合研究センター使用教員
顕微鏡室 10 疾患モデル総合研究センター使用教員
暗室 10 疾患モデル総合研究センター使用教員
実験室2 39 疾患モデル総合研究センター使用教員
廃液貯蔵室 5 疾患モデル総合研究センター使用教員
倉庫 13 疾患モデル総合研究センター使用教員
細胞貯蔵室 3 疾患モデル総合研究センター使用教員
共同実験室2 39 疾患モデル総合研究センター使用教員
共同実験室1 36 疾患モデル総合研究センター使用教員
実験室1 36 疾患モデル総合研究センター使用教員
培養室 11 疾患モデル総合研究センター使用教員
階段 23 総務課長 総務係長
廊下 39 総務課長 総務係長
PS（×２） 11 総務課長 総務係長

研究基盤支援施設

3



＜別表４＞
火　　元　　責　　任　　者　　名　　簿　

5F 階段 23 総務課長 総務係長
廊下 12 総務課長 総務係長
機械室 92 総務課長 総務係長
排風機室 27 総務課長 総務係長

BF ボイラー室 101 総務課長 総務係長
機械室 102 総務課長 総務係長
自家発電機室 34 総務課長 総務係長
電気室 76 総務課長 総務係長
残渣処理室 51 疾患モデル総合研究センター使用教員
冷蔵室 15 疾患モデル総合研究センター使用教員
中央監視室 11 疾患モデル総合研究センター使用教員
マニホールド室 16 疾患モデル総合研究センター使用教員
宿直室 13 疾患モデル総合研究センター使用教員
便所 3 総務課長 総務係長
浴室・脱衣室 8 疾患モデル総合研究センター使用教員
廊下 22 総務課長 総務係長
エレベーター室 7 総務課長 総務係長

1F 玄関 11 総務課長 総務係長
廊下 117 総務課長 総務係長
事務室 28 疾患モデル総合研究センター使用教員
技術員室 25 疾患モデル総合研究センター使用教員
教員室兼大学院研究室 52 疾患モデル総合研究センター使用教員
教授室 25 疾患モデル総合研究センター使用教員
集会室 32 疾患モデル総合研究センター使用教員
職員休憩室（１） 8 疾患モデル総合研究センター使用教員
踏込 1 疾患モデル総合研究センター使用教員
浴室 3 疾患モデル総合研究センター使用教員
浴室 4 疾患モデル総合研究センター使用教員
休養室 14 疾患モデル総合研究センター使用教員
職員休憩室（２） 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
洗浄滅菌室（１） 77 疾患モデル総合研究センター使用教員
洗浄滅菌室（２） 48 疾患モデル総合研究センター使用教員
器材倉庫 30 疾患モデル総合研究センター使用教員
器材準備室 47 疾患モデル総合研究センター使用教員
洗浄倉庫 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 5 総務課長 総務係長
ＤＳ－ＰＳ 5 総務課長 総務係長
倉庫 5 総務課長 総務係長
エレベータ室 6 総務課長 総務係長
女子便所 6 総務課長 総務係長
男子便所 7 総務課長 総務係長
利用者休憩室 19 疾患モデル総合研究センター使用教員
教員実験室 54 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ１実験室 12 疾患モデル総合研究センター使用教員
検査室 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
培養室 15 疾患モデル総合研究センター使用教員
検疫室 22 疾患モデル総合研究センター使用教員
ウサギ予備飼育室 13 疾患モデル総合研究センター使用教員
検収室 15 疾患モデル総合研究センター使用教員
廊下 117 総務課長 総務係長
エレベータ室 7 総務課長 総務係長
ＤＳ－ＰＳ 12 総務課長 総務係長

2F 利用者休憩室・廊下 118 疾患モデル総合研究センター使用教員
手術準備室 9 疾患モデル総合研究センター使用教員
手術用実験室（１） 疾患モデル総合研究センター使用教員
手術用実験室（２） 疾患モデル総合研究センター使用教員
手術用実験室（３） 疾患モデル総合研究センター使用教員
手術用実験室（４） 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｘ線装置室 29 疾患モデル総合研究センター使用教員
機械室（手術室系統） 28 疾患モデル総合研究センター使用教員
マウス検疫室（１） 疾患モデル総合研究センター使用教員
マウス検疫室（２） 疾患モデル総合研究センター使用教員
マウス検疫室（３） 疾患モデル総合研究センター使用教員
マウス検疫室（４） 疾患モデル総合研究センター使用教員
マウス検疫室（５） 疾患モデル総合研究センター使用教員
マウス検疫室（６） 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 2 総務課長 総務係長
動物室（サル） 55 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（イヌ） 33 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（ウサギ） 43 疾患モデル総合研究センター使用教員

動物実験施設棟

49

53

55
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＜別表４＞
火　　元　　責　　任　　者　　名　　簿　

飼料倉庫 23 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（ブタ） 34 疾患モデル総合研究センター使用教員
エレベータ室 6 総務課長 総務係長
倉庫 5 総務課長 総務係長
ウサギ処置室 16 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 5 総務課長 総務係長
ＤＳ－ＰＳ 5 総務課長 総務係長
観察飼育室（３）・前室 19 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 12 総務課長 総務係長
Ｐ２動物室（３）・前室 23 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ２動物室（１） 7 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ２動物室（２） 6 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ２実験室・前室 24 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（多目的）（５）・前室 29 疾患モデル総合研究センター使用教員
洗面所 3 総務課長 総務係長
エレベータ室 7 総務課長 総務係長
ＤＳ－ＰＳ 16 総務課長 総務係長

3F 胚操作実験室・前室 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
胚操作動物室 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（多目的）（１）・前室 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（１）・前室 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（２）・前室 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（３）・前室 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（４）・前室 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（５）・前室 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（６）・前室 25 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 2 総務課長 総務係長
洗面所 3 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 16 総務課長 総務係長
ケージ準備室 7 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｘ線照射室 11 疾患モデル総合研究センター使用教員
行動観察室・前室 25 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室（１） 13 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室（２） 13 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室（３） 13 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室（４） 13 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室（５） 13 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室前室（１） 34 疾患モデル総合研究センター使用教員
塩素水製造室 3 疾患モデル総合研究センター使用教員
パスルーム（1） 2 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ更衣室 6 疾患モデル総合研究センター使用教員
オートクレーブ 32 疾患モデル総合研究センター使用教員
バスルーム（２） 4 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 4 総務課長 総務係長
ＤＳ－ＰＳ 5 総務課長 総務係長
エレベータ室 6 総務課長 総務係長
倉庫 5 総務課長 総務係長
滅菌給水準備室 46 疾患モデル総合研究センター使用教員
バスルーム（３） 3 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 13 総務課長 総務係長
ＳＰＦ動物室（６） 19 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室（７） 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室（８） 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室（９） 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
機械室（ＳＰＦ系統） 46 総務課長 総務係長
廊下 139 総務課長 総務係長
ＳＰＦ動物室前室（２） 疾患モデル総合研究センター使用教員
エレベータ室 7 総務課長 総務係長

4F 実験室（１） 17 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（７） 28 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（８）・前室 28 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（９） 28 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（ラット）（１） 25 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（１０） 28 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（多目的）（３）・前室 28 疾患モデル総合研究センター使用教員
機械室（３Ｆ飼育室系統） 52 総務課長 総務係長
ＤＳ－ＰＳ 3 総務課長 総務係長
洗面所 3 総務課長 総務係長
ＤＳ－ＰＳ 16 総務課長 総務係長
動物室（ラット）（２） 53 疾患モデル総合研究センター使用教員

5



＜別表４＞
火　　元　　責　　任　　者　　名　　簿　

動物室（マット）（１１） 38 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（モルモット） 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
観察飼育室（１） 15 疾患モデル総合研究センター使用教員
飼料倉庫 15 疾患モデル総合研究センター使用教員
実験室（３） 25 疾患モデル総合研究センター使用教員
観察飼育室（２） 17 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 5 総務課長 総務係長
倉庫 5 疾患モデル総合研究センター使用教員
エレベータ室 6 総務課長 総務係長
電気生理実験室・前室 16 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 4 総務課長 総務係長
実験室（防音）・前室 22 疾患モデル総合研究センター使用教員
暗室 5 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 12 総務課長 総務係長
実験室（２） 47 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（魚類両生類） 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（多目的）（２） 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（多目的）（４）・前室 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
機械室（４Ｆ飼育室系統） 46 総務課長 総務係長
エレベータ室 7 総務課長 総務係長
廊下 149 総務課長 総務係長

5F 階段ホール 30 総務課長 総務係長
エレベータ室 6 総務課長 総務係長
倉庫 21 総務課長 総務係長
倉庫 5 総務課長 総務係長

RF エレベータ機械室 25 総務課長 総務係長
全館 疾患モデル総合研究センター使用教員

1F 玄関ホール 38 総務課長 総務係長
更衣室 3 疾患モデル総合研究センター使用教員
シャワー室 2 疾患モデル総合研究センター使用教員
汚染検査コーナー 4 疾患モデル総合研究センター使用教員
保管廃棄室 49 疾患モデル総合研究センター使用教員
ダムウェーター 4 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ.Ｓ 2 総務課長 総務係長
管理事務室 56 疾患モデル総合研究センター使用教員
教授室 28 疾患モデル総合研究センター使用教員
変電室 28 総務課長 総務係長
廊下（管理区域） 20 総務課長 総務係長
廊下（非管理区域） 53 総務課長 総務係長
廃棄作業室 28 疾患モデル総合研究センター使用教員
会議室 55 疾患モデル総合研究センター使用教員
施設長室 28 疾患モデル総合研究センター使用教員
空調機械室 57 総務課長 総務係長
便所 14 総務課長 総務係長
Ｐ.Ｓ 2 総務課長 総務係長
エレベータ室 5 総務課長 総務係長
階段 10 総務課長 総務係長
ポンプ室 18 総務課長 総務係長

2F 実習室 163 疾患モデル総合研究センター使用教員
教員室 26 疾患モデル総合研究センター使用教員
準備室 22 疾患モデル総合研究センター使用教員
ダムウェーター 4 疾患モデル総合研究センター使用教員
廊下（管理区域） 42 総務課長 総務係長
廊下（非管理区域） 31 総務課長 総務係長
実習用測定室 106 疾患モデル総合研究センター使用教員
暗室 10 疾患モデル総合研究センター使用教員
汚染検査コーナー 12 疾患モデル総合研究センター使用教員
シャワー室 2 疾患モデル総合研究センター使用教員
更衣室 14 疾患モデル総合研究センター使用教員
機械室 18 総務課長 総務係長
便所 14 総務課長 総務係長
エレベータ室 5 総務課長 総務係長
階段 28 総務課長 総務係長
P.S 2 総務課長 総務係長

3F トレーサー実験室 101 疾患モデル総合研究センター使用教員
低温室 28 疾患モデル総合研究センター使用教員

アイソトープ総合センター

6



＜別表４＞
火　　元　　責　　任　　者　　名　　簿　

機械室 17 総務課長 総務係長
更衣室 5 疾患モデル総合研究センター使用教員
汚染検査コーナー 5 疾患モデル総合研究センター使用教員
シャワー室 2 疾患モデル総合研究センター使用教員
便所 14 総務課長 総務係長
エレベータ室 5 総務課長 総務係長
P.S 2 総務課長 総務係長
階段室 28 総務課長 総務係長
ダムウェーター 4 疾患モデル総合研究センター使用教員
トレーサー実験室 54 疾患モデル総合研究センター使用教員
P.S 4 総務課長 総務係長
P.S 2 総務課長 総務係長
培養室 34 疾患モデル総合研究センター使用教員
暗室 11 疾患モデル総合研究センター使用教員
P.S 3 総務課長 総務係長
P.S 1 総務課長 総務係長
試料調製室 26 疾患モデル総合研究センター使用教員
測定室 52 疾患モデル総合研究センター使用教員
P.S 3 総務課長 総務係長
P.S 1 総務課長 総務係長
准教授室 26 疾患モデル総合研究センター使用教員
廊下（管理区域） 46 総務課長 総務係長
廊下（非管理区域） 27 総務課長 総務係長
P.S 2 総務課長 総務係長

4F トレーサー実験室 101 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ.Ｓ 1 総務課長 総務係長
Ｐ.Ｓ 3 総務課長 総務係長
Ｐ.Ｓ 2 総務課長 総務係長
Ｐ.Ｓ 3 総務課長 総務係長
Ｐ.Ｓ 1 疾患モデル総合研究センター使用教員
低温室 19 疾患モデル総合研究センター使用教員
培養室 9 疾患モデル総合研究センター使用教員
機械室 17 総務課長 総務係長
更衣室 5 疾患モデル総合研究センター使用教員
汚染検査コーナー 5 疾患モデル総合研究センター使用教員
シャワー室 2 疾患モデル総合研究センター使用教員
便所 14 総務課長 総務係長
エレベータ室 5 総務課長 総務係長
Ｐ.Ｓ 2 総務課長 総務係長
階段室 28 総務課長 総務係長
ダムウェーター 4 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ.Ｓ 2 総務課長 総務係長
分注室 10 疾患モデル総合研究センター使用教員
RI貯蔵室 12 疾患モデル総合研究センター使用教員
トレーサー実験室 51 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ.Ｓ 3 総務課長 総務係長
Ｐ.Ｓ 1 総務課長 総務係長
トレーサー実験室 26 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＰＳ 3 総務課長 総務係長
ＰＳ 1 総務課長 総務係長
試料調製室 26 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ.Ｓ 1 総務課長 総務係長
Ｐ.Ｓ 1 総務課長 総務係長
測定室 52 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ.Ｓ 3 総務課長 総務係長
Ｐ.Ｓ 1 総務課長 総務係長
管理室 26 疾患モデル総合研究センター使用教員
廊下（管理区域） 46 総務課長 総務係長
廊下（非管理区域） 27 総務課長 総務係長
P.S 2 総務課長 総務係長

5F 小動物飼育室 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ.Ｓ 3 総務課長 総務係長
ＰＳ 2 総務課長 総務係長
小動物実験室 51 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ.Ｓ 3 総務課長 総務係長
Ｐ.Ｓ 1 総務課長 総務係長
高レベル実験室 26 疾患モデル総合研究センター使用教員
高レベル実験室 26 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ.Ｓ 1 総務課長 総務係長
ＰＳ 1 総務課長 総務係長
機械室 14 総務課長 総務係長
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＜別表４＞
火　　元　　責　　任　　者　　名　　簿　

更衣室 7 疾患モデル総合研究センター使用教員
汚染検査コーナー 5 疾患モデル総合研究センター使用教員
シャワー室 2 疾患モデル総合研究センター使用教員
便所 14 総務課長 総務係長
エレベータ室 5 総務課長 総務係長
Ｐ.Ｓ 2 総務課長 総務係長
階段室 28 総務課長 総務係長
ダムウェーター 4 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ.Ｓ 2 総務課長 総務係長
RI貯蔵室 5 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物乾燥処理室 13 疾患モデル総合研究センター使用教員
中動物飼育室 13 疾患モデル総合研究センター使用教員
中動物実験室 39 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ.Ｓ 3 総務課長 総務係長
排気給気設備室 140 疾患モデル総合研究センター使用教員
廊下（管理区域） 50 総務課長 総務係長
廊下（非管理区域） 27 総務課長 総務係長
P.S 2 総務課長 総務係長

RF 階段 37 総務課長 総務係長
倉庫 10 総務課長 総務係長
エレベータ機械室 19 総務課長 総務係長
P.S 10 総務課長 総務係長

BF ボイラー室 101 総務課長 総務係長
機械室 102 総務課長 総務係長
自家発電機室 34 総務課長 総務係長
電気室 76 総務課長 総務係長
残渣処理室 51 疾患モデル総合研究センター使用教員
冷蔵室 15 疾患モデル総合研究センター使用教員
中央監視室 11 疾患モデル総合研究センター使用教員
マニホールド室 16 疾患モデル総合研究センター使用教員
宿直室 13 疾患モデル総合研究センター使用教員
便所 3 総務課長 総務係長
浴室・脱衣室 8 疾患モデル総合研究センター使用教員
廊下 22 総務課長 総務係長
エレベーター室 7 総務課長 総務係長

1F 玄関 11 総務課長 総務係長
廊下 117 総務課長 総務係長
事務室 28 疾患モデル総合研究センター使用教員
技術員室 25 疾患モデル総合研究センター使用教員
教員室兼大学院研究室 52 疾患モデル総合研究センター使用教員
教授室 25 疾患モデル総合研究センター使用教員
集会室 32 疾患モデル総合研究センター使用教員
職員休憩室（１） 8 疾患モデル総合研究センター使用教員
踏込 1 疾患モデル総合研究センター使用教員
浴室 3 疾患モデル総合研究センター使用教員
浴室 4 疾患モデル総合研究センター使用教員
休養室 14 疾患モデル総合研究センター使用教員
職員休憩室（２） 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
洗浄滅菌室（１） 77 疾患モデル総合研究センター使用教員
洗浄滅菌室（２） 48 疾患モデル総合研究センター使用教員
器材倉庫 30 疾患モデル総合研究センター使用教員
器材準備室 47 疾患モデル総合研究センター使用教員
洗浄倉庫 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 5 総務課長 総務係長
ＤＳ－ＰＳ 5 総務課長 総務係長
倉庫 5 総務課長 総務係長
エレベータ室 6 総務課長 総務係長
女子便所 6 総務課長 総務係長
男子便所 7 総務課長 総務係長
利用者休憩室 19 疾患モデル総合研究センター使用教員
教員実験室 54 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ１実験室 12 疾患モデル総合研究センター使用教員
検査室 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
培養室 15 疾患モデル総合研究センター使用教員
検疫室 22 疾患モデル総合研究センター使用教員
ウサギ予備飼育室 13 疾患モデル総合研究センター使用教員
検収室 15 疾患モデル総合研究センター使用教員
廊下 117 総務課長 総務係長
エレベータ室 7 総務課長 総務係長
ＤＳ－ＰＳ 12 総務課長 総務係長

動物実験施設棟
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2F 利用者休憩室・廊下 118 疾患モデル総合研究センター使用教員
手術準備室 9 疾患モデル総合研究センター使用教員
手術用実験室（１） 疾患モデル総合研究センター使用教員
手術用実験室（２） 疾患モデル総合研究センター使用教員
手術用実験室（３） 疾患モデル総合研究センター使用教員
手術用実験室（４） 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｘ線装置室 29 疾患モデル総合研究センター使用教員
機械室（手術室系統） 28 疾患モデル総合研究センター使用教員
マウス検疫室（１） 疾患モデル総合研究センター使用教員
マウス検疫室（２） 疾患モデル総合研究センター使用教員
マウス検疫室（３） 疾患モデル総合研究センター使用教員
マウス検疫室（４） 疾患モデル総合研究センター使用教員
マウス検疫室（５） 疾患モデル総合研究センター使用教員
マウス検疫室（６） 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 2 総務課長 総務係長
動物室（サル） 55 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（イヌ） 33 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（ウサギ） 43 疾患モデル総合研究センター使用教員
飼料倉庫 23 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（ブタ） 34 疾患モデル総合研究センター使用教員
エレベータ室 6 総務課長 総務係長
倉庫 5 総務課長 総務係長
ウサギ処置室 16 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 5 総務課長 総務係長
ＤＳ－ＰＳ 5 総務課長 総務係長
観察飼育室（３）・前室 19 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 12 総務課長 総務係長
Ｐ２動物室（３）・前室 23 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ２動物室（１） 7 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ２動物室（２） 6 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｐ２実験室・前室 24 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（多目的）（５）・前室 29 疾患モデル総合研究センター使用教員
洗面所 3 総務課長 総務係長
エレベータ室 7 総務課長 総務係長
ＤＳ－ＰＳ 16 総務課長 総務係長

3F 胚操作実験室・前室 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
胚操作動物室 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（多目的）（１）・前室 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（１）・前室 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（２）・前室 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（３）・前室 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（４）・前室 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（５）・前室 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（６）・前室 25 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 2 総務課長 総務係長
洗面所 3 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 16 総務課長 総務係長
ケージ準備室 7 疾患モデル総合研究センター使用教員
Ｘ線照射室 11 疾患モデル総合研究センター使用教員
行動観察室・前室 25 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室（１） 13 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室（２） 13 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室（３） 13 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室（４） 13 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室（５） 13 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室前室（１） 34 疾患モデル総合研究センター使用教員
塩素水製造室 3 疾患モデル総合研究センター使用教員
パスルーム（1） 2 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ更衣室 6 疾患モデル総合研究センター使用教員
オートクレーブ 32 疾患モデル総合研究センター使用教員
バスルーム（２） 4 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 4 総務課長 総務係長
ＤＳ－ＰＳ 5 総務課長 総務係長
エレベータ室 6 総務課長 総務係長
倉庫 5 総務課長 総務係長
滅菌給水準備室 46 疾患モデル総合研究センター使用教員
バスルーム（３） 3 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 13 総務課長 総務係長
ＳＰＦ動物室（６） 19 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室（７） 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室（８） 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＳＰＦ動物室 18 疾患モデル総合研究センター使用教員

49

53

55
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＜別表４＞
火　　元　　責　　任　　者　　名　　簿　

ＳＰＦ動物室（９） 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
機械室（ＳＰＦ系統） 46 総務課長 総務係長
廊下 139 総務課長 総務係長
ＳＰＦ動物室前室（２） 疾患モデル総合研究センター使用教員
エレベータ室 7 総務課長 総務係長

4F 実験室（１） 17 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（７） 28 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（８）・前室 28 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（９） 28 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（ラット）（１） 25 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マウス）（１０） 28 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（多目的）（３）・前室 28 疾患モデル総合研究センター使用教員
機械室（３Ｆ飼育室系統） 52 総務課長 総務係長
ＤＳ－ＰＳ 3 総務課長 総務係長
洗面所 3 総務課長 総務係長
ＤＳ－ＰＳ 16 総務課長 総務係長
動物室（ラット）（２） 53 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（マット）（１１） 38 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（モルモット） 27 疾患モデル総合研究センター使用教員
観察飼育室（１） 15 疾患モデル総合研究センター使用教員
飼料倉庫 15 疾患モデル総合研究センター使用教員
実験室（３） 25 疾患モデル総合研究センター使用教員
観察飼育室（２） 17 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 5 総務課長 総務係長
倉庫 5 疾患モデル総合研究センター使用教員
エレベータ室 6 総務課長 総務係長
電気生理実験室・前室 16 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 4 総務課長 総務係長
実験室（防音）・前室 22 疾患モデル総合研究センター使用教員
暗室 5 疾患モデル総合研究センター使用教員
ＤＳ－ＰＳ 12 総務課長 総務係長
実験室（２） 47 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（魚類両生類） 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（多目的）（２） 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
動物室（多目的）（４）・前室 18 疾患モデル総合研究センター使用教員
機械室（４Ｆ飼育室系統） 46 総務課長 総務係長
エレベータ室 7 総務課長 総務係長
廊下 149 総務課長 総務係長

5F 階段ホール 30 総務課長 総務係長
エレベータ室 6 総務課長 総務係長
倉庫 21 総務課長 総務係長
倉庫 5 総務課長 総務係長

RF エレベータ機械室 25 総務課長 総務係長
エレベータ機械室 19 総務課長 総務係長

10



火元責任者の一覧表
別表４

棟名称 階 部屋名称 面積 防火担当者 火元責任者 備考

１号館 1 暗室１ 22 保健学系長 使用教員 1101

１号館 1 暗室２ 22 保健学系長 使用教員 1102

１号館 1 暗室３ 43 保健学系長 使用教員 1103

１号館 1 放射線実習室１－１ 29 保健学系長 使用教員 1104

１号館 1 放射線実習室１－２ 43 保健学系長 使用教員 1105

１号館 1 放射線実習室１－３ 43 保健学系長 使用教員 1106

１号館 1 放射線実習室１－４ 43 保健学系長 使用教員 1107

１号館 1 放射線実習室１－５ 35 保健学系長 使用教員 1108

１号館 1 教員室 17 保健学系長 使用教員 1109

１号館 1 教員室 17 保健学系長 使用教員 1110

１号館 1 放射線実習室１－７ 35 保健学系長 使用教員 1111

１号館 1 教員室 17 保健学系長 使用教員 1112

１号館 1 実験準備室 17 保健学系長 使用教員 1113

１号館 1 放射線実習室１－８ 52 保健学系長 使用教員 1114

１号館 1 研究室 17 保健学系長 使用教員 1115

１号館 1 研究室 17 保健学系長 使用教員 1116

１号館 1 電話機械室 17 保健学支援課長 企画総務係長 1117

１号館 1 保健室 17 保健学支援課長 保健学務係長 1118

１号館 1 事務室 191 保健学支援課長 企画総務係長 1119

１号館 1 監視室 10 保健学支援課長 企画総務係長 1120

１号館 1 事務長室 22 保健学支援課長 企画総務係長 1121

１号館 1 系長室 41 保健学支援課長 企画総務係長 1122

１号館 1 学生支援相談室 16 保健学支援課長 保健学務係長 1123

１号館 1 倉庫 26 保健学支援課長 企画総務係長 1124

１号館 1 会議室 86 保健学支援課長 企画総務係長 1125

１号館 1 車庫 51 保健学支援課長 企画総務係長 1126

１号館 1 電気室 59 保健学支援課長 企画総務係長 1127

１号館 1 機械室 122 保健学支援課長 企画総務係長 1128

１号館 1 廊下・玄関ホール・階段 380 保健学支援課長 保健総務係長

１号館 2 講義室 65 保健学支援課長 保健学務係長 1201

１号館 2 RI準備室 22 保健学系長 使用教員 1202

１号館 2 放射化学実験研究室 43 保健学系長 使用教員 1203

１号館 2 放射化学研究室 66 保健学系長 使用教員 1204

１号館 2 電気・電子工学研究室 65 保健学系長 使用教員 1205

１号館 2 実習準備室 17 保健学系長 使用教員 1206

１号館 2 電気系実験研究室 35 保健学系長 使用教員 1207

１号館 2 教員室 17 保健学系長 使用教員 1208

１号館 2 研究室 35 保健学系長 使用教員 1209

１号館 2 研究室 35 保健学系長 使用教員 1210

１号館 2 教員室 17 保健学系長 使用教員 1211

１号館 2 教員室 17 保健学系長 使用教員 1212

１号館 2 教員室 17 保健学系長 使用教員 1213

１号館 2 教員室 17 保健学系長 使用教員 1214

１号館 2 放射線資料整理室Ⅰ 35 保健学系長 使用教員 1215

１号館 2 リフレッシュコーナー 17 保健学系長 使用教員 1216

１号館 2 講義室 68 保健学支援課長 保健学務係長 1217

１号館 2 講義室 68 保健学支援課長 保健学務係長 1218

１号館 2 講義室 90 保健学支援課長 保健学務係長 1219

１号館 2 講義室 165 保健学支援課長 保健学務係長 1220

１号館 2 管理倉庫 88 保健学支援課長 企画総務係長 1221

１号館 2 印刷室 29 保健学支援課長 企画総務係長 1222

１号館 2 廊下・階段 354 保健学支援課長 企画総務係長



火元責任者の一覧表
別表４

棟名称 階 部屋名称 面積 防火担当者 火元責任者 備考

１号館 3 講義室 65 保健学支援課長 保健学務係長 1301

１号館 3 講義室 65 保健学支援課長 保健学務係長 1302

１号館 3 講義室 86 保健学支援課長 保健学務係長 1303

１号館 3 教員室 43 保健学系長 使用教員 1304

１号館 3 教員室 17 保健学系長 使用教員 1305

１号館 3 リフレッシュコーナー 17 保健学系長 使用教員 1306

１号館 3 実験・研究室 61 保健学系長 使用教員 1307

１号館 3 教員室 17 保健学系長 使用教員 1308

１号館 3 教員室 17 保健学系長 使用教員 1309

１号館 3 暗室 17 保健学系長 使用教員 1310

１号館 3 組織学研究室 17 保健学系長 使用教員 1311

１号館 3 電顕研究室 17 保健学系長 使用教員 1312

１号館 3 教員室 17 保健学系長 使用教員 1313

１号館 3 教員室 17 保健学系長 使用教員 1314

１号館 3 基礎看護実験室 35 保健学系長 使用教員 1315

１号館 3 面談室 17 保健学系長 使用教員 1316

１号館 3 健康教育実習実験室 136 保健学系長 使用教員 1317

１号館 3 実習準備室 22 保健学系長 使用教員 1318

１号館 3 集会室 65 保健学系長 使用教員 1319

１号館 3 廊下・階段 175 保健学支援課長 企画総務係長

１号館 4 家庭分娩実習室 43 保健学系長 使用教員 1401

１号館 4 小児実験研究室 65 保健学系長 使用教員 1402

１号館 4 器材室 22 保健学系長 使用教員 1403

１号館 4 小児看護実習室 86 保健学系長 使用教員 1404

１号館 4 教員室 43 保健学系長 使用教員 1405

１号館 4 教員室 35 保健学系長 使用教員 1406

１号館 4 リフレッシュコーナー 35 保健学系長 使用教員 1407

１号館 4 教員室 17 保健学系長 使用教員 1408

１号館 4 教員室 17 保健学系長 使用教員 1409

１号館 4 教員室 17 保健学系長 使用教員 1410

１号館 4 教員室 17 保健学系長 使用教員 1411

１号館 4 臨床看護実験研究室 52 保健学系長 使用教員 1412

１号館 4 教員室 17 保健学系長 使用教員 1413

１号館 4 教員室 17 保健学系長 使用教員 1414

１号館 4 教員室 35 保健学系長 使用教員 1415

１号館 4 教員室 35 保健学系長 使用教員 1416

１号館 4 母子看護実習・研究室 187 保健学系長 使用教員 1417

１号館 4 廊下・階段 193 保健学支援課長 企画総務係長

１号館 5 化学系実習室 130 保健学系長 使用教員 1501

１号館 5 精密測定室 35 保健学系長 使用教員 1502

１号館 5 暗室 16 保健学系長 使用教員 1503

１号館 5 低温室 36 保健学系長 使用教員 1504

１号館 5 教員研究室 43 保健学系長 使用教員 1505

１号館 5 教員室 17 保健学系長 使用教員 1506

１号館 5 教員室 17 保健学系長 使用教員 1507

１号館 5 教員室 17 保健学系長 使用教員 1508

１号館 5 教員室 17 保健学系長 使用教員 1509

１号館 5 教員室 17 保健学系長 使用教員 1510

１号館 5 教員室 17 保健学系長 使用教員 1511

１号館 5 洗浄室 35 保健学系長 使用教員 1512

１号館 5 リフレッシュコーナー 17 保健学系長 使用教員 1513

１号館 5 教員室 17 保健学系長 使用教員 1514



火元責任者の一覧表
別表４

棟名称 階 部屋名称 面積 防火担当者 火元責任者 備考

１号館 5 教員室 17 保健学系長 使用教員 1515

１号館 5 生化学・医用工学実験室 59 保健学系長 使用教員 1516

１号館 5 教員室 11 保健学系長 使用教員 1517

１号館 5 低温培養室 17 保健学系長 使用教員 1518

１号館 5 ゼミ室 17 保健学系長 使用教員 1519

１号館 5 ゼミ室 17 保健学系長 使用教員 1520

１号館 5 ゼミ室 17 保健学系長 使用教員 1521

１号館 5 ゼミ室 17 保健学系長 使用教員 1522

１号館 5 ゼミ室 17 保健学系長 使用教員 1523

１号館 5 医用工学実験室 43 保健学系長 使用教員 1524

１号館 5 ゼミ室 22 保健学系長 使用教員 1525

１号館 5 教員室 22 保健学系長 使用教員 1526

１号館 5 廊下・階段 226 保健学支援課長 企画総務係長

１号館 6 微生物学実習室 138 保健学系長 使用教員 1601

１号館 6 形態学実習室 130 保健学系長 使用教員 1602

１号館 6 血液病態学実験室Ⅰ 35 保健学系長 使用教員 1603

１号館 6 教員室 17 保健学系長 使用教員 1604

１号館 6 血液病態学実験室Ⅱ 52 保健学系長 使用教員 1605

１号館 6 滅菌洗浄室 35 保健学系長 使用教員 1606

１号館 6 衛生物理学研究室 35 保健学系長 使用教員 1607

１号館 6 薬品機材室 17 保健学系長 使用教員 1608

１号館 6 ゼミ室 17 保健学系長 使用教員 1609

１号館 6 ゼミ室 35 保健学系長 使用教員 1610

１号館 6 集会室Ⅰ 17 保健学系長 使用教員 1611

１号館 6 教員研究室 52 保健学系長 使用教員 1612

１号館 6 教員室 17 保健学系長 使用教員 1613

１号館 6 生理学実習室 94 保健学系長 使用教員 1614

１号館 6 教員室 22 保健学系長 使用教員 1615

１号館 6 フリーザー室 22 保健学系長 使用教員 1616

１号館 6 廊下・階段 188 保健学支援課長 企画総務係長

１号館 R 動物室 43 保健学支援課長 企画総務係長

１号館 R 前室 11 保健学支援課長 企画総務係長

１号館 R ｴﾚﾊﾞｰﾀｰ機械室 27 保健学支援課長 企画総務係長

１号館 R 階段 27 保健学支援課長 企画総務係長

２号館 1 講義室 108 保健学支援課長 保健学務係長 2101

２号館 1 講義室 65 保健学支援課長 保健学務係長 2102

２号館 1 ゼミナール室 53 保健学系長 使用教員 2103

２号館 1 水治療実習室 89 保健学系長 使用教員 2104

２号館 1 教員研究室 64 保健学系長 使用教員 2105

２号館 1 ゼミ室 41 保健学系長 使用教員 2106

２号館 1 玄関･廊下･階段･EVPS 168 保健学支援課長 企画総務係長

２号館 2 機能運動学実習室 86 保健学系長 使用教員 2201

２号館 2 運動治療技術学実習室 187 保健学系長 使用教員 2202

２号館 2 物理治療技術学実習室 71 保健学系長 使用教員 2203

２号館 2 作業療法実習室 188 保健学系長 使用教員 2204

２号館 2 廊下･階段･EVPS 87 保健学支援課長 企画総務係長

２号館 3 実習室 21 保健学系長 使用教員 2301

２号館 3 電気生理実習室 130 保健学系長 使用教員 2302

２号館 3 研究室 21 保健学系長 使用教員 2303

２号館 3 教員室 18 保健学系長 使用教員 2304

２号館 3 教員室 18 保健学系長 使用教員 2305

２号館 3 教員室 18 保健学系長 使用教員 2306



火元責任者の一覧表
別表４

棟名称 階 部屋名称 面積 防火担当者 火元責任者 備考

２号館 3 教員室 18 保健学系長 使用教員 2307

２号館 3 理学・作業共同事務室 35 保健学系長 使用教員 2308

２号館 3 理学・作業共同研究室 35 保健学系長 使用教員 2309

２号館 3 研究室 24 保健学系長 使用教員 2310

２号館 3 実習室 12 保健学系長 使用教員 2311

２号館 3 教員室 18 保健学系長 使用教員 2312

２号館 3 教員室 18 保健学系長 使用教員 2313

２号館 3 講義室 65 保健学支援課長 保健学務係長 2314

２号館 3 倉庫 21 保健学支援課長 企画総務係長 2315

２号館 3 廊下･階段･EVPS 147 保健学支援課長 企画総務係長

２号館 4 解剖学実習室 151 保健学系長 使用教員 2401

２号館 4 更衣室・標本室 21 保健学系長 使用教員 2402

２号館 4 教員室 18 保健学系長 使用教員 2403

２号館 4 教員室 18 保健学系長 使用教員 2404

２号館 4 教員室 35 保健学系長 使用教員 2405

２号館 4 教員室 18 保健学系長 使用教員 2406

２号館 4 教員室 18 保健学系長 使用教員 2407

２号館 4 教員室 35 保健学系長 使用教員 2408

２号館 4 教員室 18 保健学系長 使用教員 2409

２号館 4 教員室 18 保健学系長 使用教員 2410

２号館 4 教員室 18 保健学系長 使用教員 2411

２号館 4 教員室 18 保健学系長 使用教員 2412

２号館 4 実習室 86 保健学系長 使用教員 2413

２号館 4 廊下･階段･EVPS 147 保健学支援課長 企画総務係長

２号館 5 実習室 191 保健学系長 使用教員 2501

２号館 5 廊下等 63 保健学支援課長 企画総務係長

２号館 R エレベーター機械室 42 保健学支援課長 企画総務係長 R

２号館 R 階段 26 保健学支援課長 企画総務係長

３号館 1 女子更衣室 62 保健学支援課長 企画総務係長 3101

３号館 1 女子更衣室 62 保健学支援課長 企画総務係長 3102

３号館 1 講義室 64 保健学支援課長 保健学務係長 3103

３号館 1 放射線撮影計測研究室 64 保健学系長 使用教員 3104

３号館 1 放射線測定校正室 11 保健学系長 使用教員 3105

３号館 1 ＭＲＩ室 49 保健学系長 使用教員 3106

３号館 1 放射線実習室３－２ 61 保健学系長 使用教員 3107

３号館 1 健康増進科学センター事務室 61 保健学系長 使用教員 3108

３号館 1 男子更衣室 51 保健学支援課長 企画総務係長 3109

３号館 1 図書事務室 19 保健学支援課長
医学図書館係（保
健）

3110

３号館 1 図書室 290 保健学支援課長
医学図書館係（保
健）

3111

３号館 1 グループ学習室 19 保健学支援課長
医学図書館係（保
健）

3112

３号館 1 ＡＶコーナー 10 保健学支援課長
医学図書館係（保
健）

3113

３号館 1 玄関ﾎｰﾙ 71 保健学支援課長 企画総務係長

３号館 1 学生ラウンジ 91 保健学支援課長 企画総務係長

３号館 1 廊下・階段・PS 175 保健学支援課長 企画総務係長

３号館 2 準備室 21 保健学系長 使用教員 3201

３号館 2 実習準備室 21 保健学系長 使用教員 3202

３号館 2 光学実験実習室 21 保健学系長 使用教員 3203

３号館 2 教員室 21 保健学系長 使用教員 3204

３号館 2 物理学実験室 43 保健学系長 使用教員 3205

３号館 2 教員室 21 保健学系長 使用教員 3206

３号館 2 実習準備室 21 保健学系長 使用教員 3207

３号館 2 生命科学実験室 43 保健学系長 使用教員 3208



火元責任者の一覧表
別表４

棟名称 階 部屋名称 面積 防火担当者 火元責任者 備考

３号館 2 低温室 32 保健学系長 使用教員 3209

３号館 2 恒温室 32 保健学系長 使用教員 3210

３号館 2 教員室 21 保健学系長 使用教員 3211

３号館 2 化学実験室 43 保健学系長 使用教員 3212

３号館 2 化学系共通実験・実習室 182 保健学系長 使用教員 3213

３号館 2 生物系共通実験・実習室 147 保健学系長 使用教員 3214

３号館 2 電気・物理系共通実験・実習室 150 保健学系長 使用教員 3215

３号館 2 廊下・PS 251 保健学支援課長 企画総務係長

３号館 3 看護実習準備室 43 保健学系長 使用教員 3301

３号館 3 看護実習器材室 86 保健学系長 使用教員 3302

３号館 3 洗濯乾燥室 43 保健学系長 使用教員 3303

３号館 3 実習室４ 43 保健学系長 使用教員 3304

３号館 3 教員室 21 保健学系長 使用教員 3305

３号館 3 教員室 21 保健学系長 使用教員 3306

３号館 3 教員室 21 保健学系長 使用教員 3307

３号館 3 教員室 21 保健学系長 使用教員 3308

３号館 3 教員室 43 保健学系長 使用教員 3309

３号館 3 実習室３ 182 保健学系長 使用教員 3310

３号館 3 実習室２ 89 保健学系長 使用教員 3311

３号館 3 実習室１ 238 保健学系長 使用教員 3312

３号館 3 廊下・PS 219 保健学支援課長 企画総務係長

４号館 1 器材室 15 保健学支援課長 企画総務係長 4101

４号館 1 講義室 147 保健学支援課長 保健学務係長 4102

４号館 1 工作室 29 保健学系長 使用教員 4103

４号館 1 ボイラー室 94 保健学支援課長 企画総務係長 4104

４号館 1 医療ガス機械室 42 保健学支援課長 企画総務係長 4105

４号館 1 ポンプ室 40 保健学支援課長 企画総務係長 4106

４号館 1 電気室 88 保健学支援課長 企画総務係長 4107

４号館 1 講義室 62 保健学支援課長 保健学務係長 4108

４号館 1 講義室 64 保健学支援課長 保健学務係長 4109

４号館 1 非常勤講師控室 21 保健学支援課長 保健学務係長 4110

４号館 1 講義室 145 保健学支援課長 保健学務係長 4111

４号館 1 玄関ﾎｰﾙ・廊下・階段 265 保健学支援課長 企画総務係長

４号館 2 倉庫 15 保健学支援課長 企画総務係長 4201

４号館 2 会議室 117 保健学支援課長 企画総務係長 4202

４号館 2 基礎医科学研究室 保健学系長 使用教員 4203

４号館 2 標本作成室 保健学系長 使用教員 4204

４号館 2 医用機器工学研究室 59 保健学系長 使用教員 4205

４号館 2 放射線資料整理室Ⅱ 35 保健学系長 使用教員 4206

４号館 2 放射線画像技術学研究室 59 保健学系長 使用教員 4207

４号館 2 放射線治療技術学研究室 64 保健学系長 使用教員 4208

４号館 2 教員室 21 保健学系長 使用教員 4209

４号館 2 教員室 21 保健学系長 使用教員 4210

４号館 2 教員室 21 保健学系長 使用教員 4211

４号館 2 教員室 21 保健学系長 使用教員 4212

４号館 2 教員室 21 保健学系長 使用教員 4213

４号館 2 教員室 21 保健学系長 使用教員 4214

４号館 2 会議準備室 21 保健学支援課長 企画総務係長 4215

４号館 2 教員室 21 保健学系長 使用教員 4216

４号館 2 教員室 21 保健学系長 使用教員 4217

４号館 2 研究室 21 保健学系長 使用教員 4218

４号館 2 教員室 21 保健学系長 使用教員 4219

59



火元責任者の一覧表
別表４

棟名称 階 部屋名称 面積 防火担当者 火元責任者 備考

４号館 2 水銀検査室 43 保健学支援課長 企画総務係長 4220

４号館 2 リフレッシュコーナー 88 保健学支援課長 企画総務係長

４号館 2 廊下・ﾎｰﾙ・階段 242 保健学支援課長 企画総務係長

４号館 2 倉庫 7 保健学支援課長 企画総務係長

４号館 3 倉庫 15 保健学支援課長 企画総務係長 4301

４号館 3 コンピュータ実習室 147 保健学系長 使用教員 4302

４号館 3 サーバー室 29 保健学系長 使用教員 4303

４号館 3 セルフラーニングセンター 94 保健学系長 使用教員 4304

４号館 3 高齢者看護実験室 59 保健学系長 使用教員 4305

４号館 3 教員室 21 保健学系長 使用教員 4306

４号館 3 教員室 21 保健学系長 使用教員 4307

４号館 3 教員室 21 保健学系長 使用教員 4308

４号館 3 教員室 21 保健学系長 使用教員 4309

４号館 3 教員室 21 保健学系長 使用教員 4310

４号館 3 教員室 21 保健学系長 使用教員 4311

４号館 3 教員室 21 保健学系長 使用教員 4312

４号館 3 教員室 21 保健学系長 使用教員 4313

４号館 3 教員室 21 保健学系長 使用教員 4314

４号館 3 保健室 21 保健学支援課長 保健学務係長 4315

４号館 3 印刷室 21 保健学支援課長 企画総務係長 4316

４号館 3 地域看護実験室 145 保健学系長 使用教員 4317

４号館 3 リフレッシュコーナー 88 保健学支援課長 企画総務係長

４号館 3 廊下・ﾎｰﾙ・階段 204 保健学支援課長 企画総務係長

４号館 4 倉庫 15 保健学支援課長 企画総務係長 4401

４号館 4 バイオハザード実験室 48 保健学系長 使用教員 4402

４号館 4 暗室 11 保健学系長 使用教員 4403

４号館 4 検査技術科学実験室Ⅲ 45 保健学系長 使用教員 4404

４号館 4 フリーザー室 14 保健学系長 使用教員 4405

４号館 4 検査技術科学実験室Ⅱ 117 保健学系長 使用教員 4406

４号館 4 検査技術科学実験室Ⅰ 59 保健学系長 使用教員 4407

４号館 4 シールドルーム 59 保健学系長 使用教員 4408

４号館 4 教員室 21 保健学系長 使用教員 4409

４号館 4 教員室 21 保健学系長 使用教員 4410

４号館 4 教員室 21 保健学系長 使用教員 4411

４号館 4 教員室 21 保健学系長 使用教員 4412

４号館 4 教員室 21 保健学系長 使用教員 4413

４号館 4 教員室 21 保健学系長 使用教員 4414

４号館 4 教員室 21 保健学系長 使用教員 4415

４号館 4 集会室Ⅱ 43 保健学系長 使用教員 4416

４号館 4 ゼミ室 21 保健学系長 使用教員 4417

４号館 4 調査研究室 64 保健学系長 使用教員 4418

４号館 4 教員室 21 保健学系長 使用教員 4419

４号館 4 教員室 21 保健学系長 使用教員 4420

４号館 4 調査研究室 21 保健学系長 使用教員 4421

４号館 4 教員室 29 保健学系長 使用教員 4422

４号館 4 教員室 29 保健学系長 使用教員 4423

４号館 4 教員室 29 保健学系長 使用教員 4424

４号館 4 統計セミナー・データ解析指導室 29 保健学系長 使用教員 4425

４号館 4 廊下・ﾎｰﾙ・階段 239 保健学支援課長 企画総務係長

４号館 4 倉庫 7 保健学支援課長 企画総務係長

４号館 R 廊下等 33 保健学支援課長 企画総務係長

４号館 R EV機械室 26 保健学支援課長 企画総務係長



火元責任者の一覧表
別表４

棟名称 階 部屋名称 面積 防火担当者 火元責任者 備考

５号館 1 共用研究スペース 43 保健学支援課長 企画総務係長 5101

５号館 1 共用研究スペース 43 保健学支援課長 企画総務係長 5102

５号館 1 研究室 110 保健学系長 使用教員 5103

５号館 1 講義室 111 保健学支援課長 保健学務係長 5104

５号館 1 院生ゼミ室 55 保健学系長 使用教員 5105

５号館 1 共通ゼミ室 55 保健学支援課長 保健学務係長 5106

５号館 1 院生実験室 112 保健学系長 使用教員 5107

５号館 1 院生研究室 21 保健学系長 使用教員 5108

５号館 1 院生研究室 21 保健学系長 使用教員 5109

５号館 1 院生実験室 21 保健学系長 使用教員 5110

５号館 1 院生研究室 21 保健学系長 使用教員 5111

５号館 1 倉庫 6 保健学支援課長 企画総務係長 5112

５号館 1 ラウンジ 79 保健学支援課長 企画総務係長

５号館 1 廊下・階段 131 保健学支援課長 企画総務係長

５号館 1 渡り廊下(3～5号館) 111 保健学支援課長 企画総務係長

５号館 2 共用研究小ゼミ室Ⅰ 21 保健学支援課長 企画総務係長 5201

５号館 2 共用研究小ゼミ室Ⅱ 21 保健学支援課長 企画総務係長 5202

５号館 2 共用研究小ゼミ室Ⅲ 21 保健学支援課長 企画総務係長 5203

５号館 2 共用研究小ゼミ室Ⅳ 21 保健学支援課長 企画総務係長 5204

５号館 2 共用研究スペース 55 保健学支援課長 企画総務係長 5205

５号館 2 共用研究スペース 55 保健学支援課長 企画総務係長 5206

５号館 2 共用研究スペース 55 保健学支援課長 企画総務係長 5207

５号館 2 院生ゼミ室 55 保健学系長 使用教員 5208

５号館 2 院生ゼミ室 29 保健学系長 使用教員 5209

５号館 2 院生ゼミ室 82 保健学系長 使用教員 5210

５号館 2 院生実験室 56 保健学系長 使用教員 5211

５号館 2 院生実験室 56 保健学系長 使用教員 5212

５号館 2 院生研究室 21 保健学系長 使用教員 5213

５号館 2 院生研究室 21 保健学系長 使用教員 5214

５号館 2 院生研究室 43 保健学系長 使用教員 5215

５号館 2 ラウンジ 79 保健学支援課長 企画総務係長

５号館 2 廊下・階段 131 保健学支援課長 企画総務係長

５号館 2 渡り廊下(3～5号館) 83 保健学支援課長 企画総務係長

５号館 2 渡り廊下(4～5号館) 19 保健学支援課長 企画総務係長

５号館 3 院生ゼミ室 21 保健学系長 使用教員 5301

５号館 3 院生研究室 21 保健学系長 使用教員 5302

５号館 3 院生研究室 21 保健学系長 使用教員 5303

５号館 3 院生研究室 21 保健学系長 使用教員 5304

５号館 3 院生実験室 110 保健学系長 使用教員 5305

５号館 3 院生ゼミ室 55 保健学系長 使用教員 5306

５号館 3 院生ゼミ室 55 保健学系長 使用教員 5307

５号館 3 院生ゼミ室 55 保健学系長 使用教員 5308

５号館 3 院生ゼミ室 55 保健学系長 使用教員 5309

５号館 3 院生実験室 56 保健学系長 使用教員 5310

５号館 3 院生実験室 56 保健学系長 使用教員 5311

５号館 3 院生研究室 21 保健学系長 使用教員 5312

５号館 3 院生研究室 21 保健学系長 使用教員 5313

５号館 3 院生研究室 21 保健学系長 使用教員 5314

５号館 3 院生研究室 21 保健学系長 使用教員 5315

５号館 3 倉庫 6 保健学支援課長 企画総務係長 5316

５号館 3 ラウンジ 116 保健学支援課長 企画総務係長

５号館 3 廊下・階段 125 保健学支援課長 企画総務係長



火元責任者の一覧表
別表４

棟名称 階 部屋名称 面積 防火担当者 火元責任者 備考

５号館 3 渡り廊下(4～5号館) 19 保健学支援課長 企画総務係長

体育館 1 体育館 927 保健学支援課長 保健学務係長

体育館 1 トレーニング場 138 保健学支援課長 保健学務係長

体育館 1 器具庫 49 保健学支援課長 保健学務係長

体育館 1 器具庫 25 保健学支援課長 保健学務係長

体育館 1 事務室 37 保健学支援課長 保健学務係長

体育館 1 廊下等 100 保健学支援課長 保健学務係長

体育館 1 女子更衣室 72 保健学支援課長 保健学務係長

体育館 1 男子更衣室 37 保健学支援課長 保健学務係長

体育館 1 管理倉庫 30 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 1 食堂１ 202 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 1 厨房 79 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 1 倉庫 9 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 1 機械室 21 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 1 通路 15 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 1 事務 7 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 1 シャワー 3 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 1 和室 10 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 1 倉庫 7 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 1 学生更衣 5 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 1 学生更衣 5 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 1 更衣室前室 6 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 1 倉庫 9 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 1 洗面 8 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 1 ホール 69 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 1 食堂２ 80 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 2 売店 113 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 2 第２集会室 64 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 2 第３集会室 26 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 2 和室 35 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 2 娯楽室 21 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 2 倉庫 13 保健学支援課長 保健学務係長

福利施設棟 2 廊下・ラウンジ 191 保健学支援課長 保健学務係長
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別表６ 

休日・夜間等の防火・防災管理体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

警報機作動 

警備会社警報受信 [委託] 

[医学類担当] 
セーフティ（株） 
（076-223-7110） 

 

災
害
等
発
生
の
連
絡 

１．消防機関への通報（火災発生の場合） 

２．部局担当者への連絡 
[医学類・疾患モデル・先進・子どものこころ] 

 医薬保健系事務部総務課総務係長 
[保健学類] 医薬保健系事務部保健学支援課企画総務係長 

    

現場確認（15～20 分で到着）

 

・防火・防災管理者 
医薬保健系事務部長 

・通報連絡担当 医薬保健系事務部総務課副課長 

・初期消火担当 医薬保健系事務部会計課長 

・避難誘導担当 医薬保健系事務部学生課副課長 

・安全防護担当 医薬保健系事務部会計課副課長 

・応急救護担当 医薬保健系事務部学生課長 

災害等発見者 

管理権原者・学長 

 

自衛消防組織 

各班員 

緊急事態発生 

[保健学類・がん研究所] 

セコム北陸 

（076-221-3090） 

SPC 管理室[委託]担当者 

・統括管理者 
医薬保健系事務部総務課長 部局長 

 
 



別表７

種別 品名 数量 保管場所

応急手当用品 応急手当キット 3 F棟B1備蓄倉庫

救出作業資機材 工具（レスキューセットBOX型） 1 F棟B1備蓄倉庫

担架（伸縮二つ折れ） 3 F棟B1備蓄倉庫

エンジン式チェーンソー 1 総務課倉庫

のこぎり 総務課倉庫

スコップ 総務課倉庫

脚立 総務課倉庫

非常用物品 懐中電灯（蛍光灯付き強力ライト） 10 F棟B1備蓄倉庫

投光器 1 F棟B1備蓄倉庫

携帯用拡声器 3 F棟B1備蓄倉庫

ポータブルラジオ 5 F棟B1備蓄倉庫

サイリュームライト 10 F棟B1備蓄倉庫

表示テープ 2 総務課車庫

ビニール袋　90リットル 3 総務課車庫

ビニール袋　150リットル 1 総務課車庫

特大ポリ袋（Ｌ） 1 総務課車庫

重量パック（Ｌ） 1 総務課車庫

長靴（Lサイズ）　分団員用鋼板入り 7 F棟B1備蓄倉庫

長靴（Mサイズ）　分団員用鋼板入り 7 F棟B1備蓄倉庫

長靴（Sサイズ）　分団員用鋼板入り 5 F棟B1備蓄倉庫

ヘルメット　148型 50 総務課倉庫

生活必需品 小型浄水器 1 F棟B1備蓄倉庫

　浄水器交換用フィルター F棟B1備蓄倉庫

小型発電機 1 F棟B1備蓄倉庫

ガソリン携行缶（15リットル入り） 1缶 総務課倉庫

簡易トイレ（洋式／簡易トイレ組織用セット含む 1 F棟B1備蓄倉庫

災害用毛布　（1400㎜×1900㎜） 100 F棟B1備蓄倉庫

滑り止め付き軍手（Mサイズ）　　5双 2 F棟B1備蓄倉庫

滑り止め付き軍手（Lサイズ）　　5双 2 F棟B1備蓄倉庫

ニトリスト（ゴム手袋）（L）　100枚入 1 F棟B1備蓄倉庫

その他 組立式テント（1.5×2間型，屋根幕＋三方幕） 2 F棟B1備蓄倉庫

防水シート　3600㎜×5400㎜ 10 F棟B1備蓄倉庫

省電力トランシーバー 6 総務課倉庫

非常用物品等の一覧



別表８－１

防火・防災管理者

医薬保健系事務部長

【本部隊】

班長 総務課副課長 班長 人事係長 班長 副課長

班員 総務係 班員 人事係 班員 企画総務係

班員 総務係 班員 人事係　

班員 人事係

班長 会計課長 班長 経理係長 班長 保健学務係長

班員 調達係 班員 経理係　 班員 保健学務係

班員 経理係

班員 経理係

班長 学生課副課長 班長 医学学務係長 班長 企画総務係長

班員 人事係 班員 医学学務係 班員 企画総務係

班員 医学学務係

班長 会計課副課長 班長 調達係長 班長 経理係長

班員 調達係 班員 調達係 班員 経理係

班員 調達係

班長 学生課長 班長 医学大学院係長 班長 保健学務係

班員 医学学務係 班員 医学大学院係 班員 保健学務係

班員 医学大学院係

協力

宝町・鶴間地区　自衛消防組織編成表

【宝町地区隊】 【鶴間地区隊】

隊
長

（統括管理者）

総務課長

隊
長

総務係長 隊
長

保健学支援課長

安全防護班　（2名）

指揮・通報連絡班　（3名） 通報連絡班　（４名） 通報連絡班　（2名）

初期消火班　（2名） 初期消火班　（４名） 初期消火班　（2名）

保健管理センター分室

応急救護班　（２名） 応急救護班　（３名） 応急救護班　（２名）

避難誘導班　（２名） 避難誘導班　（3名） 避難誘導班　（2名）

安全防護班　（2名） 安全防護班　（３名）



別表８－２

班名 災害発生時の任務
警戒宣言等が発せられた

場合の組織編成
警戒宣言等が発せられた場合の任務

・自衛消防活動の指揮統制，状況の把握，情報内容の記録

・消防機関への情報や資料の提供，消防機関本部との連絡

・在館者に対する指示 ・周辺地域の状況を把握する。

・関係機関や関係者への連絡

・消防用設備等の操作運用

・避難状況の把握 ・防災資機材の確認をする。

・地区隊への指揮や指示 ・在館者の調査

・その他必要な事項 ・その他

・出火階に直行し，屋内消火栓による消火作業

・地区隊が行う消火作業への指揮指導

・消防隊との連携及び補佐

・出火階及び上層階に直行し，避難開始の指示命令の伝達

・非常口の開放及び開放の確認

・避難上障害となる物品の除去

・未避難者，要救助者の確認及び本部への報告

・ロープ等による警戒区域の設定

・火災発生区へ直行し，防火シャッター，防火戸等の閉鎖 ・上記の初期消火班の任務と同様とする。

・非常電源の確保，ボイラー等危険物施設の供給運転停止

・エレベーターの非常時の措置

・応急救護所の設置

・負傷者の応急処置

・救急隊との連携，情報の提供

班名 災害発生時の任務
警戒宣言等が発せられた

場合の組織編成
警戒宣言等が発せられた場合の任務

通報連絡班 ・本部隊への通報及び関係機関等への連絡 ・通報連絡班は，情報収集担当として編成する。 ・テレビ，ラジオ等により情報を収集する。

初期消火班 ・消火器等による初期消火及び本部隊初期消火班の誘導 ・初期消火班は，点検担当として編成する。 ・担当区域の転倒，落下防止措置を講じる。

避難誘導班 ・出火時における避難者の誘導 ・避難誘導班は，平常時と同様の編成とする。 ・本部隊の指揮により，避難誘導を行う。

安全防護班
・水損防止，電気・ガス等の安全措置及び防火戸，防火
　シャッターの操作

・安全防護班は，点検担当として編成する。 ・上記の初期消火班の任務と同様とする。

応急救護班 ・負傷者に対する応急処置 ・応急救護班は，応急措置担当として編成する。 ・危険個所の補強，整備を行う。

　２　地区隊の任務

応急救護班

・通報連絡班は，情報収集担当として編成する。

・初期消火班は，点検措置担当として編成する。

・避難誘導班は，平常時と同様の編成とする。

・安全防護班は，点検措置担当として編成する。

・混乱防止を主眼として，退館者の案内及び避難誘導を
　する。

・上記の通報連絡班の任務と同様のほか，救出資機材
　の確認をする。

自衛消防組織の編成と任務

　１　本部隊の任務

・応急救護班は，情報収集担当として編成する。

初期消火班

避難誘導班

安全防護班

通報連絡班

・報道機関等により警戒宣言発令に関する情報を収集
　し，統括管理者に連絡する。

・放送設備，掲示板，携帯用拡声器等により在館者に
　対する周知を図る。

・建築構造，防火・避難施設，電気，ガス，消防設備
　等，危険物の点検及び保安の措置を講じる。
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別図２ 

地震発生時の避難判断基準 
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◎先端医療開発センタ ー

e) アネックス棟
〇中央診療棟
©外来診療棟、

金大病院CPDセンタ ー

©医学類C棟
◎病棟（西病棟／東病棟）
◎MRI-CT棟
©看護師宿舎
©北病棟
®十全講堂
〇医学類A棟
〇医学類B棟
〇医学類病理標本虜

〇医学図書館
®医学類D棟

（全学共用教育研究棟）、
子どものこころの発達研究センター 、
先進予防医学研究センター

®＊研究基盤支援施設
〇医学類解剖標本虜
〇＊実験動物研究施設
〇医学類E棟
◎医学類教育棟
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◎医学類G棟
〇＊アイソトー プ総合研究施設
⑮医学類福利施設
◎課外活動施設

＊疾患モデル1る合研究センター

TAKARAMACHI TSURUMA 

｀三室財噌訓詞的刃奴

｀ 
〇保健学類1号館
〇保健学類2号館
〇保健学類3号館
〇保健学類4号館
〇保健学類5号館
〇体育館
〇保健学類福利施設

釆こ

％ 委肉み、、 咀努
、ミ ＠匹

lくANAZAWA
UNIVEllS!TY 

石引広見？
パス伴

至批'‘|点|

アカンサス薬局

＠ 

全小立野

金沢森本,c ,J,矢挫,c→

油

山の上 比
゜

壻
卯只山 壻打

oむさし 0濱場9r
9六國下0 年I

広I,；'｀ゞ六大9 。田井0:
見

0:
1

;
自

ぷ 石弓i:
西

許

二

和T目！ら；；学校

エ在采練
工工工三新針諒一 lRししかわ鋲道線

〇
↓

別図３


	別表
	医学類ＥＦ教育棟

	別表
	D棟
	動物実験
	RI
	研究基盤支援

	別表
	1号館
	2号館
	3，4号館
	5号館
	体育館
	福利施設

	別表４
	（新）予防管理組織編成表

	別表４
	D棟・疾患モデルなど

	別表４
	20.4

	別表７
	別表７．非常用物品一覧

	別表８－１
	R4年度 

	別表８－２
	別表８―２．任務表（案）

	別表４
	20.4




